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2015 年 12 月 12 日（土）・13 日（日）

福岡大学病院 メディカルホール

会長　朔　啓二郎
（福岡大学医学部 心臓・血管内科学 教授）

HP：http://jsmuff13.org/

第13 回 日本機能性食品医用学会 総会
プログラム・抄録集

テーマ：「食」の多様性を追求する
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ご　挨　拶

　この度，福岡において第13回日本機能性食品医用学会総会を平成27年12月12日（土）～ 13日（日）
にわたり開催させていただくことになりました．福岡は，玄海の灘の幸など日本の中でも有数の食の
メッカであり，今回のテーマを “「食」の多様性を追求する ”と致しました．
　この学術総会は，日本機能性食品医用学会の要請により毎年開催されております集会です．本総会
では，「エビデンス」のある機能性食品の医用普及により国民健康促進や生活習慣病予防に役立つこ
とを目的として，特別講演，シンポジウム，教育講演，一般演題などが実施され，例年活発な討議が
なされております．機能性食品の対象は，生活習慣病の発症や進行，また，それに関連した虚血性心
疾患，脳卒中，肺疾患，末梢動脈疾患や心不全などの発症といった全身血管病の予防です．医用普及
には，医師のみならず，薬学，農学，理学研究者など多職種の関与が必要であります．また，今年度
より，トクホ，栄養機能食品に続く，第三の機能性表示食品が登場しております．このように，本総
会は，機能性食品の医用普及に欠かせぬものであり，参加者の年々の増加が見込まれ，その役割は重
大で社会貢献度も極めて大きいものとなっております．
　会員の方はもとより，友人，ご家族もご一緒にぜひおいでください．みなさまのおいでを，福岡の
地でお待ちいたしております． 
　
　平成 27年 12 月

				    　　　
					     　第 13 回日本機能性食品医用学会総会
					     　会長　朔　啓二郎

（福岡大学医学部長 心臓・血管内科学 教授）
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会場へのご案内

会場：福岡大学病院 メディカルホール（1F）、同窓会ラウンジ（2F）、多目的室 1・2（新館 B1)

〒 814-0180　福岡市城南区七隈 7-45-1　TEL 092-801-1011( 内線 3366）　

●市営地下鉄を利用の場合
　・�福岡空港から市営地下鉄空港線「天神駅」で下車（約10分）．天神地下街経由（徒歩約15分）で地下鉄七隈線に乗り換え．
同線「天神南駅」から「福大前駅」下車（約 16分）．同駅 2番出口方面の福岡大学病院連絡通路で同病院新館 1Fへ．
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　日　　程

行事 日時 会場

理事会 12 月 11 日（金）18:15 〜 18:45 別途お知らせ

評議員会 12 月 12 日（土）   8:50 〜 9:30 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

総会 12 月 12 日（土）13:10 〜 13:25 第 1会場（メディカルホール　1F）

編集委員会 12 月 13 日（日）   8:10 〜 8:50 第 3会場（同窓会ラウンジ　2F）

会長講演 12 月 12 日（土）   9:50 〜 10:20 第 1会場（メディカルホール　1F）

特別講演 12 月 12 日（土）13:30 〜 14:20 第 1会場（メディカルホール　1F）

教育講演 1 12 月 12 日（土）15:50 〜 16:40 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

教育講演 2<Cardio-Diabetes Symposium2> 12 月 13 日（日）13:25 〜 14:20 第 1会場（メディカルホール　1F）

トピックス 12 月 12 日（土）11:30 〜 12:00 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

シンポジウム 1 12 月 12 日（土）10:30 〜 12:00 第 1会場（メディカルホール　1F）

シンポジウム 2 12 月 12 日（土） 14:30 〜 16:00 第 1会場（メディカルホール　1F）

シンポジウム 3 12 月 12 日（土）16:00 〜 17:30 第 1会場（メディカルホール　1F）

シンポジウム 4 12 月 13 日（日）　9:00 〜 10:30 第 1会場（メディカルホール　1F）

シンポジウム 5 12 月 13 日（日）10:40 〜 12:10 第 1会場（メディカルホール　1F）

ランチョンセミナー 1 12 月 12 日（土）12:10 〜 13:00 第 1会場（メディカルホール　1F）

ランチョンセミナー 2<Cardio-Diabetes Symposium1> 12 月 13 日（日）12:30 〜 13:25 第 1会場（メディカルホール　1F）

一般演題（口演）メタボリックシンドローム 12 月 12 日（土）10:30 〜 11:30 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

一般演題（口演）動脈硬化 12 月 12 日（土）  14:50 〜 15:50 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

一般演題（口演）各種疾患 12 月 13 日（日）    9:00 〜 10:00 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

一般演題（口演）炎症・免疫・アレルギー 12 月 13 日（日）  10:00 〜 11:00 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

一般演題（口演）抗酸化・ストレス 12 月 13 日（日）  11:10 〜 12:00 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

一般演題（ポスター）掲示
12 月 12 日（土）  14:00 〜 18:00

展示会場（多目的室 1、2　B1）
12 月 13 日（日）    9:00 〜 13:00

一般演題（ポスター）発表 12 月 12 日（土）  16:50 〜 17:40 第 2会場（多目的室 1、2　B1）

懇親会 12 月 12 日（土）18:00 〜 19:00  （同窓会ラウンジ　2F）
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■参加登録
福岡大学メディカルホールの玄関よりご入館ください．受付は，正面ロビーで行います．参加費と
引換に参加証（領収書・参加証明付）をお渡しいたします．所属・氏名をご記入の上，ネームホル
ダーに入れてご着用ください．※事前登録は行いません．

・受付時間
　12 月 12 日（土）　8：30～ 17：30
　12 月 13 日（日）　7：50～ 14：00

・参加費（参加費に抄録集は含みません）
　学会理事・評議員		  7,000 円
　会員			   6,000 円
　非会員・一般		  8,000 円
　学生（会員・非会員問わず）	 1,000 円　
      ※学生証をご呈示ください．呈示されない場合は会員参加費をお支払いいただきます．
　＜ Cardio-Diabetes Symposium＞のみ参加の非会員　　　1,000 円

■抄録集
　抄録集は１部 1,000 円で販売いたします．会員の方には学会事務局より事前送付されております．

■新規入会手続き，年会費の納入
　会期中，本学会総会受付に「学会事務局デスク」を設けます．
　12月 13日（土）　9：00～ 17：30
　12 月 14 日（日）　9：00～ 14：00

■一般演題の表彰
一般演題（口演・ポスター）賞を厳正なる審査により選出いたします．
　口演・ポスター賞の発表は，閉会式にて発表，表彰いたします．

■クローク
　本学会総会受付横のクロークをご利用ください．
　12 月 12 日（土）	 8：30 ～懇親会終了時
　12 月 13 日（日）	 8：30 ～ 15：00

■総会
　12 月 12 日（土）13：10 ～ 13：25　第 1 会場（メディカルホール）にて行います．

参加者へのご案内
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■懇親会
　12 月 12 日（土）18：00 ～ 19：30
　第 3会場（同窓会ラウンジ）にて開催いたします．多数ご参加ください．参加申込は受付時にお
　申し出下さい . また，懇親会会場にても受付いたします．
　参加費：2,000 円

■ランチョンセミナー
　整理券の事前配付はございません．直接会場へお越しください．
　ランチョンセミナーでは弁当を用意いたしますが，数量に限りがございますので，ご了承ください．
　・開催時間と会場
　　ランチョンセミナー 1：12月 12日（土）12：10 ～ 13：00　第 1 会場（メディカルホール）
　　ランチョンセミナー 2：12月 13日（日）12：20 ～ 13：25　第 1 会場（メディカルホール）

■休憩ルーム
　第 3会場（同窓会ラウンジ）に休憩ルームを設けております．
　ドリンクコーナーは設けておりませんので，自動販売機または病院併設のローソン，スターバック
　スにてお買い求めください．
　　12 月 12 日（土）：10：00 ～ 16：30
　　12 月 13 日（日）：	 9：00 ～ 13：30

■その他
　・駐車場は，福岡大学病院の有料駐車場（4時間まで 200 円．以降 1時間が経過するごとに 100
　　円加算）をご利用ください．　
　・福岡大学病院は敷地内全面禁煙ですのでご協力をお願いします．
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１．座長の皆様へ 

（1）セッションの進行ならびに質疑・討論等に関しましては座長にお任せいたしますが，プログラ
　ムのタイムスケジュールがタイトになっておりますので，演者お一人の 10 分間の発表時間を厳守
　してください．
（2）前のセッションが早く終了した場合は，プログラムに記載されている担当セッション開始時間
　までお待ちください．

２．口演演者の皆様へ

（1）発表時間
　一般演題は発表時間 7 分，討論時間 3 分です．質疑応答は座長の指示に従ってください． 
（2）発表形式
　すべて PC を用いた発表になります．スライド・OHP の使用はできませんのでご注意ください． 
（3）発表データ・持込 PCの受付 
　発表予定時間の 30 分前までに各会場内 PC 席（左前方演者席横）にて，動作確認をお済ませくだ
　さい．PCの接続，データのインストール操作は専門スタッフが行います． 
（4）データ作成要領
　・データはUSB メモリー，CD-ROM にお持ちください．
　・Microsoft Power Point 2003/2007/2010/2013 形式での作成をお願いいたします．
　・Mac ご使用の場合は本体と電源アダプターをご準備ください．
　・Mac を含めた一部のノートパソコンでは本体付属（別売）のコネクターが必要な場合がござい
　　ますので必ずお持ちください．
　・フォントはWindows で標準装備されているフォントのみ使用可能です．
　・動画はWindows Media Player （標準コーデック）で動作する形式をご用意ください．
　・Mac で作成した発表データをメディアで持ち込む場合は，事前にWindows PC で動作確認をお
　　願いいたします．
　・ご自身の PCをご使用される場合は，ACアダプター・外部出力変換コネクター
　　（ミニD-sub15pin）を忘れずにご持参ください．
　・事前に最新のウィルス駆除ソフトでチェックしてください．
　・発表用データは学会終了後，事務局が責任をもって消去いたします．

座長・発表者へのご案内
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3．ポスターセッション演者の皆様へ

12 月 12 日（土）16：50～個別発表を実施します．
発表時間 4分，討論時間 2分です．

【ポスター貼付・掲示・撤去】
（1）ポスターの貼付時間は，12 月 12 日（土）～ 14：
00までにお済ませください．

（2）ポスターは，12 月 12 日（土）14：00 ～ 12 月
13 日（日）13：00 まで掲示してください．

（3）ポスターパネルに押しピンを準備しておりますの
でご利用ください．

（4）ポスターパネルの大きさは幅 90cm，高さ 210cm
です．
　演題名，所属，演者名は各自ご用意ください．
　（70× 20cm）
　演題番号は，事務局にて作成し，パネル左上に貼付
けます．（20× 20cm）

（6）ポスターは，12 月 13 日（日）12：00 ～ 14：
00 の間に撤去してください．

（7）時間までに撤去されないポスターは，事務局にて
処分致しますので，予めご了承ください．

（8）事務局にて用意する押しピン以外のテープ等のご
使用はご遠慮ください．ポスター撤去時に，押しピ
ンはポスターパネルにご返却ください．
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プログラム
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タイムスケジュール【第 1日目：12 月 12 日（土）】

第1会場 第2会場 第 3会場

メディカルホール 多目的室 1、2 同窓会ラウンジ

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

9:40-9:50　開会式

9:50-10:20　会長講演
「  「食」の多様性を追求する」朔　啓二郎

10:30-12:00　
シンポジウム１
「機能性表示とその後の展開
「どう評価する、機能性表示制度」」
座長：吉川敏一・長岡　功

12:10-13:00　ランチョンセミナー 1
「福岡県糖尿病患者データベース研究
からみた 2型糖尿病治療のポイント」
岩瀬正典

13:10-13:25　総会

13:30-14:20　特別講演
「栄養と疾患：人類文明に内包する業」
横山信治

14:30-16:00　
シンポジウム２
「塩分摂取、減塩食品と高血圧」
座長：大屋祐輔・三浦伸一郎

16:00-17:30　
シンポジウム３
「緑茶の機能性食品科学」
座長：安藤　朗・吉田　博 16:50-17:40　一般演題ポスター

 O-1 ～ O-7　 座長：川浪大治・今泉　聡
O-8 ～ O-14	  座長：才田恵美・北島　研

8:50-9:30　評議員会

10:30-11:30　一般演題 1
「メタボリックシンドローム」
O-1 ～ O-6
座長：岸本良美・田邉真紀人

11:30-12:00　トピックス
「ヒトキマーゼ抑制作用を介したタデスプラウトの食塩
依存性高血圧マウス及び臨床的降圧作用」浦田秀則

14:50-15:50　一般演題 2
「動脈硬化」　O-7 ～ O-12
座長：松永　彰・廣畑　聡

15:50-16:40　教育講演 1
「機能性食品表示食品と医用活用－課
題から展望へ」久保　明

ポ
ス
タ
ー
展
示
（
14
：
00
〜
18
：
00
）

18:00-19:00　
懇親会

休
憩
ル
ー
ム
（
10
：
00
〜
16
：
30
）
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タイムスケジュール【第 2日目：12 月 13 日（日）】

第1会場 第2会場 第 3会場

メディカルホール 多目的室 1、2 同窓会ラウンジ

右太枠のランチョンセミナー 2 と教育講演 2 は併せて <Cardio-
Diabetes Symposium> として開催し、非会員の方は、このプログラム
のみの参加も可能です。

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

9:00-10:30　
シンポジウム４
「魚と脂肪酸」
座長：梶波康二・平野賢一

12:20-14:20
<Cardio-Diabetes Symposium>
12:20-はじめに：朔　啓二郎
12:30-13:25　ランチョンセミナー 2
「サルコペニア / フレイル予防のため
の心臓リハビリテーション－歳のせ
いにはしたくない－」池田久雄
13:25-14:20　教育講演 2
「メタボ・糖尿病診療における食事療
法の科学」柳瀬敏彦

9:00-10:00　一般演題 3
「各種疾患」O-13 ～ O-18

座長：五十嵐　庸・喜多紗斗美 休
憩
ル
ー
ム
（
9
：
00
〜
13
：
30
）

10:40-12:10　
シンポジウム５
「認知症と機能性食品」
座長：禹　済泰・高田耕基

10:00-11:00　一般演題 4
「炎症・免疫・アレルギー」
O-19 ～ O-24
座長：出石宗仁・内藤裕二

11:10-12:00　一般演題 5
「抗酸化・ストレス」O-25 ～ O-29
座長：西本壮吾・桑野孝志

14:20-14:40　閉会の辞・表彰式

8:10-8:50
編集委員会

ポ
ス
タ
ー
展
示
（
9
：
00
〜
13
：
00
）
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第1会場（メディカルホール）

●開会式 � 9:40 ～ 9:50　
　朔　啓二郎（第 13回日本機能性食品医用学会総会 会長）

●会長講演 � 9:50 ～ 10:20　
　座長：宇都宮一典（東京慈恵医科大学糖尿病・代謝・内分泌内科 教授）

　「食」の多様性を追求する
　　朔　啓二郎（福岡大学医学部心臓・血管内科学 教授）

●シンポジウム１　機能性表示とその後の展開「どう評価する、機能性表示制度」� 10:30 ～ 12:00　
				    　  座長：吉川 敏一（京都府立医科大学 学長）

		  長岡 功（順天堂大学大学院医学研究科生化学・生体防御学 教授）     

　1．臨床試験による機能性表示食品届出のための対策
　　山本哲郎（株式会社TTC 代表取締役社長・一般社団法人 機能性食品開発支援機関協議会（FFDA） 代表理事）
　2．機能性表示食品に求められるエビデンス－安全性と品質確保の観点から－
　　池田秀子（一般社団法人日本健康食品規格協会 理事長）
　3．健康食品の機能性表示の将来展望―「機能性表示食品」の光と影
　　和田政裕（城西大学薬学 教授）

●ランチョンセミナー 1　� 12:10 ～ 13:00　
� 座長：市來俊弘（原三信病院循環器科 部長）

　福岡県糖尿病患者データベース研究からみた 2型糖尿病治療のポイント
　　岩瀬正典（白十字病院糖尿病センター /臨床研究センター 副院長・センター長）

●総会 � 13:10 ～ 13:25　

●特別講演 � 13:30 ～ 14:20　
� 座長：朔　啓二郎（福岡大学医学部心臓・血管内科学 教授）

　栄養と疾患：人類文明に内包する業
　　横山信治（中部大学次世代食育研究センター・応用生物学部食品栄養科学科 教授）	

会場別・詳細プログラム　【第 1日目：12 月 12 日（土）】
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●シンポジウム 2　塩分摂取、減塩食品と高血圧�  14:30 ～ 16:00　
� 座長：大屋祐輔（琉球大学医学部循環器・腎臓・神経内科 教授）

		  　　　　　　　　　　　　　　　　三浦伸一郎（福岡大学病院循環器内科 診療教授）

　1．減塩と高血圧-我が国の現状と対策-
　　土橋卓也（社会医療法人製鉄記念八幡病院 院長）
　2．高血圧学会減塩委員会の減塩食品普及の取り組み
　　安東克之（医療法人社団光靖会 北村記念クリニック 院長）
　3．マルタイ　減塩の取り組みについて
　　長尾健太郎（マルタイ研究開発部 係長）
　4．辛子明太子の減塩への取り組みについて
　　渡部朗子（株式会社ふくや製造物流部 品質保証課 マネージャー）

●シンポジウム 3　緑茶の機能性食品科学 � 16:00 ～ 17:30　
					     　 座長：安藤 朗（滋賀医科大学消化器内科 教授）
		  吉田 博（東京慈恵会医科大学教授・附属柏病院副院長）

　1．緑茶成分の機能性発現メカニズムとその応用展開
　　立花宏文（九州大学大学院農学研究院 主幹教授）
　2．緑茶カテキンのコレステロール低減作用の機構探索
　　池田郁男（東北大学大学院農学研究科 教授）
　3．緑茶の効用－臨床研究のエビデンス－
　　山田　浩（静岡県立大学薬学部 教授）

第2会場（多目的室 1、2）

●一般演題　口演「メタボリックシンドローム」O-1 ～ O-6� 10:30 ～ 11:30　
� 座長：岸本良美（お茶の水女子大学 寄附研究部門「食と健康」寄附研究部門准教授）
		  　　  田邉真紀人（福岡大学医学部内分泌・糖尿病内科 助教）
　O-1．メタボリックシンドロームモデルマウスに対する桑葉の効果
　　○上原佳織 1，若命浩二 2，小松健一 2，長島孝行 1，内山博允 3（1東京農業大学農学研究科農学
　　専攻，2北海道薬科大学薬理学分野，3東京農業大学生物資源ゲノム解析センター）
O-2．壮年期日本人男性の内臓脂肪肥満（MS）予備軍に対するオリゴ乳酸のミトコンドリア機能
亢進と脂質代謝改善作用

　　○田口　茂 1，田淵久美子 1，海江田佳子 1，坂入正記 2，増森興治 3（1 カンズ研究開発・ 東京
　　医科大学薬理学，2( 株 )GLART ，3 麹町クリニック）
O-3．桑葉粉末添加したパンおよびクッキーの血糖値上昇抑制効果，嗜好性および桑葉含有成分の
検討

　　○石神　彩 1，中東真紀 2，長太のどか 2，棚橋伸行 2，長村洋一 1,2（1 鈴鹿医療科学大学院医療
　　科学研究科，2鈴鹿医療科学大学保健衛生学部医療栄養学科）



178 Vol.9, No.4J・JSMUFF

O-4．コレステロール合成・吸収パラメータと肥満の関連性
　○上田容子，志賀悠平，井手元良彰，宮瀬祐依子，則松賢次，中村　歩，三浦伸一郎，朔　啓二
郎（福岡大学病院循環器内科）
O-5．脂質摂取による食後血中脂質動態とそれに対するゴボウの及ぼす影響の検討
　　○竹中沙織 1，岸本良美 2，才田恵美 2 ，田口千恵 2，鈴木 ( 杉原 ) 規恵 1，田中未央里 1，近藤和雄 2,3

　　（1お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，
　　3東洋大学食環境科学部）
O-6．近年の肥満学生における脂質パラメーターの動向
　○森戸夏美 1，花井美佐枝 1．能美加代子 1， 井上ますみ 1，三浦伸一郎 2，朔　啓二郎 2（1 福岡
大学健康管理センター，2福岡大学医学部心臓・血管内科学）

●トピックス � 11:30 ～ 12:00　
� 座長：仁位隆信（厚生会佐田病院 副院長）
　ヒトキマーゼ抑制作用を介したタデスプラウトの食塩依存性高血圧マウス及び臨床的降圧作用
　　浦田秀則（福岡大学筑紫病院循環器内科 教授）

●一般演題　口演「動脈硬化」O-7 ～ 12� 14:50 ～ 15:50　
　　　　　　　　　　 座長：松永　彰（福岡大学病院臨床検査医学 教授）

廣畑　聡（岡山大学大学院保健学研究科検査技術科学分野 生体情報科学領域 教授）

　O-7．高度肥満に対する脂肪組織由来幹細胞スクリーニングに基づいた明日葉サプリメントの介入
　　○阪上未紀 1，安枝明日香 1，宮崎安弘 2，瀧口修司 2，前田和久 3 ，伊藤壽記 1（1 大阪大学医学
　　系研究科統合医療学講座，2大阪大学大学院医学系研究科消化器外科学，3北千里前田クリニック）
　O-8．アロニアベリー抽出物が血管内皮炎症に及ぼす影響
　　○久留悠希 1，才田恵美 2，鈴木 ( 杉原 ) 規恵 1，新井英里 1，田口千恵 2，岸本良美 2，近藤和雄 2,3 
　（1お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，
　　3東洋大学食環境科学部）
O-9．7-ketocholesterol が白血球の血管内皮細胞接着に及ぼす影響
　○谷　真理子 1，鎌田悠子 2，出牛三千代 2，大坂瑞子 2，吉田雅幸 2（1 東京医科歯科大学大学院
医歯学総合研究科血管代謝探索講座，2京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科先進倫理医科学
分野）
O-10．緑茶抽出物摂取時のLDL 中カテキン濃度及び LDL 酸化抑制能
　○鈴木 ( 杉原 ) 規恵 1，岸本良美 2，才田恵美 2，田口千恵 2，小林　誠 3，一谷正己 3，卯川裕一 3，
　提坂裕子 3，近藤和雄 2,4（1 お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大
学寄附研究部門「食と健康」，	3（株 ) 伊藤園中央研究所，4 東洋大学食環境科学部）

O-11．ライチ果実由来ポリフェノールがHepG2 細胞における脂質代謝に及ぼす影響
　○才田恵美 1，藤澤朋加 2，鈴木 ( 杉原 ) 規恵 2，北舘健太郎 3，田口千恵 1，岸本良美 1，近藤和雄 1,4

　（1お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，2お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，
　 3（株 ) アミノアップ化学，4東洋大学食環境科学部）
O-12．アロニア果汁による血糖値改善効果とそのメカニズム
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　○山根拓也 1，小塚美由記 2，山本好男 3，中野長久 4，中垣剛典 5，大久保岩男 6（1 北海道大学
大学院薬学研究院，2北海道文教大学健康栄養学科，3三重大学伊賀研究拠点， 4 大阪府立大学
生物資源開発センター，5中垣技術士事務所食品科学研究所，6天使大学栄養学科）

●教育講演 1� 15:50 ～ 16:40　
座長：矢澤一良（早稲田大学ナノ理工学研究機構規範科学総合研究所ヘルスフード科学部門研究院 教授）

　機能性食品表示食品と医用活用－課題から展望へ
　　久保　明（医療法人社団湖聖会銀座医院 院長補佐・抗加齢センター長 常葉大学健康科学部 教授）

ポスター会場（多目的室 1、2）

●一般演題　ポスター　P-1 ～ 14� 16:50 ～ 17:40　
座長：川浪大治（東京慈恵会医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科 講師）

					      今泉　聡（福岡大学医学部医学系研究・生命医療倫理 講師）

P-1．小豆餡がもつ内因性活性酸素の抑制効果
　○藤岡宏樹 1，神谷　育 2，鎌田美乃里 1，池田惠一 1，馬目佳信 1（1 東京慈恵会医科大学基盤研
究施設，2東京慈恵会医科大学医学部医学科）
P-2．玄米麹菌発酵食品が四塩化炭素肝障害マウスに及ぼす影響
　○多賀昌樹 1，佐藤かおり 2，稲井玲子 3（1 和洋女子大学家政学群健康栄養学類，2つくば国際
大学医療保健学部保健栄養学科， 3 徳島文理大学人間生活学部食物栄養学科）
P-3．ツバキ葉抽出物の骨代謝調節機能に関する研究
　○山瀬理恵 1，富澤真美 1，平野里枝 1，小西康子 2，西本壮吾 2（1 石川県立大学大学院食品科学
専攻，2石川県立大学生物資源環境学部食品科学科）
P-4．血中EPA濃度と冠動脈プラークの関連性-血管内超音波による検討-
　○加藤悠太，岩田　敦，三浦伸一郎，朔　啓二郎（福岡大学病院循環器内科）
P-5．海苔由来水溶性食物繊維が食事脂質吸収に及ぼす影響
　○友寄博子 1，大田黒香織 1，近藤昌次 2，淺川牧夫 3（1 熊本県立大学環境共生学部食健康科学科，
2( 特非）熊本県産業促進協会，3（特非）物資源の力）
P-6．ゴルフパフォーマンスにおける乳酸菌 FK-23の疲労回復，抗酸化能に与える影響
　○市川　寛 1，西川真里江 1，青井　渉 2，南山幸子 2， 岡　真優子 2，内藤裕二 3，吉川敏一 4（1
同志社大学大学院生命医科学研究科，2京都府立大学大学院生命環境科学研究科，3京都府立医
科大学大学院医学研究科，4京都府立医科大学）
P-7．植物発酵食品がヒトの腸内環境に及ぼす影響 : 二重盲検・並行群間比較試験
　○山下慎一郎 1，本藤和彦 2，鈴木直子 1，髙良　毅 3（1（株）オルトメディコ，2八雲香産（株），
3医療法人社団盛心会タカラクリニック）
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●一般演題　ポスター　� 　
座長：才田恵美（お茶の水女子大学 寄附研究部門「食と健康」寄附研究部門 講師）

			   　　　  北島　研（福岡大学病院循環器内科 助教）

P-8．EC-12 含有食品を用いた便通改善に関する効果の検討
　○郷間宏史 1，中尾　誠 2，杉浦伸一 1（1 名古屋大学大学院医学系研究科附属医学教育研究支援
センター，2金城学院大学薬学部医療薬学）
P-9．心臓リハビリテーション実施患者の栄養摂取状況の把握
　○堀田朋恵 1，三浦伸一郎 2，藤見幹太 2，松田拓朗 3，戒能宏治 3，上田隆士 2，石田紀久 2，浦
　善之 3，藤田政臣 3，朔　啓二郎 2，喜久田利弘 1（1 福岡大学病院栄養部，2福岡大学病院循
環器内科，3福岡大学病院リハビリテーション部）
P-10．清酒酵母摂取による睡眠の質向上
　○永盛友樹 1，物井則幸 1，内山　章 1，杉山圭吉 1,2，西野輔翼 3，裏出良博 4（1 ライオン ( 株 )，
2立命館大学，3京都府立医科大学，4筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構）
P-11．日本における院外心停止と炭酸飲料消費量との関連性
　○末松保憲 1，徳永昌樹 2，三浦伸一郎 1，Bo Zhang3，米本直裕 4， 野乃木宏 5，長尾　建 6， 木村
　剛 7，朔　啓二郎 1（1 福岡大学心臓・血管内科学講座，2とくながクリニック，3福岡大学生化学，
4国立精神・神経医療センター情報管理解析部生物統計解析室，5静岡県立総合病院，6駿河台
日本大学病院循環器科蘇生救急心血管治療，7京都大学循環器内科）
P-12．バナナ果皮抽出物による免疫賦活作用
　○富澤真美 1，平野里枝 1，山瀬理恵 1，野坂浩資 2，神藤宏昭 2，菅原卓也 3，西本壮吾 4（1 石川
県立大学大学院食品科学専攻，2 （株）ヒロインターナショナル， 3 愛媛大学農学部，4石川県立
大学生物資源環境学部食品科学科）
P-13．かつお節ペプチド（KBP）の降圧作用
　○関　英治 1，藤原佳史 1，朝田　仁 1，山根拓也 2，大久保岩男 3，山本晃久 4，薩　秀夫 4（1 ヤ
マキ ( 株 )，2北海道大学大学院薬学研究院，3天使大学，4前橋工科大学）
P-14．インドキノ抽出物のLDL 酸化ならびに血管内皮機能に対する影響
　○新井英里 1，才田恵美 2，鈴木 ( 杉原 ) 規恵 1，久留悠希 1，田口千恵 2，岸本良美 2，近藤和雄 2,3

（1お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，
3東洋大学食環境科学部）

●懇親会 � 18:00 〜 19:00

第 3会場（同窓会ラウンジ）
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会場別・詳細プログラム　【第 2日目：12 月 13 日（日）】

第1会場（メディカルホール）

●シンポジウム 4　魚と脂肪酸 � 9:00 ～ 10:30　
					     　座長：梶波康二（金沢医科大学医学部循環器内科 教授）

					     　　　　平野賢一（大阪大学大学院医学系研究科循環器内科学）

　1．魚・脂肪酸と生活習慣病の疫学
　　磯　博康（大阪大学大学院医学系研究科公衆衛生学 教授）
　2．魚摂取と冠動脈プラークや院外心停止との関連性
　　岩田　敦（福岡大学病院循環器内科 講師）
　3．心血管疾患予防におけるω 3系脂肪酸の臨床的有用性
　　代田浩之（順天堂大学大学院医学研究科循環器内科学 教授）
　4. EPA/DHAと動脈硬化性疾患
　　藤岡由夫（神戸学院大学栄養学部栄養学科臨床栄養学部門 教授）

●シンポジウム 5　認知症と機能性食品 � 10:40 ～ 12:10　
� 座長：禹　済泰（中部大学大学院応用生物学研究科 教授）

						      　　 高田耕基（たかた内科クリニック 院長）

　1．脳機能改善と機能性食品？
　　横越英彦（中部大学応用生物学部食品栄養科学科 教授）
　2．ω -3 系脂肪酸による認知症予防
　　橋本道男（島根大学医学部生理学講座 研究教授）
　3．食品の脳機能賦活効果の精神生理学的評価
　　古賀良彦（杏林大学医学部精神神経科学教室 教授）

● Cardio-Diabetes Symposium（ランチョンセミナー 2+教育講演 2）� 12:20 ～ 14:20　
　はじめに　　　朔　啓二郎（福岡大学医学部心臓・血管内科学 教授）

○ランチョンセミナー 2　� 12:30 ～ 13:25　
座長：三浦伸一郎（福岡大学病院循環器内科 診療教授）

　サルコペニア /フレイル予防のための心臓リハビリテーション－歳のせいにはしたくない－
　　池田久雄（帝京大学福岡医療技術学部 教授）

○教育講演 2　� 13:25 ～ 14:20　
座長：近藤和雄（東洋大学食環境科学部健康栄養学科 教授）

　メタボ・糖尿病診療における食事療法の科学
　　柳瀬敏彦（福岡大学医学部内分泌・糖尿病内科 教授）
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第2 会場（多目的室 1、2）

●一般演題　口演「各種疾患」O-13 ～ 18� 9:00 ～ 10:00　
� 座長：五十嵐　庸（順天堂大学大学院 医学研究科 准教授）

					     　　　　　　 喜多紗斗美（福岡大学医学部薬理学 准教授）

O-13．マウス抗がん剤誘発免疫低下モデルにおけるガゴメ昆布由来フコイダンの保護作用
　○東村泰希 1,2，内藤裕二 2，大野木宏 1,3，工藤庸子 3，安井まどか 3，乾 　星菜 3，吉川敏一 1

　（1京都府立医科大学大学院医学研究科生体食品機能学講座， 2 京都府立医科大学大学院医学研究
　科消化器内科学，3カラバイオ ( 株 )CDMセンター ）
　O-14.グルコサミンによるO-GlcNAc 修飾を介した Sp1 の調節機構
　　○染谷明正 1，坂本廣司 2，長岡　功 1（1順天堂大学医学部生化学・生体防御学，2甲陽ケミカル(株)）
　O-15.グルコサミンは軟骨細胞においてⅡ型コラーゲンの発現を亢進する
　　○五十嵐　庸 1，坂本廣司 2，長岡　功 1（1 順天堂大学大学院医学研究科，2甲陽ケミカル ( 株 ))
　O-16．運動失調マウス B6-wob/t へのセリン腹腔内投与がRota-rod 試験に及ぼす影響（2）
　　○別府秀彦 1，水谷謙明 1，新里昌功 2，玉井育子 1，千原　猛 1，新保　寛 1，高橋久英 3，園田　茂 4（1
　　藤田保健衛生大学藤田記念七栗研究所，2藤田保健衛生大学医療科学部病理学，3前藤田保健衛
　　生大学疾患モデル科学，4藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学 II 講座 )
　O-17．脱水症の前段階に対する経口補水液OS－１の体液希釈効果―脱水症への進行を防ぐために，
　　その前段階で経口補水液を摂取させる試み―
　　○牛込恵子，谷口英喜，松山紗奈江，岩根泰蔵，成瀬朋夏，市村美樹，山下優花，高谷美咲都，
　　片桐芽生，岩崎理麻，佐藤ありさ（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科）
　O-18．機能性ディスペプシア患者に対するオキナワモズクフコイダンの有用性について
　　○渡邉利泰，河越尚幸，貴島　祥，佐々木陽典，前田　正，石井孝政，宮崎泰斗，原　規子，
　　財　裕明，中嶋　均，瓜田純久（東邦大学医療センター大森病院総合診療・急病センター）

●一般演題　口演「炎症・免疫・アレルギー」O-19 ～ 24� 10:00 ～ 11:00　
			   　　　 座長：出石宗仁（福岡大学医学部総合医学研究センター 教授）

内藤裕二（京都府立医科大学 大学院医学研究科消化器内科学 准教授）

O-19．ターミナリアベリリカ抽出物が LPS によるマクロファージの炎症反応に及ぼす影響
　○田中未央里 1，才田恵美 2，鈴木（杉原）規恵 1，竹中沙織 1，神谷智康 3，田口千恵 2，岸本良美 2，
　近藤和雄 2,4（1 お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学　寄附研究
部門「食と健康」，3（株）東洋新薬，4東洋大学食環境科学部）
O-20．エンドトキシン血症における筋萎縮に対する tributyrin による抑制効果
　○西山雄也 1，三好真琴 1，甲斐元規 1，梶田　歩 1，石川 ( 青山 ) 倫子 1，前重伯壮 1，山下勇人 1　，
　井上岳人 1，植村実希子 1，古賀由華 1，宇佐美　眞 1,2（1 神戸大学大学院保健学研究科病態代謝学，
2神戸大学医学部附属病院栄養管理部）
O-21.デキストラン硫酸ナトリウム (DSS) 誘発腸炎マウスモデルにおける高吸収クルクミン製剤の効果の
検討
　○大野将司，西田淳史，藤井　誠，森田幸弘，神田暁博，浅田歩美，日高健太郎，今枝広丞，
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　安藤　朗（滋賀医科大学消化器内科）
O-22．フノリの IgE産生阻害作用
　○梅　千晶 1，西本壮吾 2，三沢　宏 3，濱田奈保子 1（1 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究
科食品流通安全管理専攻，2石川県立大学生物資源環境学部食品科学科，3日本・バイオ（株））
O-23．免疫調節作用を有する乳酸菌のスクリーニング
　○砂田洋介 1，上原和也 1，大木篤史 1，中山俊憲 2，青木玲二 3，鈴木チセ 3，田中　充 1，松尾
伸二 1，田辺創一 1 （1 日清食品ホールディングス（株）グローバルイノベーション研究センター，
2千葉大学大学院医学研究院，3農研機構畜産草地研究所）
O-24．マウス花粉症モデルに対するLactococcus lactis T21株の症状緩和効果
　○上原和也 1，砂田洋介 1，大木篤史 1，青木玲二 2，鈴木チセ 2，田中　充 1，松尾伸二 1，田辺創一 1（1
日清食品ホールディングス（株）グローバルイノベーション研究センター，  2 農研機構畜産草地
研究所）

  
●一般演題　口演「抗酸化・ストレス」O-25 ～ 29� 11:10 ～ 12:00　
� 座長：西本壮吾（石川県立大学 生物資源環境学部 准教授）

						      　    桑野孝志（福岡大学病院循環器内科 助教）

O-25．アリシンから生成される 2-propenesulfenic acid の抗酸化効果への関与
　○渡辺篤志，木暮英輝，瀬野晋一郎，関　健介，坂本岳士，岡田洋二，嶋津秀昭（杏林大学保健学部）
O-26．脳内酸化ストレス画像評価法を用いた脳機能活性化素材の探索法
　○藤井博匡 1，江本美穂 1，赤羽英夫 2（1 札幌医科大学医療人育成センター，2大阪大学大学院
基礎工学研究科）
O-27．Twendee X の抗酸化活性測定
　　○犬房春彦（岐阜大学生命科学総合研究支援センター抗酸化研究部門）
O-28．アスパラガス茎熱水抽出物 (ETAS) の安全性・有効性について-Phase Ⅰ , Ⅱ試験による検
討-
　○安枝明日香 1，阪上未紀 1，林　紀行 1，前田和久 2，伊藤壽記 1（ 1 大阪大学大学院医学系研
究科統合医療学寄附講座，2北千里前田クリニック）
O-29．乳酸発酵卵白の摂取と筋力トレーニングの併用が中高年女性の骨格筋量および筋力に及ぼ
す影響
　○髙波嘉一 1，川合ゆかり 2，中田千聡 3，西山　博 4，松岡亮輔 4（1 大妻女子大学家政学部食物学科，
2( 公財 ) ルイ・パストゥール医学研究センター，3大妻女子大学大学院人間文化研究科，4キユー
ピー ( 株 )）

第 1会場（メディカルホール）

●閉会式・表彰式 � 14:20 ～ 14:40　
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抄　録

＜会長講演＞

＜特別講演＞

＜教育講演＞

＜トピックス＞
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　動脈硬化性心血管疾患 (ASCVD) の一次・二次予防は，スタチンによる脂質低下療法によりある程
度可能になったが，解決できない多くの問題が残存する．つまり，高用量スタチン療法にもかかわら
ず残存するリスクにどう対処すべきなのか，LDL-C はどこまで下げるか，non-HDL-C の位置づけ，
中性脂肪およびHDL-C への介入等である．2013 ACC/AHA血中コレステロールのガイドラインを
実臨床でどのようにとらえるか，それに対して，最近米国では The National Lipid Association の
ガイドラインでは non-HDL-C の重要性や治療ターゲットを示している．現在までに得られたエビデ
ンスを確認し，様々な病態における脂質異常症治療の可能性を探りたい．リポ蛋白のさらなる亜分画
分析からのリスク因子の探索，HDLや HDL 関連の機能を増強するための方略，HDL-C 増加薬，ア
ポA-I 模倣ペプチドの展望，様々な脂質膜輸送体の機能からのアプローチ，脂質転送蛋白阻害薬の現
状と対策，抗酸化・抗炎症機能の分子機構のさらなる解明，内因性・外因性中性脂肪代謝への対策，
PCSK9 抗体の現状，メタボリックシンドローム，糖尿病，慢性腎臓病など，各種病態への対応や，
創薬の可能性と実際を紹介したい．生活習慣においては「食と肥満」が大きな影響を持つ．近年の肥
満人口の増加は，日本のみならず欧米諸国，アジア・アフリカを含めた世界的な傾向であり，医学
的・医療経済学的見地からも深刻な問題となっている．日本人の肥満症は過剰な皮下脂肪組織に由来
するものより，内臓脂肪蓄積に起因する肥満症の方が多い．内臓脂肪型肥満では糖尿病，脂質代謝異
常，高血圧などを包括する疾病群を呈しやすく，動脈硬化性疾患を合併する．私達は，大豆蛋白質を
主原料としたフォーミュラ食品が肥満症に効果があるかを検討するために，乳蛋白質を主原料とした
フォーミュラ食品との無作為化二重盲検並行群間比較試験（FLAVO Study）を実施した．また，短
期間での宅配食（提供食）と管理栄養士による栄養指導が高血圧・糖尿病患者の減量に有効であるこ
とを検証するため，多施設共同単盲検並行群間比較試験（Stylist 研究）を実施した．経済産業省の
公募事業「平成 23年度医療・介護等関連分野における規制改革・産業創出調査研究事業（医療・介
護周辺サービス産業創出調査事業）」として採択されたものであるが，この二つの臨床研究を紹介し，
「食」が及ぼす残余リスクへの対応を提案したい．

会長講演

「食」の多様性を追求する

朔　啓二郎
福岡大学医学部心臓・血管内科学
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 【略歴】

朔
さく

　啓
けいじろう

二郎
福岡大学医学部長
福岡大学医学部心臓・血管内科学 教授

・学歴，職歴
　昭和 53年  ３月	　福岡大学医学部卒業
　昭和 53年  ６月	　福岡大学病院内科第二 研修医（昭和 54年 3月まで）
　昭和 54年  ４月	　福岡大学病院内科第一 研修医（昭和 55年 3月まで）
　昭和 55年  ４月	　福岡大学医学研究科 ( 病態生化学系循環生理化学 )（昭和 57年 3月中退）
　昭和 56年  ６月	　米国シンシナティ大学内科 研究員 (Lipid Research Clinic)（昭和 60年 3月まで）
　昭和 60年  ４月	　福岡大学病院内科第二 医員（昭和 60年 10 月まで）
　昭和 60年 11 月	　医学博士の学位授与（福岡大学、乙第 67号）
　昭和 60年 11 月	　福岡大学医学部内科学第二 助手（昭和 63年 3月まで）
　昭和 63年  ４月	　福岡大学病院内科第二 講師（平成 12年 3月まで）
　平成 12年  ４月	　福岡大学医学部内科学第二 主任教授（福岡大学病院循環器科部長兼務）
　平成 17年 12 月	　福岡大学病院副病院長（平成 19年 11 月まで）
　平成 19年  ４月	　福岡大学医学部心臓・血管内科学（講座名変更） 主任教授　（現在に至る）
　平成 25年 12 月	　福岡大学医学部長　（現在に至る）
						    
・専門医など
　日本内科学会会員（認定内科医・認定内科総合専門医），日本動脈硬化学会会員（専門医），
　日本循環器学会会員（専門医），日本内分泌学会会員（専門医），日本臨床内科医会 （専門医）			
					   
・理事，評議員会など					   
　日本内科学会会員（評議員）
　日本動脈硬化学会会員（評議員）					   
　日本心臓病学会会員（理事、特別正会員：FJCC）			 
　日本心不全学会会員（評議員）					   
　日本内分泌学会会員（代議員）					   
　日本循環器心身学会（理事）					   
　日本心臓リハビリテーション学会（評議員）				  
　日本循環器学会（理事）					   
　全国医学部長病院長会議（理事）					   
　Fellow of American College of Physicians (FACP)
　Fellow of American College of Cardiology (FACC)
　Fellow of American Heart Association (FAHA)			 
　Fellow of European Society of Cardiology (FESC)			 
　月刊誌「Vascular Street」編集長					   

・受賞	
　荒川賞､ 上原財団YIAおよび研究奨励
　日本医師会医学研究助成等

会
長
講
演
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　我々の遺伝子は，生命の長い歴史の中で環境に適応して種が生き延びるために進化してきたもので
あり，それによって生命体の種それぞれの「生活習慣」が成り立っている．その集合体は地球全体の
生態系を形成し，生命体はそのなかでお互いの「分」を守り依存しあうことでしか生命を維持できな
い．生態系の平衡状態はときに長期にわたって維持され，また地軸の変動や，火山の大噴火，隕石の
衝突などによる地球環境の大変化により急激に変更されながら，数十億年わたる遺伝子の「進化」を
もたらしてきた．こうした生命の自然史の視点からは，遺伝子の使命は生命体個体が種の維持を可能
とする生殖を終えるまでその生命活動を維持することであり，それ以上の責任を持たない．
　「生活習慣病」とは，人類がこうした生命活動の「分」を超えて活動し，文明文化を発生させて個
体の寿命が遺伝子の責任範囲を超えて維持されるようになって必然的に起こってきた問題である．人
類の生活環境と生活習慣の変化，とりわけ産業革命以後の僅かな期間に起こった変化は，自然史の中
では地球環境の大変化に匹敵するものであり，支配生命体の交代に導くほどのものであろう．それが
人類自身の活動によってもたらされたのが大きな特徴であり，ここでは生活習慣が生態系の調和に
よって生み出されたものではなく，人類の文化文明の産物として独自に発展してしまったものである．
癌，動脈硬化，神経変性疾患，糖尿病など，どれもが人類の遺伝子の進化の水準を超えた生活環境習
慣の変化と寿命の長期化がもたらしたものである．これらの「予防」とは，現在我々が保持している
遺伝子とその産物である個体を，その設計耐用年数を超えても如何に使い延ばすか，という問題であ
る．そのための手段のひとつがこれら「生活習慣病」の発症を「予知」して「予防」することであり，
主要な方法論は「危険因子」の除去による「確率論的予防」である．

特別講演

栄養と疾患：人類文明に内包する業

横山信治
中部大学次世代食育研究センター長・応用生物学部食品栄養科学科
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特
別
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 【略歴】

横
よこやましんじ

山信治
中部大学次世代食育研究センター長
応用生物学部食品栄養科学科 教授

・職歴
1972	 東京大学医学部付属病院内科 研修医		  1974	 東京大学医学部第三内科 医員
1975	 朝日生命成人病研究所 研究員		  1977	 シカゴ大学生化学 研究員
1979	 シカゴ大学生化学 Assistant Professor	 1980	 国立循環器病センター研究所病因部室長研究員
1983	 シカゴ大学生化学 客員教授			  1984	 国立循環器病センター病因代謝内科及び透析質併任
1988	 アルバータ大学医学部 教授（内分泌代謝内科／脂質研究部門）	 1992-95	香川医科大学生化学 非常勤講師
1995	 名古屋市立大学医学部生化学第一講座 教授	 1996	 アルバータ大学医学部 Adjunctive Professsor
2001-03	名古屋市立大学医学部副学部長（研究・大学院担当）	 2003-05	 名古屋市立大学医学部長・大学院医学研究科長（’05 3 月まで）
2004-05	名古屋市立大学副学長兼務（’05 9 月まで）	 2009-10	名古屋市立大学教育研究審議会委員
2010-11	名古屋市立大学理事・副学長		  2011	 中部大学応用生物学部食品栄養科学科 教授
2011-13	名古屋市立大学理事・特任教授（兼務）	 2012-	 中部大学次世代食育研究センター長（兼務）

・所属学会
日本内科学会，日本動脈硬化学会（名誉会員），日本生化学会，日本脂質生化学会（名誉会員），日本循環器学会，
カナダ生化学会，カナダリポタンパク質研究会，カナダ動脈硬化学会，アメリカ生化学分子生物学会，アメリカ
心臓学会，アメリカ化学会．＜現学会役員等＞日本臨床栄養学会理事（2012- ），日本病態栄養学会学術評議員
（2012 -），日本動脈硬化学会名誉会員（2012 -），日本脂質生化学会名誉会員（2012 -），日本生化学会評議員(1999-)
< 研究費獲得実績 >MRC(Medical Research Council) Canada，Canadian Heart foundation，AHFMR (Alberta 
Heritage Foundaiton of Medical Research) Senior Scholarship，文部科学省科学研究費（基盤A，基盤 B，基
盤 C），厚生労働科学研究費，医薬基盤研（旧医薬品副作用機構），科学技術振興機構（JST），文部科学省私立
大学戦略的研究基盤形成支援事業，他

・社会における活動：<政府委員等 >中央薬事審議会専門委員 (1999-2006)，厚生省「医薬品開発受託機関のあ
り方に関する研究班」(1996)，厚生省特定疾患調査研究事業代謝系疾患調査研究班 ( 原発性高脂血症・アミロ
イドーシス ) 評価委員長 (1996-1999)，中央薬事審議会新薬第二調査会 (1996-1999)，厚生省特定疾患調査研
究事業特定疾患に関する免疫調査研究班評価委員 (1997-1999)，文部科学省科学研究費審査委員 (2001, 2005, 
2006, 2007)，カナダ厚生省高脂血症治療ガイドライン委員 (1994-1996)，カナダ心臓財団フェローシップ審査
委員 (1991-1994)，アメリカ合衆国NIH一般研究費常任審査委員 ( 代謝部門 )(1992-1996)，NIH PPG site visit 
committee (ad hoc)，国立研究開発法人日本医療研究開発機構 AMED-CREST, PRIME「画期的医薬品等の創出
を目指す脂質の生理活性と昨日の解明」研究総括 (2015-2023)
＜雑誌編集委員＞ Journal of Lipid Research (Editorial Board) (2005-2011), Arteriosclerosis Thrombosis 
and Vascular Biology (Editorial Board) (2003-2009), Biochemica Biophysica Acta (Editorial 
Board)(1995-2001), Journal of Biochemistry (Advisory Board) (1997-2000)

・受賞・表彰歴
　1988 年　Alberta Heritage Foundation for Medical Research Senior Scholarship　
　2009 年　日本動脈硬化学会　学会賞
　2015 年　日本動脈硬化学会　大島賞
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　消費者庁による「機能性表示食品」は本年スタートしました．多くの食品が受理される一方，問題
点も明らかになりつつあります．
・健常者を対象として，薬剤ではない機能性表示食品がどのようなチェック項目で有意差を出し得る
のか？
・システマティックレビュー，メタ解析といった厳しいハードルをどのようにクリアするのか？そし
てその代替案として個別検証を行う場合に何が問題となるのか？

　消費者団体と企業（受託・製造含め）間のやりとりもある中，医用としてみた場合にはさらに以下
の点が課題となります．
・エビデンスレベルには優劣があるということを前提として各食品素材の作用解明がどの程度行われ
ているのか？
・保険対象薬の見直しや薬局再編の中で，医療施設としての収支構造への影響はどうなるのか？

　糖尿病治療薬であるリラグルチドを肥満改善目的で使用した報告が The New England Journal of 
Medicine の 7 月 5日号に掲載され，ポリフェノールの一種であるフラボノイドと全死亡に関する観
察研究が The American Journal of Clinical Nutrition の 5月号に発表されました．このように「機
能性表示食品」やサプリメントは体に良いか悪いかという議論を越えて，どのような対象群か？どの
ような臨床検査所見の方々を対象に投与量はどうするのか？評価方法の定め方は？といった医用の面
から解決すべき課題は数多く存在します．これらについて現在解析中の銀座医院の “プレミアムドッ
ク ”のデータを一部提示し，来場の皆様の今後の活動にお役立て頂ければと願っています．

教育講演 1

機能性食品表示食品と医用活用－課題から展望へ

久保　明
医療法人社団湖聖会銀座医院・抗加齢センター，常葉大学健康科学部
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 【略歴】

久
く ぼ

保　明
あきら

医療法人社団湖聖会銀座医院 院長補佐・抗加齢センター長
常葉大学健康科学部 教授
　　　　　　　　　　　　
・学歴，職歴
　1979 年  ３月	 慶應義塾大学医学部卒業
　1979 年  ４月	 東京都済生会中央病院内科入局（1993 年 3月まで）
　1988 年  ４月	 米国ワシントン州立大学医学部 動脈硬化研究部門 留学（1988 年 9月まで）
　1991 年  ４月	 東京都済生会中央病院内科副医長 就任（1993 年 3月まで）
　1993 年  ４月	 東京都済生会中央病院 嘱託医 就任（1996 年 3月まで )
　1996 年  ７月	 高輪メディカルクリニック設立 院長就任（2012 年 8月まで )
　2006 年  ４月	 東海大学医学部付属東京病院教授 就任　抗加齢ドック（2015 年から客員教授，現在に至る）
　2006 年  ４月	 日本抗加齢医学会 評議員 就任（現在に至る）
　2007 年  ４月	 厚生労働省　薬事・食品衛生審議会専門委員 就任（現在に至る）
　2012 年 10 月	 医療法人社団 湖聖会 銀座医院 非常勤医師 就任（現在に至る）
　2013 年  ３月	 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 特任教授 就任（2015 年 3月まで）
　2014 年  １月	 医療法人社団 湖聖会 銀座医院 院長補佐・抗加齢センター長 就任（現在に至る）
　2014 年  ４月	 常葉大学健康科学部 教授 就任（現在に至る）

・専門分野，研究テーマ
1979 年に慶應義塾大学医学部卒業ののち，米国ワシントン州立大学医学部動脈硬化研究部門に留学．帰国後，
一貫して予防医療とアンチエイジング医学に取り組む．東海大学医学部付属東京病院などで人の老化度を科学
的に測るドックを開発し，銀座医院ではプレミアムケアとして「プレミアムドック」を立ち上げ，その結果に
基づく運動・栄養・点滴療法などを実践している．また，サプリメントやスポーツ医学の世界最先端の情報と
実践を駆使した講演や企業のアドバイザーとしても活動．著書多数．

教
育
講
演
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　動脈硬化症の発症リスクであるメタボリックシンドローム (Met S) や糖尿病治療の基本は食事，運
動療法であることは言うまでもない．本講演ではMetS の病態を概括し，食事療法の科学的根拠につ
いて自験成績や文献的エビデンスを交え，論じる．近年の時間生物学の研究から，生活リズムの乱れ
はMetS の発症や増悪との関連が示唆されており，食事の量，質の問題だけでなく，摂食リズムの重
要性についての意識向上が望まれる．また，カロリー制限によるサーチュインの活性化と長寿との関
連が話題となっているが，カロリー制限が長期に及ぶ場合は，骨密度減少やサルコペニア発症に注意
を要する．果糖や脂肪の過剰摂取は，内臓脂肪型肥満，耐糖能異常の原因となる．同じエネルギー量
のブドウ糖または果糖のジュースを肥満者に 10週間与えた場合，体重増加は同程度であっても，果
糖摂取群ではより内臓脂肪量の増加を認め，耐糖能やインスリン抵抗性の悪化が見られる．果糖の豊
富な果物の摂取はビタミン補給の意味では重要であるが，摂りすぎは禁物である．また，極端な脂肪
制限は，必須脂肪酸や脂溶性ビタミンの摂取の意味から好ましくない．魚油あるいはω３多価不飽和
脂肪酸の積極的摂取は動脈硬化症の予防につながる．食後高血糖は酸化ストレスを惹起し，動脈硬化
症を引き起こすが，食後高血糖の予防には，低GI 食の摂取が有用である．最近，話題の糖質制限食
は体重減少や血糖コントロールに確かに有効であるが，過度の遵守の健康リスクも認識し，適切な範
囲に止める姿勢も重要である．野菜等の線維線分の多い食事を白米より先に取ると，同じカロリー摂
取量であっても血糖や脂質の上昇が抑制される．蛋白摂取は，食事誘導性熱産生の効率が良い点や
セロトニンの増加作用等の観点からは，一定量の摂取が望ましい．65歳以上の高齢者の蛋白摂取は，
総死亡率の減少の観点からは，好ましい成績が報告されている．

教育講演 2　Cardio-Diabetes Symposium

メタボ・糖尿病診療における食事療法の科学

柳瀬敏彦
福岡大学医学部内分泌・糖尿病内科
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 【略歴】

柳
やなせとしひこ

瀬敏彦
福岡大学医学部内分泌・糖尿病内科 教授

・学歴，職歴
　昭和 55年		  九州大学医学部卒業
　昭和 55年		  九州大学医学部第三内科入局
　昭和 62年〜平成 2年　  米国テキサス大学（ダラス）サウスウエスタンメディカルセンター（生化学）留学
　平成  ３年		  九州大学医学部第三内科助手
　平成 11年		  九州大学医学部附属病院講師
　平成 12年		  九州大学大学院医学研究院病態制御内科（第三内科）
			   助教授（呼称　H19 年より准教授）
　平成 21年		  福岡大学医学部内分泌・糖尿病内科 教授

・学会理事
　日本内分泌学会（筆頭理事）
　日本ステロイドホルモン学会（理事長）
　日本アンドロロジー学会（理事）
　日本Men’s Health 医学会（理事）
　日本糖尿病学会評学術評議員

・専門医，指導医
　日本内分泌学会認定専門医・指導医
　日本糖尿病学会認定専門医・指導医
　日本抗加齢学会専門医
　日本病態栄養学会NSTコーデイネーター

教
育
講
演
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【目的】
ヒトキマーゼ抑制作用を有するタデスプラウトによる食塩過剰摂取マウス中等度高血圧及び臨床降圧
効果
【方法】【結果】
8 週齢野生型マウスに 2%食塩水を 12週間負荷すると中等度高血圧 ( ～ 150/ ～ 90mmHg) を生じた
ので，このモデルでキマーゼ阻害薬（TPC-806) の用量を変えて (25-100mg/kg) 投与した．用量依
存性の有意な降圧効果が観察された．最高用量 (100mg/kg) では，ほぼ正常水飲水群と同様のレベル
(120/80) まで降圧した．ACE阻害薬 ･CCB･ 利尿薬 ･交感神経抑制薬は全く降圧せず，ARBとアル
ドステロン受容体拮抗薬が不完全な降圧を示した．食塩負荷後各臓器のAngII 産生能は消化管で有
意に増加しておりその 90％はキマーゼ依存性であった．また食塩負荷で増加していた尿中微量アル
ブミン排泄率も有意に改善していた．これらの結果はヒト型のキマーゼ (MMCP4&5) を有するマウ
スで食塩過負荷による中等度高血圧モデルを確立し，その昇圧機構がキマーゼ依存性であった．さら
に，福岡工業技術センターの生物食品研究所との共同研究で，ヒトキマーゼ阻害作用を持つ機能性食
品の検索 ( 約 800 種類 ) から福岡県産のタデが強力なヒトキマーゼ阻害作用を有することを見い出し
た．そこで，確立した食塩過負荷高血圧マウスモデルにタデスプラウトの乾燥 ･粉砕物を投与したと
ころ TPC-806 と同様な有意な降圧をしめしたので，in vitro だけではなく，in vivo でもキマーゼ阻
害を介する降圧を証明できた．ヒトでの臨床試験は 4000mg の大量単回投与の前後の安全性を確認
した後で，3ヶ月間に渡る二重盲検前向きプラセボ対照比較試験にて確認した．その結果，早朝及び
就寝前家庭血圧はタデスプラウト 400mg 服用群では，それぞれ 142/89 から 136/86 および 136/80
から 125/77 mmHg まで有意に降圧した．この降圧はプラセボ群との比較でも群間有意差を示した．
心拍数は低下傾向であったが，有意な変化は示さなかった．
【結論】食塩抵抗性のマウスで食塩依存性中等度高血圧モデルを新たに開発し，食塩負荷によって消
化管キマーゼが活性化され昇圧に関与することを明らかにした．機能性食品として福岡県産のタデス
プラウトがヒトキマーゼ阻害を介して，実験的また臨床的にも降圧に有用であることを証明した．こ
のような結果をもとに 2015 年 12 月から機能性食品として販売を開始する予定である．

トピックス

ヒトキマーゼ抑制作用を介したタデスプラウトの
食塩依存性高血圧マウス及び臨床的降圧作用

○浦田秀則 1　　Devarajan, Sankar1　　八尋英二 2　　三浦伸一郎 2

		  　　　　　　朔　啓二郎 2　　阿部征次 3　　黒田理恵子 4　　平野吉男 5

1 福岡大学筑紫病院循環器内科，2福岡大学心臓 ･血管内科，3( 株 )NLA，4福岡県生物食品研究所，5福岡県生物食品研究所
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 【略歴】

浦
うらたひでのり

田秀則
福岡大学筑紫病院循環器内科 教授，診療部長

・学歴，職歴				  
　昭和 55年 3 月 31 日	 福岡大学医学部医学科卒業			 
　昭和 55年  6 月  １日	 福岡大学病院研修医 /第一内科・第二内科（昭和 57年 3月まで）	
　昭和 57年  ４月 １日	 福岡大学大学院医学研究科入学	
　昭和 61年 ３月 31日	 福岡大学大学院医学研究科卒業			 
　昭和 61年 ４月  １日	 福岡大学病院第二内科 医員（昭和 61年 5月まで）			 
　昭和 61年 ６月  １日	 Research Fellow, The Cleveland Clinic Foundation（平成元年 5月まで）
　平成元年    6 月  １日　	 Research Associate, The Cleveland Clinic Foundation（平成 3年 1月まで）
　平成  ３年  ２月  1 日	 Project Scientist, The Cleveland Clinic Foundation（平成 4年 9月まで）	
　平成 ４年 10月  1 日	 Project Leader, Max-Delbrück-Center for Molecular Medicine（平成 7年 11月まで）
　平成 ７年 12月  1 日	 福岡大学病院第二内科 助手（平成 8年 9月まで）			 
　平成 ８年 10月  1 日	 福岡大学病院第二内科 講師（平成 14年 3月まで）			 
　平成 14年 ４月  1 日	 福岡大学筑紫病院内科第一 助教授（平成 15年 9月まで）	
　平成 15年 10月 1日	 福岡大学筑紫病院循環器内科（内科第一）教授（現在に至る）
　平成 25年 12月 1日	 福岡大学筑紫病院副病院長（現在に至る）			 

・学位，免許等			 
　昭和 55年６月  ７日	 医師免許			
　昭和 61年３月 25日	 医学博士の学位取得（福岡大学）			 
　平成  ２ 年　　　　　	 日本内科学会認定内科医			 
　平成 13年　　　　　	 総合内科専門医			 
　平成 13年　　　　　	 日本循環器学会認定循環器専門医			 
　平成 20年　　　　　	 日本高血圧学会認定専門医			 

・所属学会			 
　日本内科学会会員 ( 平成 18年～九州支部評議員 )，American Federation of Medical Research，
　The New York Academy of Science，日本循環器学会会員 ( 平成 24年～九州支部評議員 )，
　日本高血圧学会  評議員，日本腎臓学会員，日本心血管内分泌代謝学会評議員，日本内分泌学会会員，
　Internat.Fellow, Council of High Blood Pres. Res.，日本心不全学会会員 ( 平成 24年～評議員 )，
　日本心臓リハビリテーション学会会員，日本不整脈学会会員，日本心脈管作動物質学会会員，
　FJSH(Fellow of Japan Society of Hypertension) 日本高血圧学会特別正会員，
　International Society of Hypertension，日本糖尿病学会会員			 
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抄　録

＜シンポジウム１＞

＜シンポジウム２＞

＜シンポジウム 3＞

＜シンポジウム 4＞

＜シンポジウム 5＞
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　機能性表示食品制度が施行されて本年 12 月で８ケ月が経過する．届出食品は 76 件で，その内訳
は最終製品での臨床試験 13件，研究レビュー 63件である（８月 27日現在）．
　食品の臨床試験に関しては，本年３月３１日までは「疫学研究に関する倫理指針」に従えばよかっ
たが，４月１日からは上記倫理指針と「臨床研究に関する倫理指針」が統合された「人を対象とする
医学系研究に関する倫理指針」に従わなければならない．新しい倫理指針では倫理審査委員会の規模
や権限が拡充されており，食品CROと依頼者企業との契約書も大きな変更が必要となった．
　実際の臨床試験の留意事項としては，１．疾病の治療を目的としないこと，２．試験設計が適切で
あること，すなわち，試験目的にあった設計をしていること，試験期間が適切に設定されていること，
無作為化二重盲検法で行っていること，エンドポイントが出来るだけ１つに絞り込まれていること，
３．機能性関与成分以外に複数の成分を含む食品の場合，機能性関与成分を除いた食品を対照として
用いること，４．試験対象者に関しては，選択・除外基準が明確であること，対象者は統計的処理を
行う上で充分であること，試験期間中の脱落や最終の解析除外対象者がある一定の範囲を超えないこ
と，５．有効性と作用機序に関する試験は出来るだけ分けること，６．被験食品に関しては安全性が
担保されていること，機能性関与成分の分析方法や安定性などが検証されていること，７．機能性表
示に合致したバイオマーカーが存在すること，出来ればそれらバイオマーカーは複数存在すること，
使用するバイオマーカーは世界的レベルで研究されて，一貫性があること，被験食品の用量とバイオ
マーカーの数値に相関が見られること，８．疾病との境界域を対象とする場合，専門学会などでガイ
ドラインが作成され，普遍的であること，９．統計解析の手法が適切であることなどが挙げられる．
　二群間並行ランダム化比較試験の各段階の過程を示すフローチャート（組入れ，介入の割振り，追
跡，データ解析）は，CONSORT声明のフローチャートを参考にして作成すること．来年４月以降は，
すべての食品の臨床試験に関してUMIN登録が必要となるので留意すること．

シンポジウム１　機能性表示とその後の展開「どう評価する、機能性表示制度」

1．臨床試験による機能性表示食品届出のための対策

山本哲郎
株式会社 TTC，一般社団法人 機能性食品開発支援機関協議会（FFDA）
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 【略歴】

山
やまもとてつろう

本哲郎
株式会社 TTC代表取締役社長
一般社団法人機能性食品開発支援機関協議会（FFDA） 代表理事

・学歴，経歴
　1978 年  3 月	 大阪大学工学部卒業
　1988 年  5 月	 工学博士取得（大阪大学）　
　2001 年  2 月	 ( 株 )TTC 設立 代表取締役社長就任
　2012 年  8 月	 TTC KOREA（株）設立 取締役就任
　2013 年 10 月	 TTC KOREA（株）代表取締役社長就任

・所属大学および社会における活動（2015 年 8月現在）
　客員教授：
	 2009 年  ７月～現在　久留米大学大学院心理学研究科
	 2011 年 12 月～現在　国立全北大学病院（韓国）
　非常勤講師：
	 2000 年  ４月～現在　            帝京大学医真菌研究センター
	 2002 年  ４月～ 2006 年 3月　京都大学大学院医学研究科
	 2002 年 10 月～ 2009 年 3月 兵庫医科大学先端医学研究所
	 2004 年  ４月～ 2006 年 9月　東京農工大学大学院農学教育部
	 2010 年  ４月～現在　            順天堂大学医学部
　マネジメント：
	 2002 年 10 月～ 2004 年 3月　名古屋大学大学院工学研究科
	 2004 年  ４月～ 2005 年 3月　  中部大学応用生物学部

・学会，評議会など
　日本循環器心身医学会理事，　CRN JAPAN（日本栄養評議会）顧問，日本ストレス学会評議員，
　機能性食品開発支援機関協議会（FFDA）代表理事， グルコサミン研究会評議員

・受賞
　1999 年 2月　第 1回平谷民雄記念賞（酵母ハンセヌラムラキのキラートキシンに関する研究）

・専門分野，研究テーマ
食品の安全性や有効性の試験受託ならびに新規評価系の研究開発，特定保健用食品ならびに機能性表示食品の
申請および届出支援，機能性食品の開発支援を主な業務とする．
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【目的】
科学的エビデンスに基づき，事業者の判断によって食品の機能性表示を可能とする「機能性表示食品
制度」が消費者庁の下で 2015 年 4月に誕生した．本制度の特徴は許可制ではなく届出制をとったこ
と，表示に関わるエビデンスの公開を義務化したことである．本講演では新制度の特徴と現状，今後
の可能性と課題等について報告する．
【方法】
消費者庁website で公表された機能性表示食品の資料に基づき，新制度で可能となった機能性表示の
内容とその科学的エビデンス，安全性および品質管理に係る状況をまとめ，海外における機能性表示
に対する規制状況も参考に今後の課題について考察する．
【結果】
機能性表示食品としてこれまでに 78製品が消費者庁によって受理された（2015 年 8月 31 日現在）．
その内訳は①サプリメント形状の加工食品（44製品），②その他の加工食品（34製品），③生鮮食品
（0）である．
機能性表示の内容としては，内臓脂肪の低減，食後の中性脂肪や血糖値の上昇抑制，便通改善等お腹
の調子を整える等の特定保健用食品に類するものに加え，肌の水分保持（ヒアルロン酸），目や鼻の
不快感の緩和（メチル化カテキン），目の黄斑部の色素密度の増加等視力に係るもの（ルテイン，ア
スタキサンチン他），膝関節可動性のサポート（コラーゲンペプチド）等，表示の範囲が広がりつつ
ある．
【結論】
新制度の導入により，従来の特定保健用食品制度に比べ機能性表示とともに製品を市場に導入するス
ピードが格段に上がった．しかし，制度運用の面からみると行政の処理能力が届出量に追いつかず，
受理が遅れる事態が発生している．また，公表された資料に対して主に消費者団体からエビデンスレ
ベルの問題，原材料規格や安全性を担保するための食経験の考え方等々について厳しい指摘もなされ
ている．適正な表示に基づいて本制度が事業者と消費者の双方にとってベネフィットをもたらすため
には，本制度のあり方について更なる検討が必要である．特に，本制度の大前提となる安全性の確保
のために基準や要件についてより明らかしていく必要がある．

シンポジウム１　機能性表示とその後の展開「どう評価する、機能性表示制度」

2．機能性表示食品に求められるエビデンス－安全性と品質確保の観点から－

池田秀子
一般社団法人日本健康食品規格協会
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 【略歴】

池
いけだ ひ で こ

田秀子
一般社団法人日本健康食品規格協会 理事長

・学歴，職歴
　1974 年 3月　北里大学薬学部薬学科卒業 薬剤師，臨床検査技師
　1974 年 4月　東京田辺製薬株式会社入社（研究開発本部開発部，探索研究所）
　　　　　　　　（新薬開発のための臨床試験デザイン，統計解析等を担当）
　1998 年 9月　株式会社ソフィアテック東京田辺 取締役
　2003 年 2月　有限会社バイオヘルスリサーチリミテッドを設立，現在 取締役社長．
　　　　　　　　（食品，サプリメントの品質，規制等に関するコンサルテーション）

・所属学会および学会活動
　日本薬剤師会，日本臨床栄養協会（理事，情報部部長），日本臨床栄養学会，
　日本健康科学学会（評議員），日本食品化学学会，日本公衆衛生学会，
　日本食品安全協会（理事），ゲーテ自然科学の集い，歴史学会，日仏美術史学会，
　公益財団法人生存科学研究所

・社会における活動
　2002 ～ 2005 年	　NNFAジャパン科学情報担当ディレクター
　2003 年～現在　　国際サプリメント協会連合 (IADSA) 科学者会議委員，技術委員会委員
　2005 年～現在	 　一般社団法人日本健康食品規格協会（JIHFS）理事長 ( 副理事長 2005 ～ 2012)
　2010 ～ 2014 年	　文教大学健康栄養学部非常勤講師
　2010 年～現在	 　一般社団法人食品安全協会理事
　2011 年～現在	 　一般社団法人日本臨床栄養学会　理事，情報部部長
　2011 年～現在	 　ISO/TC249（国際標準化機構 Traditional Chinese Medicine 専門委員会）委員
　2006 ～ 2010 年	　厚生労働科学特別研究事業（主任研究者田中平三）
		  　「いわゆる健康食品」等の安全性確保方策に関する研究　研究協力者
　2010 ～ 2011 年	　厚生労働科学研究「食品の安心・安全確保推進研究事業」( 主任研究員梅垣敬三 )
		  　「健康食品の評価に関する研究」（分担研究員信川益明）研究協力者
　2012 年～現在	 　厚生労働科学研究「国際化に対応した科学的視点に立った日本漢方診断法・処方分類
　　　　　　　　　 および用語の標準化の確立」（分担研究者元雄良治）協力研究員

・専門分野，研究テーマ
　サプリメント，機能性食品の諸外国におけるレギュレーション研究
　サプリメントの製造と品質管理方法（GMP）



202 Vol.9, No.4J・JSMUFF

　安倍内閣が掲げる「日本再興戦略」の一つに「食の有する健康増進機能の活用」という食品機能の
有効活用に関する項目が挙げられ，それに基づき「食品の新たな機能性表示制度」の創設が規制改革
実施計画として閣議決定された．そして，本年 4月の食品表示法の施行により，これまでの保健機
能食品制度の中の特定保健用食品や栄養機能食品に加えて新しい「機能性表示食品」の制度が開始さ
れた．この制度は，食品の持つ健康機能性について，とくに健康食品，さらには農水畜産物やその加
工食品に至る食品の健康機能に関する表示を企業等製造者の責任において実施するというもので，米
国のダイエタリーサプリメントに準ずる機能性表示をわが国においても実施するという趣旨のもので
ある．本講演では，本制度のあらまし，具体的な表示ならびに基準の実態，行政当局の対応等につい
て紹介し，本制度の画期的な点や推進に伴うさまざまな問題点について考察したい．

1. 機能性食品の置かれている現状
2.「機能性表示食品制度」とは何か
3. 機能性表示の基準の実態
4. 機能性表示制度の問題点（消費者の立場と生産者の立場）
5. 新たなるステージへ　機能性表示制度の将来展望

シンポジウム１　機能性表示とその後の展開「どう評価する、機能性表示制度」

3．健康食品の機能性表示の将来展望―「機能性表示食品」の光と影

和田政裕
（城西大学薬学部）
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 【略歴】

和
わだま さ ひ ろ

田政裕
城西大学薬学 教授

・学歴，職歴
　1982 年　東京農業大学農学部農芸化学科卒業
　1987 年　東京農業大学大学院農学研究科農芸化学専攻博士課程修了，農学博士
	     東京農業大学農学部農芸化学科 助手・栄養学科 講師を経て
　1997 年　東京農業大学応用生物科学部栄養科学科助教授
　2001 年　城西大学薬学部医療栄養学科 教授（現在に至る）
　2003 年　城西大学大学院薬学研究科 教授（現在に至る）
　2006 年　城西大学薬学部薬科学科 教授併任（2014 年まで）
　	 　 帯広畜産大学地域共同研究センター 客員教授・産学連携教授（2009 年まで）
　2013 年　城西大学薬学部医療栄養学科 主任（現在に至る）

・所属学会および学会活動
　日本食物繊維学会理事
　日本栄養食糧学会代議員
　日本栄養改善学会評議員
　日本病態栄養学会評議員
　日本フードファクター学会評議員

・社会における活動
　内閣府消費者委員会専門委員
　厚生労働省管理栄養士国家試験委員
　厚生労働省管理栄養士国家試験出題基準改定検討会委員
　厚生労働省薬事・食品衛生審議会専門委員（2009 年まで）

・専門分野，研究テーマ
　食品機能学，食毒性学，医薬品食品相互作用論，健康食品の安全性と有効性評価，
　健康食品関連法規と制度に関する研究
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　日本人の食塩摂取量は，徐々に低下傾向にあるものの，さらなる減塩の強化が必要なことから，厚
生労働省による日本人の食事摂取基準（2015 年版）では，食塩の摂取目標を男性８g/ 日未満，女性
７g/ 日未満と設定している．
　食塩の過剰摂取は，高血圧のみならず，脳卒中や腎障害，胃がん，骨粗鬆症など様々な疾患のリス
クになることから，減塩は高血圧者に限らず国民全体で取り組むべき課題と言える．
　国民健康・栄養調査の結果を見ると，減塩の重要性に対する認識は高いことがわかるが，主観的減
塩の意識は必ずしも実際の減塩につながっていない．この要因として，個人の食塩摂取量の評価が容
易でないこと，食品の食塩含有量が明確でないことなどが挙げられる．したがって，減塩指導に際し
ては，個人の食塩摂取量を評価することが不可欠である．食塩摂取量の評価は，食事内容からの評価
と尿中食塩排泄量の評価に大別されるが，各評価法には，利点と欠点があり，信頼性と簡便性を兼ね
備えた方法はないことから，対象者や実施施設の環境に応じた評価法を選択する必要がある．
　国民レベルでの減塩を推進するためには，個人に対するアプローチにとどまらず，行政や企業に対
する働きかけ，市民に対する広報活動など多面的視点で取り組むことが重要である．日本高血圧学会
減塩委員会では，減塩普及活動として個別的取り組み（Individual approach），政治的・社会的取り
組み（Political and social approach），集団に対する取り組み（Population approach），広報活動
（Publicity activities）を４本柱として掲げている．
　減塩の意義について啓発すること，摂取している食塩摂取量が理解できる環境を整えること，さら
に減塩を意識していない者に対しても自然と食塩摂取量が減るような仕組みを作ることが，健康日本
21（第２次）が目標とする食塩摂取量の減少を達成させるために必要と考えられる．

シンポジウム 2　塩分摂取、減塩食品と高血圧

1．減塩と高血圧−我が国の現状と対策−

土橋卓也
社会医療法人製鉄記念八幡病院
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土
つちはしたくや

橋卓也
社会医療法人製鉄記念八幡病院 院長

・学歴，職歴
　1980 年　　 九州大学医学部卒業
　1980 年 　　九州大学医学部附属病院第二内科　
　1990 年　　 米国クリーブランドクリニック研究員
　1992 年　　 九州歯科大学内科 助手
　1995 年       九州大学医学部附属病院総合診療部 講師
　2002 年 　　同 助教授
　2003 年       国立病院機構九州医療センター 内科医長（高血圧内科）
	         九州大学医学部 臨床教授（併任）
　2014 年       社会医療法人製鉄記念八幡病院副院長・高血圧センター長　
	         自治医科大学循環器内科 客員教授（併任）　
　2015 年       社会医療法人製鉄記念八幡病院	理事長・病院長　

・所属学会および学会活動
　日本高血圧学会（理事、専門医）	
　日本循環器学会（代議員、専門医）	
　日本痛風・核酸代謝学会（評議員、専門医）
　日本老年医学会（評議員）		
　日本循環器病予防学会（評議員）	
　日本内科学会（指導医、認定医）	
　日本腎臓学会（専門医）		
　日本病院総合診療医学会（評議員、専門医）

　高血圧治療ガイドライン（JSH2009、JSH2014）作成委員
　高尿酸血症・痛風の治療ガイドライン（第 2版）外部評価委員
　雑誌『血圧』編集委員
　雑誌『痛風と核酸代謝』編集委員
　雑誌『高尿酸血症と痛風』編集アドバイザー

・主な著書
　『降圧薬のコンビネーションセラピー』（医薬ジャーナル社）
　『降圧薬ポケットガイド』（医薬ジャーナル社）
　『高血圧の常識・非常識』（西日本新聞社，一般向け）

・専門分野，研究テーマ
　高血圧
　生活習慣修正
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【目的】
わが国は食塩摂取量が多く，高血圧の発症・進展阻止の観点から，減塩はとくに重要である．日本高
血圧学会減塩委員会はこれまでに，「日本高血圧学会減塩委員会報告 2012」の発行，患者さんのた
めの減塩食レシピ本の発行，食品中の食塩相当量表示の申し入れなどを行ってきた．味噌や醤油など
の調味料を含めると加工食品からの食塩摂取が大半を占めているので，加工食品の減塩化は減塩の推
進には不可欠である．最近は，味が対照品と同等な減塩食品も出てきているが，その認知度は必ずし
も高くなく，手に入りにくいものも少なくない．そこで，我々は減塩食品の認知度を上げ，普及を促
進することを目的として，「JSH減塩食品リスト」の減塩委員会ホームページ上での掲載や，掲載さ
れた食品の中から減塩化に貢献した食品に対するアワードの授与を行っている．
【方法】
各企業からの申請を募り（毎年 2，8月），減塩委員会の定める基準に合致した減塩食品を「JSH減
塩食品リスト」として掲載している．すなわち，20%以上食塩相当量を減じた食品であること，食品
衛生法などの関連法規を遵守していること，ナトリウム・食塩相当量・カリウム（栄養表示基準に掲
載された分析法で測定）を表示していることなどや，その商品単独のホームページを有すること（「JSH
減塩食品リスト」からリンクできるようにしている）が条件である．さらに，美味しい（対照品と同
等に近い味）ものをA分類，それ以外のものを B分類として，官能評価も行っている．掲載された
食品について販売状況や種々の取り組み状況についてご報告いただくことも条件で，これによりその
食品の普及の度合いについても調査している．リストにあげられた食品のなかで減塩化に貢献してい
る，あるいは優れた取り組みをしている食品にアワードを授与している．
【結果】
これまで B分類での応募はなく，各企業も味が減塩食品として普及するのに重要であることを理解
していると思われた．現在，22 企業 88 品目が「JSH減塩食品リスト」に掲載されている．本年 5
月に第一回のアワードの授与を行い，10社 18 品目に金賞を授与した．
【結論】
加工食品の摂取を避けては通れないわが国では，減塩食品を普及することによって減塩化を図ること
は必須であると考えられ，「JSH減塩食品リスト」ならびにそのアワード授与はその 1手段として有
用である．

シンポジウム 2　塩分摂取、減塩食品と高血圧

2．高血圧学会減塩委員会の減塩食品普及の取り組み

安東克之
医療法人社団光靖会北村記念クリニック
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安
あんどうかつゆき

東克之
医療法人社団光靖会北村記念クリニック 院長

・学歴，職歴
　1979 年３月		  　 　   	 鹿児島大学医学部卒業
　1982 年４月		  　 　   	 筑波大学大学院医学系研究科入学
　1986 年３月		  　 　   	 筑波大学大学院医学系研究科終了（医学博士取得）
　1979 年６月～ 1982 年３月	 筑波大学付属病院内科 研修医
　1986 年４月～ 1987 年 12 月    	 獨協医科大学循環器内科 助手
　1988 年 1月～ 1990 年 3 月　 	 米国アルトン・オクシュナー医学研究所高血圧部門客員研究員
　1990 年 6月～ 1990 年 12 月　 	 東京大学医学部第四内科 医員
　1990 年 12 月～ 1996 年 2月    	 東京大学医学部第四内科 助手
　1996 年 ２月～ 2006 年 3月　 	 東京大学保健管理センター 講師
　2006 年 ４月～ 2014 年 3月    	 東京大学大学院医学研究科分子循環代謝病学 特任准教授
　2014 年 ４月～現在に至る        	 医療法人社団光靖会北村記念クリニック院長

・所属学会および学会活動
　日本高血圧学会 ( 幹事，減塩委員会委員，高血圧治療ガイドライン 2014 作成委員会委員：生活習慣修正の項担当 )
　日本内分泌学会 ( 代議員 )
　日本心血管内分泌学会 ( 評議員 )
　日本循環器管理研究協議会（評議員）
　日本内科学会
　日本腎臓学会
　日本循環器学会

・社会における活動
　厚生労働省「日本人の食事摂取基準 2015」ワーキンググループ構成員：高血圧の項担当

・専門分野，研究テーマ
　食塩ならびに肥満と高血圧の基礎研究や降圧薬と腎保護に関する臨床介入研究など

・その他
　趣味は読書，ガーデニング，料理，イラスト　
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　当社は発売 55周年にあたる昨年，主力商品の「マルタイラーメン」を 20%減塩し，リニューアル
発売しました．これまで「マルタイラーメン」を食べていただいていたお客様に加え，減塩する事で
新たなお客様にも食べていただけると考えました．
　粉末スープの中のナトリウム塩の一部を減らし，「カリウム塩」に置き換えました．しかし「カリ
ウム塩」は苦味やエグ味を有する為，それらをマスキングする素材として，「ポリグルタミン酸」を
添加し，減塩しても今までと変わらない美味しさに仕上げることができました．おかげ様で「マルタ
イラーメン」の販売実績としては前年より増えており，お客様に減塩しても変わらない美味しさが受
け入れられたと思っています．
　2015 年 4月に厚生労働省による日本人の食事摂取基準で，食塩の摂取目標が引き下げられた事か
らも「減塩」の必要性が伺えます．こういった動きに食品企業として参加し，おいしい減塩食品を入
手できる食環境づくりに少しでもお役に立てればと考えています．

シンポジウム 2　塩分摂取、減塩食品と高血圧

3．マルタイ　減塩の取り組みについて

長尾健太郎
株式会社マルタイ研究開発部



209Vol.9, No.4J・JSMUFF

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 【略歴】

長
ながおけんたろう

尾健太郎
株式会社マルタイ研究開発部 係長

・学歴
　2006 年 3月	 東京農業大学応用生物科学部醸造科学科卒業
　
・職歴
　2013 年 4月	  株式会社マルタイ入社
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　辛子明太子は，塩分の高い食品として，よく名前があげられます．日本食品標準成分表 2010 にお
ける辛子明太子の食塩相当量は，100gあたり5.6gで，1食あたりを10gとすると，食塩相当量は0.56g
とカップみそ汁 1杯（約 2g）と比較しても意外に低い値となります．当社のあじわい減塩明太子は，
さらに 35％（当社味の明太子比）の減塩を達成しており，食塩相当量は 100g あたり 3.3g ながら，
通常品とほぼ変わらない美味しさに仕上げることができています．辛子明太子製造において，食塩は
とても重要な役割を果していますので，品質を落とさず減塩するために，ナトリウム塩の一部をカリ
ウム塩に置き換え，そこで発生する辛子明太子の物性や味，賞味期限の問題を解決してきました．ま
た，辛子明太子は冷蔵商品であり，減塩商品の拡充には，常温商品の必要性を感じ，減塩の辛子高菜，
海苔の佃煮も開発しました．今後はより消費者に満足いただける品質へ改良すること，より多くの方
に食べていただき，美味しい減塩生活を送っていただくことを目標に開発を進めてまいります．

シンポジウム 2　塩分摂取、減塩食品と高血圧

4．辛子明太子の減塩への取り組みについて

渡部朗子
株式会社ふくや製造物流部品質保証課
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渡
わたべ あ き こ

部朗子
株式会社ふくや製造物流部品質保証課 マネージャー

・学歴，職歴
1999 年 4月　株式会社ふくや入社
2000 年 3月　製造部研究開発へ配属
2001 年 3月　福岡県立福岡女子大学大学院人間環境学研究科卒業
2012 年 4月　製造物流部品質保証課　品質管理へ配属　（現在に至る）
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  茶（Camellia sinensis）の効能は古くから薬として活用されていたが , 生理活性を担う成分とその
作用機構に関する研究が開始されたのはわずか四半世紀前である．しかしながらこの間の研究の進
展は目覚ましく，茶の多彩な生理作用とその関与成分が明らかにされた．( － )-epigallocatechin-3-
gallate（EGCG）,( － )-epicatechin-3-gallate （ECG）,( － )-epigallocatechin （ECG）,( － )-epicatechin  
(EC) などのカテキン類は緑茶の主要な成分であるが ,EGCG は他のカテキンと比較して強い生理
活性を示すとともに , 茶以外の植物には見出されていないことから緑茶を特徴づける成分である．
また ,EGCG のヒト前立腺がん予防作用を示唆する臨床試験結果や，EGCG のメチル化体である
( － )-epigallocatechin-3-(3-methyl) gallate を多く含む品種べにふうきを摂取することによる花粉症
発症の低減効果などが報告され ,EGCGの作用メカニズムに関する研究が盛んに行われている．我々
は緑茶カテキン EGCGのがん細胞増殖抑制作用を仲介する「緑茶カテキン感知レセプター」として
67-kDa ラミニンレセプター (67LR) を同定した（Nat. Struct. Mol. Biol. 11,380-381:2004）．これ
までに , EGCGの抗アレルギー作用 , 抗炎症作用 , 動脈硬化予防作用 , がん細胞致死作用 , インスリ
ン感受性調節作用 , 神経細胞保護作用などにこの EGCG感知レセプターが関与することが報告され
ている (AGri-Bioscience Monographs, 4,pp19-35:2014)．一方 , 緑茶にはカテキン類以外にも抗ア
レルギー活性を示すストリクチンといった加水分解型タンニンが含まれているが , その作用は 67LR
非依存的である．
  本シンポジウムでは , EGCGやストリクチニンといった緑茶成分の生理機能発現メカニズムならび
にその機能性食品開発への応用展開について紹介する．

シンポジウム 3　緑茶の機能性食品科学

1．緑茶成分の機能性発現メカニズムとその応用展開

立花宏文
九州大学大学院農学研究院
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立
たちばなひろふみ

花宏文
九州大学大学院農学研究院 主幹教授

・学歴，職歴
　1987 年　　九州大学農学部食糧化学工学科卒業
　1989 年　　九州大学大学院農学研究科食糧化学工学専攻修士課程修了
　1991 年　　九州大学大学院農学研究科食糧化学工学専攻博士課程退学
　1991 年　　九州大学大学院農学研究科 助手
　1994 年　　同 講師
　1996 年　　九州大学農学部 助教授
　2007 年　　九州大学大学院農学研究院 准教授
　2012 年　　同 教授
　2012 年　　同 主幹教授
　2012 年　　九州大学食品機能デザイン研究センター長

・所属学会および学会活動
　日本農芸化学会，日本フードファクター学会，日本食品免疫学会，日本栄養・食糧学会，日本食品科学工学会，
　日本動物細胞工学会，日本カテキン学会など

・社会における活動
　2014 年　日本学術振興会学術システム研究センタープログラムオフィサー

・受賞，表彰歴
　農芸化学奨励賞（1998 年）
　日本農学進歩賞（2004 年）
　日本学術振興会賞（2006 年）
　日本食品免疫学会賞（2010 年）
　九州大学研究活動表彰（2011 年 ,2012 年 ,2013 年 ,2014 年）など

・専門分野，研究テーマ
　食品成分の機能性に関する分子的基盤の確立と食による疾病予防法の解明
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　緑茶に含まれるカテキン，特にガレート型カテキンには血清コレステロール（Chol）濃度低減作
用がある．胸管リンパ瘻を施したラット胃内への放射性Chol とガレート型カテキンの投与により，
リンパへのChol 吸収量は低下したことから，ガレート型カテキンは小腸でのChol 吸収を抑制する
と考えられた．Chol の吸収には小腸内腔で胆汁酸ミセルへの溶解が必須である．Chol が溶解したホ
スファチジルコリン（PC）を含む胆汁酸ミセル（Chol-PC ミセル）にガレート型カテキンを添加し
たところ沈殿を生じ，沈殿物中にChol およびガレート型カテキンが存在した．このことから，ガレー
ト型カテキンはChol を沈殿させることによりミセル中のChol を減らし，その吸収抑制を引き起こ
すことが強く示唆された．
　ところが，ラットの小腸内容物より分離した胆汁酸ミセル中のChol 含量は，ガレート型カテキン
の摂食では低下せず，また，この小腸内容物由来胆汁酸ミセルにガレート型カテキンを添加しても
沈殿は生じなかった．更なる検討で，胆汁酸ミセルに中性脂肪の加水分解物であるオレイン酸（OA）
やモノオレオイルグリセロール（MO）を含むとガレート型カテキンを添加しても沈殿は生じないこ
とが明らかとなった．
　Chol が沈殿しなくても吸収阻害が起こるのかを調べるため，膵胆管瘻および胸管リンパ瘻を施し
膵液および胆汁を排出させたラットの十二指腸へ放射性 Chol-PC-OA-MOミセルを注入し，ミセル
へのガレート型カテキン添加の有無による放射性Chol のリンパへの吸収を調べたところ，ガレート
型カテキンはChol のリンパ吸収を減少させた．このことから，ガレート型カテキンのChol 吸収抑
制作用は，Chol の沈殿により引き起こされるのではないことが示唆された．
　さらに，NMR解析により，Chol-PC ミセルにおいて，ガレート型カテキンは PC のトリメチルア
ンモニウム基と相互作用することが示された．表面プラズモン共鳴法を用いた分子間相互作用解析で
もガレート型カテキンと PCの相互作用は示されたが，Chol との相互作用は示されなかった．
　以上のことから，ガレート型カテキンのChol 吸収抑制作用は，胆汁酸ミセル中の PCとガレート
型カテキンの相互作用により引き起こされると考えられたが，その詳細な機構は未だ不明である．

シンポジウム 3　緑茶の機能性食品科学

2．緑茶カテキンのコレステロール低減作用の機構探索

○池田郁男　　小林　誠　　井上奈穂
東北大学大学院農学研究科
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池
いけだ い く お

田郁男
東北大学大学院農学研究科 教授

・学歴，職歴
昭和 50年 3月	 九州大学農学部食糧化学工学科卒業
昭和 52年 3月	 九州大学大学院農学研究科博士前期課程修了
昭和 55年 3月　	 九州大学大学院農学研究科博士後期課程修了
　　　　　　　　　学位：農学博士　「植物スタノールの血漿コレステロール濃度低下作用に関する研究」
昭和 55年 4月　	 九州大学農学部食糧化学工学科栄養化学講座 助手
平成 4年 11 月　	 九州大学農学部食糧化学工学科栄養化学講座 助教授
（この間，昭和 59〜 61 年：米国ジョージワシントン大学 健康・医学研究所生化学科　Research Associate）
平成 11年 4月	 改組により，九州大学大学院農学研究院 助教授
平成 17年 4月	 東北大学大学院農学研究科 教授

・所属学会
日本栄養・食糧学会，日本農芸化学会，日本脂質生化学会，日本油化学会，日本食品科学工学会

・受賞，表彰歴
平成  3 年 3 月　 「ステロールの吸収機構に関する研究」で日本農芸化学奨励賞
平成 20年 3月　Bioscience, Biotechnology and Biochemistry 論文賞
平成 20年 5月　「動脈硬化症を予防する食品成分の生理機能の解明」で日本栄養食糧学会 学会賞
平成 21年 3月　ガレート型カテキンの血清コレステロール濃度低下作用で茶学術研究会奨励賞
平成 26年 4月　「コレステロールおよび植物ステロールの吸収およびその輸送体に関する研究」で
　　　　　　　　日本油化学会学会賞
平成 26年 3月　Bioscience, Biotechnology and Biochemistry 論文賞

・専門分野，研究テーマ
脂質栄養学，食品機能学
動脈硬化症や肥満を予防する食品成分の生理作用の解明
ステロールの吸収機構の解明
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【目的】
緑茶はカテキンを始めとするポリフェノールやテアニン，カフェイン，ビタミン・ミネラルといった
機能性を有する成分を豊富に含むことから，健康維持における臨床的効果が期待される食品の一つで
ある．その成分の中で特にカテキンは茶特有の成分であり，抗酸化，脂質異常・血圧上昇・血糖上昇
抑制，アレルギー改善，認知機能低下改善，腫瘍増殖抑制といった様々な作用が基礎研究で明らかに
され，臨床でのエビデンスも蓄積され始めている．本発表では緑茶の機能性に関する最新の臨床的エ
ビデンスの一端として，当研究室の成果を踏まえ，その現状と今後の課題を検討する．
【方法】
緑茶及びその成分によるインフルエンザ発症予防並びに認知機能低下改善を目的としたヒトを対象と
する研究（原著論文）を，MEDLINE，Web of Science，医中誌web をデータベースとして渉猟し，
得られた論文のエビデンスを評価した．
【結果】
インフルエンザ予防を検討した原著論文は 7件あり，内訳はランダム化比較試験（randomized 
controlled trial: RCT）5件，コホート研究 1件，横断研究 1件であった．統計学的に有意なインフ
ルエンザ発症数の減少が認められた研究は，緑茶成分抽出物による研究（RCT1 件，コホート研究 1
件），緑茶飲用との関連を調査した横断研究 1件であり，緑茶そのものによる研究では減少傾向に留
まった．
認知機能低下改善を検討した原著論文は 10件あり，内訳はRCT2 件，無対照介入試験 1件，コホー
ト研究 4件，横断研究 3件であった．コホート研究，横断研究の結果は，認知機能低下改善におい
て一貫性のある結論を示さなかった．一方，介入試験の結果はいずれも認知機能の改善を示していた
が，小数例の研究であった．
【結論】
緑茶の効用における臨床的なエビデンスは端緒についたばかりであり，今後，質を担保した臨床試験
により更なるエビデンスの確立を図る必要があると考える．

シンポジウム 3　緑茶の機能性食品科学

3．緑茶の効用－臨床研究のエビデンス－

山田　浩
静岡県立大学薬学部
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山
やまだ

田　浩
ひろし

静岡県立大学薬学部 教授

・学歴，職歴
　1981 年　自治医科大学医学部卒業
　1994 年　自治医科大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士）
　　　　　　（1994 年　日本臨床薬理学会海外研修員として，スウェーデン カロリンスカ研究所
　　　　　　フディンゲ大学附属病院臨床薬理学講座に 2年間留学）
　1981 年　静岡県立総合病院 研修医
　1983 年　焼津市立総合病院内科 医員
　1986 年　小笠診療所長
　1994 年　自治医科大学神経内科学講座 助手
　1997 年　聖隷浜松病院総合診療内科 医長
　1998 年　同　部長兼治験事務局長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　2001 年　浜松医科大学医学部附属病院臨床研究管理センター 助教授
　2005 年　静岡県立大学薬学部教授 /静岡県立総合病院神経内科 非常勤嘱託医
　2015 年　同大学健康支援センター長　兼務　　（現在に至る）　
　　
・所属学会および学会活動
　日本臨床薬理学会専門医・指導医・理事，日本薬理学会評議員，日本医薬品情報学会地区幹事，
　日本内科学会総合内科専門医，日本神経学会専門医・指導医

・受賞歴
　1988 年　社団法人地域医療振興協会第 1回地域保健医療研究奨励賞
　1999 年　社団法人地域医療振興協会第 12回地域保健医療研究奨励賞
　2003 年　社団法人地域医療振興協会平成 15年度地域保健医療研究助成賞
　2006 年　第 27回日本臨床薬理学会年会優秀演題賞
　2008 年　臨床薬理研究振興財団賞学術論文賞

・専門分野，研究テーマ
　臨床薬理学，医薬品情報学，内科学，神経内科学，医療統計学
　機能性食品の有効性・安全性に関する研究に従事
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【目的】
魚・脂肪酸の摂取と生活習慣病との関連について，わが国を中心とする疫学研究を概説する．
【方法】
疫学研究の文献レビュー
【結果】
魚の摂取が生活習慣病，特に虚血性心疾患の予防につながることは，グリーンランドのイヌイット族
とデンマーク人の生態学的研究が発端となり，その後オランダ人のコホート研究を始めとする欧米の
コホート研究により，魚をほとんど食べない人に比べ，週に 1-2 回食べる人は心筋梗塞の死亡リスク
が半減することが示されてきた．
一方，非致死性の心筋梗塞に関しては，欧米で一致した結果が得られてこなかった．そのため，魚の
心筋梗塞死亡の予防効果として，Ｎ３系不飽和脂肪酸の血小板凝集抑制作用，中性脂肪低下作用によ
る抗動脈硬化，抗血栓形成よりも，抗不整脈作用が強調されるようになった．
しかしながら，最近の日本人住民 4万人のコホート研究 (JPHC Study) の結果，魚の摂取が週 1回の
人に比べ，ほぼ毎日の人は，虚血性心疾患，とりわけ非致死性心筋梗塞の発症率が半減し，Ｎ３系不
飽和脂肪酸の摂取とも同様の関連が示された．また，日本人の高脂血症者を対象とした大規模な無作
為化比較試験（JELIS）で，EPA製剤の投与により，虚血性心疾患，とりわけ非致死性狭心症・心筋
梗塞の発症率の低下が認められた．さらに日本人住民の 6万人のコホート研究（JACC Study）によっ
て，Ｎ３系不飽和脂肪酸の摂取と心不全死との負の関連が示された．
以上の疫学的エビデンスを総合すると，魚の摂取が少ない欧米集団においては，少量の魚摂取が抗不
整脈作用を介して，致死性心筋梗塞，急性心臓死のリスク低下に関与していることが示唆される．一
方，魚の摂取が多い日本人においては，抗不整脈作用はほとんどに日本人が既に享受しており，その
中で，より摂取量の多い人は，抗動脈硬化，抗血栓形成作用等により，非致死性虚血性心疾患，並び
にその最終ステージとしての心不全死のリスクが低くなるものと考えられる．
【結論】
日本人の食生活が過去 40 年間で欧米化したといえ，主として肉の摂取量の増加によるものであり，
魚の摂取量はいまだ欧米と比べて多い．しかしながら，近年魚の摂取量の減少傾向が見られることか
ら，今後，特に若い世代において魚の摂取習慣を維持してゆくことが，循環器病予防の上で重要と考
えられる．

シンポジウム 4　魚と脂肪酸

1．魚・脂肪酸と生活習慣病の疫学

磯　博康
大阪大学大学院医学系研究科公衆衛生学
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磯
いそ

　博
ひろやす

康　　　
大阪大学大学院医学系研究科公衆衛生学 教授

・学歴，職歴
　1982 年 3月	     筑波大学医学専門学群卒業
　1986 年 3月	     筑波大学大学院医学研究科博士課程環境生態系専攻修了
　1988 年 6月	     米国ミネソタ大学大学院修士課程公衆衛生学疫学専攻修了
　1982 年 6月	     医籍登録（第 269423 号）
　1986 年 3月	     医学博士　PhD（筑波大学）
　1988 年 6月	     公衆衛生学修士　MPH（米国ミネソタ大学）
　1988 年 6月 12 日～ 1988 年 8月 31 日	 米国ミネソタ大学公衆衛生学疫学 研究員（Fulbright Program 奨学生）
　1988 年 9月１日～ 1990 年 3月 31 日	 大阪成人病センター集団検診Ｉ部  技術吏員
　1990 年 4月１日～ 1993 年 5月 31 日	 筑波大学 講師　社会医学系
　1993 年 6月１日～ 2002 年 1月 31 日	 筑波大学 助教授　社会医学系
　2002 年 2月１日～ 2004 年 8月 31 日	 筑波大学 教授　社会医学系
　2004 年 9月１日～ 2005 年 6月 30 日	 筑波大学大学院 教授 人間総合科学研究科社会健康医学
　2005 年 7月１日～現在		  　　　 　大阪大学大学院 教授 医学系研究科公衆衛生学
　2013 年 4月 1日～ 2014 年 3月 31 日	 大阪大学医学系研究科 副研究科長

　2007 年 10 月 1日～ 2010 年 3月 31 日	 文部科学省大学院教育改革支援プログラム実施責任者
　1996 年 3月 28 日～ 1997 年 3月 21 日	 米国ハーバード大学医学部 客員准教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　	 （文部省海外の中核的研究拠点への派遣研究者）
　2010 年 9 月 1日～現在　　　　　　　 　	 環境省エコチル調査  大阪ユニットセンター長
　2015 年 4月 1日～現在		     　　　 厚生労働省戦略研究 研究リーダー

・学会活動
　日本疫学会理事長，
　日本公衆衛生学会理事・庶務担当，日本循環器病学会Circulation Journal 編集委員・予防部会長，
　日本脳卒中学会幹事・Journal of Stroke and Cerebrovascular Diseases 編集委員，
　European Association for Predictive, Preventive and personalised Medicine (EPMA) Journal 副編集長， 
　日本循環器予防学会理事，日本高血圧学会評議員，日本動脈硬化学会評議員

・受賞
　日本心臓財団奨励賞受賞
　日本公衆衛生学会奨励賞受賞

・社会活動
　WHO生活習慣病対策専門委員，内閣府新開発食品専門調査会専門委．厚生労働省医師国家試験委員，
　厚生労働省医道審議会専門員，環境省微小粒子状物質健康影響評価検討会委員，大阪府医療審議会委員等

・専門
　公衆衛生学，疫学，予防医学，特に生活習慣病の疫学と予防
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【目的】
魚油に多く含まれている eicosapentaenoic acid（EPA）などの，いわゆる n3 系多価不飽和脂肪酸
のサプリメントが心血管イベントを抑制するという報告が多数ある．このような背景から，日本にお
ける魚消費量と院外心停止の関係，および n3系多価不飽和脂肪酸血中濃度と冠動脈プラークとの関
連性を検討した．
【方法】
（研究 1）院外心停止データを調査したウツタインレジストリーより都道府県ごとの院外心停止発生
率を心源性・非心源性別に算出した．さらに魚消費量とともに食塩，酒，たばこの消費量や高血圧，
脂質異常症の罹患率，その他の生活習慣について，各都道府県別に政府統計局データベースを参考と
して調査した．これらのデータを解析し，魚摂取量と院外心停止の関連性を検討した．
（研究 2）冠動脈疾患患者を対象とし，血管内超音波により冠動脈プラーク量やプラーク組織性状を
評価した．さらに EPAなどの血中脂肪酸分画を測定し，プラークとの関連性を検討した．
【結果】
（研究 1）魚の総消費量と院外心停止および非心原性院外心停止との間に有意な関連は認めなかった．
しかし，種類別の検討において，あじ，いわし，さば，たい，ぶりの消費量は心原性院外心停止と有
意な負の相関を認めた．逆に，まぐろ，かつお，さけ，さんま，いかの消費量は心原性院外心停止と
有意に正相関していた．
（研究 2）血中 EPA 濃度と冠動脈プラーク体積（plaque burden），脂質性プラーク（lipid-rich 
plaque）体積との間に有意な相関を認めた．
【結論】
日本においては，消費される魚の種類によってその影響が異なるが，魚摂取は心原性院外心停止に関
連することが示唆された．また，魚に多く含まれるEPAは冠動脈プラーク進展・不安定化のバイオマー
カーとなる可能性が考えられた．

シンポジウム 4　魚と脂肪酸

2．魚摂取と冠動脈プラークや院外心停止との関連性

○岩田　敦 1　　末松保憲 1　　張　波 2　　三浦伸一郎 1　　朔　啓二郎 3

1 福岡大学病院循環器内科，2福岡大学医学部生化学講座，3福岡大学医学部心臓・血管内科学
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岩
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田　敦
あつし

福岡大学病院循環器内科 講師　

・学歴，職歴
1997 年　　福岡大学医学部卒業

・所属学会および学会活動
日本内科学会・総合内科専門医・指導医，日本循環器学会専門医，日本心血管インターベーション学会認定医，
JMECC( 内科救急）インストラクター，医学博士

・専門分野，研究テーマ
冠動脈インターベンション，末梢動脈疾患，冠動脈画像診断法，動脈硬化
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【背景と目的】
これまでの疫学研究により，魚の摂取量と心血管疾患の発症リスクとは，有意な負の相関を有するこ
とが明らかにされている．我々は，都市部在住健常人の血中および赤血球中の脂肪酸濃度を測定し，
両者のエイコサペンタエン酸（EPA）/ アラキドン酸（AA）比は若年者ほど低値を示すこと，両者の
EPA/AA比はインスリン抵抗性と逆相関，インスリン感受性と正相関を認めることを報告した．さら
に，多施設共同研究により EPA/AA 比は急性冠症候群の発症と関連することを確認した．一方，動
脈硬化の発症や進展にはマクロファージが重要な役割を担っている．マクロファージには炎症促進性
のM1様マクロファージと，炎症抑制性のM2様マクロファージのサブタイプがあり，それらのバラ
ンスは心血管イベントの発症に深く関与すると考えられる．しかし，これらのマクロファージサブク
ラスに対するω 3系多価不飽和脂肪酸の作用は十分に明らかにされていない．そこで，動脈硬化性
疾患の一つである大動脈瘤に着目し，マウスの大動脈瘤モデルを用いてω 3系多価不飽和脂肪酸の
抗動脈硬化作用とマクロファージサブクラスに対する作用を検討した．
【方法】
12 週齢のアポ E欠損マウスに対しアンジオテンシン II（AngII）を 4週間投与し，大動脈瘤モデル
マウスを作成した．コントロール群（生食投与），AngII 群（AngII 投与），EPA群（AngII ＋ EPA投与），
DHA群（AngII ＋ DHA投与）の 4群で比較検討した．
【結果】
大動脈瘤の発症は，EPA群，DHA群共に有意に抑制された．AngII 群における大動脈のマクロファー
ジ集積は，EPAおよびDHA投与により有意に抑制された．EPAと DHAの投与は，大動脈組織の炎
症性サイトカイン，接着因子や細胞外マトリックス分解酵素の発現を有意に抑制し，マクロファージ
の極性をM2へシフトさせた．これらの変化は，腹腔マクロファージを用いた解析においても確認さ
れた．
【結論】
ω 3系多価不飽和脂肪酸は，マクロファージに関連する炎症を制御することにより大動脈瘤の発症
及び動脈硬化性疾患の発症進展を抑制することが示された．

シンポジウム 4　魚と脂肪酸

3．心血管疾患予防におけるω3系脂肪酸の臨床的有用性

代田浩之
順天堂大学大学院医学研究科循環器内科学
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田浩之
順天堂大学大学院医学研究科循環器内科学 教授

・学歴，職歴
　昭和 54年 3 月	 　順天堂大学医学部卒業
　昭和 54年 4 月	 　虎の門病院内科
   昭和 60 年 5 月	 　米国 Cleveland Clinic, Department of Cardiology 留学
　昭和 60年 10 月	　順天堂大学循環器内科　
　平成  5 年 ８月	 　米国Mayo Clinic, Division of Cardiovascular Diseases 留学
   平成  7 年 ９月	 　順天堂大学循環器内科 助手
   平成  7 年 11 月	　順天堂大学循環器内科 講師
   平成 12 年  7 月	　順天堂大学循環器内科 教授
　平成 20年 4 月	 　順天堂大学医学部附属順天堂医院 副院長併任　
　平成 24年 2 月	 　台北医科大学 客員教授　
　平成 26年 4月	 　順天堂大学医学部附属順天堂医院 院長併任

・所属学会および学会活動
　日本内科学会（評議員，専門医部会，総務委員会委員）
　日本循環器学会（理事，医療倫理委員会委員長）
　日本心臓病学会（副理事長）
　日本動脈硬化学会（評議員）
　日本心臓リハビリテーション学会（理事）
　日本冠疾患学会（理事）
　日本心血管画像動態学会（理事）
　日本心不全学会（評議員）
　米国心臓病協会 (Fellow of the American College of Cardiology) 
　欧州心臓学会 (Fellow of the European Society of Cardiology)

・社会における活動
　日本心臓財団　月刊誌「心臓」編集副委員長
　動脈硬化性疾患診療ガイドライン委員
　Circulation Journal Editorial Board(Associate Editor)
　International Heart Journal Editorial Board
　独立行政法人日本学術振興会　科学研究費委員会専門委員
　社団法人日本私立医科大学協会治験・臨床研究推進委員会委員

・専門分野，研究テーマ
　冠動脈疾患の診断治療と予防，動脈硬化
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　エイコサペンタエン酸(EPA)やドコサヘキサエン酸(DHA)はn-3(ω3)系多価不飽和脂肪酸(PUFA)
に属する．しそ油などに含まれるα - リノレン酸からも EPAや DHAは生成されるが，組織中のこれ
らの量は主に魚油の摂取に依存している．生体内では EPAと DHAは主にリン脂質の２位の位置に
組み込まれて血球や細胞の生体膜の成分になり，膜の流動性，さまざまな担体や受容体の活性などに
影響を及ぼす．また肝臓における中性脂肪 (TG) 合成低下やVLDL 分泌低下，末梢循環でのリポ蛋白
リパーゼ活性上昇による TG水解亢進などを起こす．さらに EPAと DHAから，シクロオキシゲナー
ゼやリポキシゲナーゼなどの働きでプロスタグランジンやトロンボキサン，あるいはレゾルビンなど
の代謝産物が生成される．このような機序を介して，EPAや DHAは脂質低下作用，抗血栓作用，抗
炎症作用など多彩な作用をもつことが明らかにされてきた．臨床的にもこれまで魚摂取に関する多
くのコホート試験や EPAあるいは EPA/DHA製剤を用いた介入試験が行われ，冠疾患イベント抑制
や死亡率の減少効果が明らかになっている．また最近では，冠動脈疾患だけでなく脳血管障害の予
防，認知症の抑制，骨粗鬆症による骨折抑制の可能性も報告されている．このように EPAあるいは
EPA/DHA摂取の重要性が注目されているが，最近の無作為化プラセボ比較試験やメタ解析では有意
差が認められなかったという報告もあり，特に患者背景や EPAあるいは EPA/DHAの摂取量（投与量）
の違いについては注意を要する．
　一方，動脈硬化性疾患の発症あるいはその抑制効果において，食事中の脂肪酸の量や比率に関して
はいまだ明確でない点が多い．飽和脂肪酸 (SFA)，一価不飽和脂肪酸 (MUFA)，n-3 系 PUFA，EPA，
DHAの摂取量，これらの比 [P/S 比，EPA/ アラキドン酸 (AA) 比など ] に関する報告が数多くなされ
ているが，高リスク患者をどのように選択して（治療対象とするこれらの指標の閾値），どのような
食事指導や薬物導入を行うか，目標をどのように設定するかなどはこれからの課題である．食事療法
で注目されているダイエットパターンである地中海食やDASH食が参考になるが，一般の日本人の
平均的な脂肪酸摂取パターンを理解して，栄養指導に向き合うことが大切である．

シンポジウム 4　魚と脂肪酸

4．EPA/DHAと動脈硬化性疾患

藤岡由夫
神戸学院大学栄養学部栄養学科臨床栄養学部門
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岡由夫
神戸学院大学栄養学部栄養学科臨床栄養学部門 教授

・学歴，職歴
　1986 年 ３月 	 神戸大学医学部医学科 卒業
　1986 年 ７月	 神戸大学第一内科医員（研修医）
　1987 年 ７月	 国家公務員等共済組合連合会六甲病院内科医員
　1989 年 ６月	 神戸大学第一内科 医員
　1995 年 ６月	 米国スタンフォード大学医学部 研究員
　1997 年 ９月	 兵庫医科大学第一内科 助手
　2001 年 11 月	 兵庫医科大学循環器内科学 講師
　2004 年 ２月	 神戸大学大学院循環呼吸器病態学 講師
　2006 年 ４月	 神戸学院大学栄養学部栄養学科栄養生理学 教授
　　　　　　　　（平成 22年 4月より名称変更にて栄養学部栄養学科臨床栄養学部門 教授）

・学位，専門医，その他
　医学博士（神戸大学），日本内科学会総合内科専門医，認定循環器専門医，
　日本心臓病学会心臓病上級臨床医 (FJCC)，日本高血圧学会高血圧専門医，日本高血圧学会特別正会員 (FJSH)，
　日本動脈硬化学会動脈硬化専門医 ( 認定指導医，編集委員会委員，学術委員会（生活習慣 •肥満部会）委員，
　動脈硬化診療・疫学（ガイドライン）委員会委員，総務委員 )，日本医師会認定産業医，
　日本臨床栄養学会認定臨床栄養指導医

・所属学会
　日本内科学会，日本循環器学会，日本動脈硬化学会，日本高血圧学会，日本心臓病学会，日本糖尿病学会，
　日本臨床栄養学会，日本栄養改善学会，日本病態栄養学会，日本栄養食糧学会，日本臨床検査医学会，
　日本臨床検査学教育学会，日本老年医学会，日本脈管学会，米国心臓病学会

・専門分野
　循環器および脂質異常，高血圧，糖代謝異常を中心とした臨床および研究
　管理栄養士と臨床検査技師の養成
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【目的】
高ストレス社会・超高齢社会において，健全な脳機能を維持することは重要である．栄養学では，食
品中の各種成分の生理機能を明確にすることにより，特定保健用食品などの開発が行われている．し
かし，現在，抗ストレスやリラクゼーションなどの脳機能や精神面での改善を訴える食品は，原則と
して市販出来ない．これまで，栄養素や各種食品成分が比較的容易に脳内神経伝達物質を変動させ，
また，ある種の脳機能に影響を及ぼすことを明らかにしてきた．そこで今回，お茶を飲んだときのホッ
と感は，何に起因するのかを明確にするため，緑茶特有のアミノ酸であるテアニンと r- アミノ酪酸
（GABA）の脳神経機能に及ぼす影響を報告する．
【方法】
テアニン：動物実験では，ラットにテアニンを経口投与し，その動態と脳内神経伝達物質の変動を測
定した．また，脳微小透析法で，神経伝達物質の変動機序を解析し，一方，行動への影響として各種
記憶・学習能試験を行った．ヒトボランティア試験では，脳波や情動解析を行った．また，応用面と
して，月経前症候群（PMS）の各種愁訴への影響を調べた．
GABA：動物実験では，ラットにGABAを経口投与し，その動態と影響を測定した．GABA投与に
より脳下垂体から成長ホルモンの分泌が増加することから，脳タンパク質合成速度を測定した．ヒト
試験では，主に精神的ストレス負荷条件下でのGABA投与によるストレス指標（唾液中クロモグラ
ニンＡ）や主観評価の解析を行った．
【結果】
テアニンは腸管から吸収され，血液脳関門を介して脳に取り込まれ，神経伝達物質に影響を及ぼ
し，各種記憶・学習試験で改善効果が観察された．ヒト試験ではリラクゼーション効果が見られた．
GABAは脳に取り込まれないが脳内タンパク質合成能に影響を及ぼし，脳機能が改善される．ヒト
試験では，ストレス負荷に対してGABAを与えることによる抗ストレス作用が観察された．
【結論】
テアニンによるリラクゼーション作用と，GABAによる抗ストレス作用が明確になった．テアニン
とGABAでは，その作用性に違いがあるが，人の精神面での安静化に関与しており，高ストレス社
会においては，その機能性は，食品開発や医用に対しても大いに貢献すると思われる．

シンポジウム 5　認知症と機能性食品

1．脳機能改善と機能性食品？

横越英彦
中部大学応用生物学部食品栄養科学科
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越英彦
中部大学応用生物学部食品栄養科学科 教授

・学歴，職歴
　1970 年　　京都大学農学部卒業
1972 年　　名古屋大学大学院農学研究科農芸化学科修士課程修了
1975 年　　名古屋大学大学院農学研究科農芸化学科博士課程満了
1975 年　　農学博士（名古屋大学）
1983 年　　マサチューセッツ工科大学（MIT）文部省在外研究員
1976 年　　名古屋大学農学部農芸化学科・栄養化学研究室 助手
1987 年　　静岡県立大学食品栄養科学部 助教授
1993 年　　静岡県立大学食品栄養科学部及び同大学院生活健康科学研究科 教授
2012 年　　静岡県立大学 名誉教授、中部大学応用生物学部食品栄養科学科 教授

 ・所属学会および学会活動
日本栄養・食糧学会，日本神経化学会，日本脂質栄養学会

・社会における活動
茶学術研究会 会長
世界緑茶協会
牛乳乳製品健康科学会議

・受賞，表彰歴
1983 年　日本農芸化学会・奨励賞受賞
2002 年　栄養士養成教育功績表彰（全国栄養士養成施設協会）
2005 年　日本栄養・食糧学会・学会賞受賞
2008 年　茶学術研究会顕彰
2009 年　O-CHAパイオニア賞学術研究大賞（（財）世界緑茶協会）
2010 年　平成 22年度栄養関係功労者 厚生労働大臣表彰（全国栄養士養成施設協会）
2013 年　日本栄養・食糧学会・功労賞受賞

・専門分野，研究テーマ
食品成分の栄養的代謝特異性に関する研究
栄養神経科学（脳内神経伝達物質の代謝変動と脳機能、情動に関する研究）
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【目的】
現在，我が国の高齢者の約 15％が認知症罹患者であり，その数は 2012 年で約 462 万人と推定され，
戦後の団塊世代が後期高齢者となる 2025 年以降では益々急増すると思われる．その為に，認知症の
予防・治療法の確立は急務である．ω-3系脂肪酸，特に魚油に多く含まれるドコサヘキサエン酸（DHA）
は脳の主要な脂肪酸であり，アルツハイマー病（AD）患者や高齢者の脳ではDHA量が低下するこ
とから，ω -3 系脂肪酸による認知症予防効果の可能性について検討を行った．
【方法】
1997 年頃から，1) in vitro によるω -3 系脂肪酸の脳機能における役割の検討，2) 若・加齢ラット
を用いたω -3 系脂肪酸の空間認知機能向上効果とその作用機序の検証，3) AD モデルラットを用い
たω -3 系脂肪酸によるAD予防・改善効果の検証，4) 横断的・縦断的疫学調査による認知症予防効
果物質の探索，5) 健常在宅高齢者（平均年齢 72歳）ならびに居住系高齢者介護施設入居者（平均年
齢 87 歳）を対象としたDHA強化食品による認知症予防に関するヒト介入試験，など，様々な方法
により，ω -3 系脂肪酸による認知症予防の可能性について検討を行った．
【結果】
DHAならびに EPAによる認知機能向上・脳機能維持作用とそのメカニズムを明らかにし，DHAに
よるアミロイド蛋白凝集への抑制・解離作用，さらには神経幹細胞を介したDHAならびに EPAに
よる神経新生促進作用を見出した．医療応用ではADモデルラットを用いてDHAならびに EPAに
よる認知症予防・改善効果を報告した．4年間にわたる縦断的疫学調査では，ω -3 系脂肪酸による
加齢に伴う認知機能低下への抑制効果を示唆し，健常在宅高齢者（平均年齢 72歳）を対象としたヒ
ト試験では，加齢による認知機能低下へのDHA強化食品（DHA 1.7g + EPA 0.6g/ 日）による遅延
効果を明らかにした．居住系介護施設入居の超高齢者（平均年齢 87歳）を対象としたヒト介入試験
では，上記DHA強化食品による遅延効果にくわえて，施設介護者の介護負担度の軽減作用，治験者
のやる気への増強効果などを見出した．
【結語】
ω -3 系脂肪酸とくにDHAによる認知症予防効果の可能性が推察される．

シンポジウム 5　認知症と機能性食品

2．ω -3系脂肪酸による認知症予防

○橋本道男 1　　片倉賢紀 2　　加藤節司 3　　田邊洋子 2

1 島根大学医学部生理学講座，2島根大学医学部生理学講座環境生理学，3（社医）仁寿会加藤病院
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本道男
島根大学医学部生理学講座 研究教授

・職歴
　1976 年　　島根医科大学 助手（生理学担当）　
　1986-7 年　文部省在外 研究員（米国シンシナチ大学医学部生理学講座）
　1991 年　　島根医科大学 講師（生理学担当）
　2002 年　　島根医科大学 助教授（生理学担当）
　2003 年　　島根大学医学部 准教授（生理学担当）
　2015 年　　島根大学医学部 研究教授（生理学担当）	（現在に至る）	

・所属学会および学会活動
　2007 年　　　　日本脂質栄養学会第 16回大会長
　2007 年～現在　日本脂質栄養学会理事
　2011 年～現在　日本脂質栄養学会・学会賞選考委員長
　　　　　　　　  日本生理学会・日本薬理学会 評議員
　　　　　　　　  日本認知症学会，日本栄養食糧学会，日本油化学会 会員

・受賞，表彰歴
　2001 年　日本脂質栄養学会ランズ学術賞
　2015 年　島根大学研究表彰

・専門分野，研究テーマ
　脂質栄養学，神経科学，循環生理・薬理学
　多価不飽和脂肪酸の機能性の解明と医療応用
　天然物由来認知症予防・改善物質の確立
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　いわゆるアンチエイジング効果を標榜して，多くの健康食品が市場に供されている．それらの中に
は脳機能の改善効果を唱えているものも少なくない．脳の働きに影響を与えるとすれば，当然，客観
的方法によりその作用を示す必要があるが，実際には十分なエビデンスを持っているものは少ない．
動物実験やヒトの心理検査などの報告はみられるが，それらを援用してもあまり意味のないことであ
る．望まれるのは，精神生理学的方法により placebo を設けた二重盲検試験によって効果を確認す
ることである．そうすることにより，はじめて食品が脳機能に与える効果を主張することが可能とな
る．
　これまで食品の脳機能への効果の測定がそれほど行なわれてこなかったのは，成分分析から公衆衛
生学的視点の研究に至るまで，伝統的な研究のスタイルが確立されており，脳研究については強い関
心が寄せられなかったという背景があるように思われる．しかし，アンチエイジング効果が声高に喧
伝されるようになってからは，そうは言っていられなくなったというのが現状であろう．一方で，医
学の領域であった脳機能の測定法によってヒトへの食品の効果をみることは，今でもさほど馴染みが
ない．食品の脳への作用を観察するには，何よりもまず非侵襲的であることが求められる．そして，
長時間にわたり繰り返し測定が可能なこと，比較的操作が簡便でコストが低いことなども前提となる．
これらの条件をクリアする方法は実際にはすでに以前から開発されており，脳波（背景活動分析や事
象関連電位測定）や近赤外線スペクトロスコピー（NIRS）などがその代表である．
　両者に関しては，すでにわれわれの研究グループは n-3 および n-6 系多価不飽和脂肪酸（PUFA）
やチキンエッセンスをはじめとする食品の脳機能への効果の測定について用い，それぞれの特徴を明
らかにしてきた．いずれも inactive placebo を設けた二重盲検試験を実施している．n-3PUFAの研
究について簡単に述べると，オキアミ由来の n-3PUFA（DHA，EPA）はイワシオイル由来のものや
placebo と比較し，脳機能賦活効果が高いことを事象関連電位とNIRS の同時測定による結果から明
確にした．
　人口の高齢化が進むわが国において，安全性の高い食品によるアンチエイジング効果に対する期待
は大きい．精神生理学的方法を積極的に導入し，脳機能への効果を直接的，客観的に示すことが強く
望まれる．

シンポジウム 5　認知症と機能性食品

3．食品の脳機能賦活効果の精神生理学的評価

古賀良彦
杏林大学医学部精神神経科学教室
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賀良彦
杏林大学医学部精神神経科学教室 教授

・学歴，職歴
　1971 年  3 月　　慶応義塾大学医学部卒業
　1971 年  4 月　　慶応義塾大学医学部精神神経科 研修医
　1976 年  3 月　　同終修了
　1976 年  4 月　　杏林大学医学部精神神経科学教室 助手
　1990 年  4 月　　同 助教授 
　1995 年 10 月　   同 臨床教授
　1999 年  4 月　   同 教授

・所属学会
　日本薬物脳波学会副理事長
　日本臨床神経生理学会名誉会員
　日本生物学的精神医学会評議員
　日本産業精神保健学会評議員
　日本精神科診断学会評議員
　日本女性心身医学会評議員
　日本ストレス学会評議員
　日本ブレインヘルス協会理事長
　日本催眠学会名誉理事長

・社会における活動
　日本アロマ環境協会 顧問

・受賞，表彰歴
　第 2回日本臨床生理学会学会賞

・専門分野，研究テーマ
　精神医学，精神生理学
　脳機能画像による食品の機能性の評価
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＜ランチョンセミナー＞
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　福岡県糖尿病患者データベース研究 (Fukuoka Diabetes Registry FDR) は福岡県内の日本糖尿病学
会認定研修病院 7施設，学会認定専門医の診療所 9施設に通院中の糖尿病患者 5,131 人を 2008 年
から2010年にかけて登録した前向きゲノムコホート研究である．全例に食事調査(BDHQ)，運動調査，
うつ症状などの生活習慣を調査した．本講演では 2型糖尿病患者の生活習慣からみた治療のポイン
トについて講演する．

1. 早食いと肥満の関係は以前より指摘されていたが，我々の調査でも食べるのが早い人は遅い人よ
り 2倍肥満が多かった．この傾向は糖尿病患者ばかりでなく，境界型や正常者でも認められた．
2. 食物繊維を多くとる人は，肥満（腹部）が少なく，メタボリック症候群の合併が食物繊維の摂取
が少ない人より4割も少なかった．血糖コントロールも良好で，合併症も低頻度であった．この効果は，
肥満遺伝子を多く持つ人により明らかであった．また，登録後 3年間の中間解析では食物繊維と関
連が深いマグネシウム摂取量が多い人の死亡率は摂取量が少ない人より有意に低かった．
3. 身体活動量と臨床指標との関連を検討すると，肥満や微小炎症は比較的少ない運動量で効果が認
められたが，HbA1c は 23 メッツ・時 / 週以上の多い運動量で改善が認められた．また，運動強度
の関連でみると，HbA1c は高強度の運動で改善していた（早足の散歩なら毎日 20 分程度が必要）．
また，肥満遺伝素因との関連は食物繊維と同様に遺伝素因がある人に運動の効果がより明らかであっ
た．
4. うつ症状は糖尿病患者に正常者の2.6倍多く認められた．うつ症状を伴う糖尿病患者は女性が多く，
肥満，血糖コントロール不良，重症低血糖などハイリスクであり，神経障害や冠動脈疾患，網膜症な
ど合併症を多く有していた．
5. 睡眠時間は 7時間睡眠と比べ，4時間の短時間睡眠や 9時間以上の長時間睡眠で肥満や血糖不良
が多く，合併症も多くみられた．
6. 喫煙は男性の 28％，女性の 7％にみられ，タバコの本数や喫煙指数が多い程，血糖コントロール
が不良で，合併症も多く認められた．禁煙者は血糖コントロールが改善し，合併症も改善していた．
7. 以上の早食い，食物繊維不足，運動不足，睡眠の過長短，うつ症状，喫煙に肥満を加えた 7項目
でスコアをつけると，スコアが増える程Hb1c は増加し，5項目以上では糖尿病治療法にかかわらず，
HbA1c が 0.6%高値であった．　

ランチョンセミナー 1�

福岡県糖尿病患者データベース研究からみた
2型糖尿病治療のポンイト

岩瀬正典
社会医療法人財団白十字会 白十字病院 糖尿病センター，臨床研究センター
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岩
いわせまさのり

瀬正典
社会医療法人財団白十字会 白十字病院 糖尿病センター，臨床研究センター　
副院長，センター長

・学歴，職歴
　1958 年　　福岡県生まれ
　1982 年　　九州大学医学部卒業，同第２内科入局
　1991 年　　九州大学医学部第２内科 助手
　1995 年　　スウェーデン　ウプサラ大学（日本学術振興会派遣）2年間
　2000 年　　九州大学大学院 病態機能内科学（第２内科より名称変更） 併任講師
　2006 年　　九州大学病院 講師
　2008 年　　九州大学大学院 病態機能内科学 准教授
　2012 年　　社会医療法人財団白十字会白十字病院 副院長・糖尿病センター長，九州大学 特任准教授
　2015 年　　社会医療法人財団白十字会 白十字病院 臨床研究センター長併任
　　　　　     九州大学共同研究員　（現在に至る）

・学位，学会認定専門医
　医学博士，日本内科学会認定総合内科専門医，日本糖尿病学会認定指導医・専門医，
　日本病態栄養学会認定指導医・専門医，日本高血圧学会認定専門医，
　Infection Control Doctor（日本環境感染学会）

・学会賞
　2001 年 　日本高血圧学会 第１回Hypertension Research 賞

・Fukuoka Diabetes Registry 発表論文
1．Impact of eating rate on obesity, metabolic syndrome, and glycaemia in different glucose tolerance status: 
Fukuoka Diabetes Registry and the Hisayama Study Diabetologia 56:70-77, 2013
2．Impact of sleep duration on glycemic level in patients with type 2 diabetes mellitus: Fukuoka Diabetes 
Registry. Diabetes Care 36:611-617, 2013
3．Association between sleep duration and urinary albumin excretion in patients with type 2 diabetes: the 
Fukuoka diabetes registry. PLoS One 12;8(11):e78968, 2013
4．Impact of dietary fiber intake on glycemic control, cardiovascular risk factors and chronic kidney disease 
in Japanese patients with type 2 diabetes mellitus: the Fukuoka Diabetes Registry. Nutr J. 12:159, 2013
5．U-shaped association of sleep duration with metabolic syndrome and insulin resistance in patients with 
type 2 diabetes: The Fukuoka Diabetes Registry. Metabolism 63:484-491, 2014
6．Impact of leisure-time physical activity on glycemic control and cardiovascular risk factors in Japanese 
patients with type 2 diabetes mellitus: the Fukuoka Diabetes Registry. PLoS ONE 9(6): e98768, 2014
7．Dose- and time-dependent association of smoking and its cessation with glycemic control and insulin 
resistance in male patients with type 2 diabetes mellitus: the Fukuoka Diabetes Registry. PLoS ONE 10(3): 
e0122023,2015
8．Association of severe hypoglycemia with depressive symptoms in patients with type 2 diabetes:the 
Fukuoka Diabetes Registry. BMJ Open Diabetes Research and Care 2015;3:e000063
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　我が国における心血管病の急性期治療はこの半世紀で大きく進歩し，急性心筋梗塞の死亡率は５%
まで低下しました．一方，心臓リハビリテーションは心血管疾患患者を対象に運動療法，食事療法，
薬物療法，ストレス管理および禁煙などの患者教育などを行う医療です．心臓リハビリテーションに
より生命予後が改善されることが明らかになっています．今日，心臓リハビリテーションは心血管疾
患の二次予防，さらには一次予防までを目的とした長期にわたる包括的な医療です．
　2013 年，我が国は世界で最初に超高齢化社会を迎えました．高齢多疾患患者の包括的管理を行う
にあたり，フレイル (frailty) を評価した医療が必要になってきました．フレイルは老化に伴う種々の
機能低下をもとに多様に出現する健康障害に対して脆さが増加している状態です．このフレイルは，
筋力の低下により転倒などの身体的問題，独居や引きこもりなどの社会的問題，認知機能障害やうつ
などの精神・心理的問題が複雑に関与しています．高齢者はフレイルを経て身体機能障害，要介護状
態，そして死亡に至ります．身体的フレイルにはサルコペニアが含まれます．サルコペニアは筋肉量
が減少した状態のことで，「サルコ」は筋肉，「ぺニア」は減少を意味します．筋肉量の低下に加えて，
筋力低下，または身体能力低下のいずれかがあれば，サルコペニアと診断されます．サルコペニアの
原因は，加齢のほか，長期安静による筋萎縮（廃用症候群），栄養不足，慢性疾患（心不全，がんなど）
があります．高齢者のサルコペニアは筋力低下，活動性低下，体重減少（低栄養）を引き起こし，フ
レイルの悪循環をもたらします．サルコペニアの予防および治療には筋肉量を維持，増加させること，
つまり運動療法，食事療法を主体とする心臓リハビリテーションが有用である可能性があります．従
来は「歳をとったから動けなくても仕方ない」と歳のせいにされていた高齢者のサルコペニアは予防，
治療が可能となるかもしれません．

ランチョンセミナー 2　Cardio-Diabetes Symposium�

サルコペニア/フレイル予防のための心臓リハビリテーション
－歳のせいにはしたくない−

池田久雄
帝京大学福岡医療技術学部



237Vol.9, No.4J・JSMUFF

ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー

 【略歴】

池
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田久雄
帝京大学福岡医療技術学部 教授

・学歴，職歴
1978 年   　久留米大学医学部卒業
1978 年   　久留米大学医学部第３内科勤務
1984 年   　久留米大学医学部第３内科 助手
1987 年   　米国ベイラー医科大学心臓血管研究所に留学
1989 年   　久留米大学医学部第３内科 講師	
1995 年  　 久留米大学医学部第３内科 助教授
2005 年   　久留米大学医学部第３内科 教授
2006 年   　講座再編により、久留米大学医学部心臓血管内科部門 教授
2015 年   　久留米大学を退職
2015 年　　帝京大学福岡医療技術学部 教授（現在に至る）

・所属学会および研究会
日本循環器学会
日本心臓病学会（FJCC）
日本心臓リハビリテーション学会（理事）
日本心臓リハビリテーション学会九州地方会（支部長）
日本血流血管学会（理事）
日本心不全学会（評議員）
日本腎臓リハビリテーション学会（代議員）
ファンクショナルフード学会（理事）
九州心臓リハビリテーション研究会（会長）
アメリカ心臓協会（FAHA）
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＜一般演題　口演＞

＜一般演題　ポスター＞

一般演題賞につきましては p.169 をご覧ください．
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【目的】ウエスタンダイエット（脂質，糖質を高配合した飼料：WD）をマウスに与えると継日的に
体重が過剰に増加し，メタボリックシンドローム（MS）モデルが作成されることが知られている．
そこで，我々は血糖値抑制作用が知られている桑葉粉末をWDと共にマウスに投与することによる
MSに対する予防効果を検討した．

【方法】C57BL/6J マウス（6週齢：♂）をコントロール群，ウエスタンダイエット（WD）群，桑葉
粉末（ML：ヘルスエイジ株式会社より供与）の３群に分けた（n=8）．餌としてのMLはWD飼料をベー
スに１％ (W/W) 配合し自由摂取として約 80日間飼育した．中間評価として摂餌量，体重を定期的
に測定した．飼育最終日にマウスを解剖，血液，肝臓を摘出した．血清の生化学的検査を実施した．
また，肝臓の一部はカルノフスキー氏固定液に保存し組織検査に供し，他の一部は遺伝子解析用に
TotalRNAを抽出して保存した．

【結果】体重変化はコントロール群に対してWD群，ML群共に有意な増加が見られた．一方，体重
あたりの平均肝臓重量，中性脂肪（ＴＧ）値においてコントロール群に対してWD群では有意に増
加（P < 0.01）し，ML群はWD群に対して有意な抑制（P < 0.01）が見られた．肝臓の組織検査
の結果についてもML群でWD群に対して脂肪滴の沈着の減少が確認された．また，MLの血糖値
への影響は確認されなかった．

【結論】桑葉粉末はメタボリックシンドロームモデルマウスに対し抑制的に働き，特に脂質代謝への
関与，肝重量の増加に伴う脂肪肝の形成を予防する可能性が示唆された．現在，このメカニズムを
解明する目的で肝臓から採取したTotalRNAを用いて網羅的な遺伝子解析（次世代RNAシーケンス）
を実施中である．

一般演題　O-1

メタボリックシンドロームモデルマウスに対する桑葉の効果

○上原佳織 1　　若命浩二 2　　小松健一 2　　長島孝行 1　　内山博允 3

1 東京農業大学農学研究科農学専攻，2北海道薬科大学薬理学分野， 
3 東京農業大学生物資源ゲノム解析センター

メタボリックシンドローム
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【目的】腸内乳酸菌の増殖能がオリゴ糖より強く，便通改善効果も安全で優れた新規プレバイオティッ
クスのオリゴ乳酸（LAC）について，今回は，壮年期（55歳～ 64歳）男性のＭＳ予備軍を対象に
LAC を３ヶ月間摂食し，ミトコンドリア機能と脂質代謝の関連性を一般血液および身体検査の結果
から検討した．

【方法】Ⅰ．対象者募集：麹町クリニックに通院する男性患者（55 歳～ 64 歳）のMS予備軍．Ⅱ．
試験食品と摂食の方法・期間：１）試験食品はすべて株式会社 GLART で製造．２）被験食品：LAC 
37.5 ｍｇ含有粒を朝・晩４粒，１日８粒（LAC 300 ｍｇ /日の常用量），対照食品は１日８粒（LAC 
０ｍｇ / 日）で各群 11名を無作為に割付．３）摂食期間は３ケ月間．Ⅲ．測定方法：１）ミトコ
ンドリア機能：血清中ユビキノール（ユビキノンの前駆体）活性とユビキノン活性の総和．２）身
体測定：身長，体重（BMI），血圧・脈拍．３）血液検査：脂質代謝（T-chol，TG，HDL-c，LDL-c，
AI）．Ⅳ．統計解析法：少例数の二重盲検比較試験のためパラメトリック・ノンパラメトリック等，
二標本のｔ検定を用い探索的統計解析をした．

【結果】被験食品群で，脂質代謝関連のHDL-c（上昇），AI（抑制）が有意（p＜ 0.05）．ミトコンド
リア機能の亢進　（p＜ 0.05）．また，酸化ストレス度（d-ROMs）の低下改善作用．

【結論】オリゴ乳酸（LAC）の摂食１ヶ月目で，ユビキノール活性とHDL-c 上昇が相関し，ミトコン
ドリア機能が３ヶ月目まで継続上昇（p＜ 0.05），AI は継続抑制されたことから「LAC はミトコン
ドリア機能を亢進し，結果として脂質代謝を改善する」ことが判明した．また，酸化ストレス度の
抑制作用も確認された．

一般演題　O-2

壮年期日本人男性の内臓脂肪肥満（MS）予備軍に対する
オリゴ乳酸のミトコンドリア機能亢進と脂質代謝改善作用

メタボリックシンドローム

○田口　茂 1　　田淵久美子 1　　海江田佳子 1　　坂入正記 2　　増森興治 3

1 カンズ研究開発・ 東京医科大学薬理学，2( 株 )GLART ，3 麹町クリニック 
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【目的】糖尿病患者や予備軍に対しては低糖質食や低エネルギー食の供給が必要となるが，食事摂取
量調整のみでは被摂取者の満足が得にくい．そこで当研究室では，血糖値上昇抑制作用を持つ食品
素材を用いた機能性食品を具体的な食事療法に取り入れることを解決方法の一つとして研究に取り
組んでいる．本研究では食後血糖値上昇抑制作用を有する 1-DNJ，Gal-DNJ，ファゴミン等を含有
する桑葉を用いてパンおよびクッキーを開発しその効果を検討したので報告する．

【方法】試験食の作成 :1 回食当たり 70g の強力粉，3g の砂糖等を用いた通常パン，通常パンの材料
に 5g の桑葉粉末 ( 気仙沼桑茶エイトク ) を添加した桑葉パンを作成した．また 1回食当たり 23.3g
の片栗粉，10g の薄力粉，10g の砂糖等を用いた通常クッキー，通常クッキーの材料に 3g の桑葉
粉末を添加した桑葉クッキーを作成した．摂取試験 : 健康な成人及び糖尿病境界型 1名を対象とし
て摂取試験を行い，摂取前及び摂取後 30，60，90，120 分に指先穿刺にて血糖値の変化を検討した．
また桑葉パンと通常パン，通常クッキーと桑葉クッキー間の官能評価比較を実施し，桑葉粉末及び
桑葉パン，桑葉クッキーの成分分析をトヨタマ健康食品株式会社へ依頼した．

【結果】健康な成人において，桑葉パンおよびクッキーは摂取後 30 分の食後血糖値上昇を有意に抑
制していた．摂取試験を通して腹痛等の副作用を訴えた対象者はみられなかった．官能評価では桑
葉を添加した食品の方が有意に高い総合評価を得られた成分分析結果では桑葉粉末中 1-DNJ，Gal-
DNJ，ファゴミンの 85～ 100％がパン及びクッキーに残存していた．

【結論】臨床試験より桑葉の安全性及び有用性が実際の食品に近いパンおよびクッキーの形態におい
ても示され，官能評価や成分分析結果からはパンおよびクッキーにおける桑葉の嗜好性及び成分安
定性が確認された．

一般演題　O-3

桑葉粉末添加したパンおよびクッキーの血糖値上昇抑制効果，
嗜好性および桑葉含有成分の検討

メタボリックシンドローム

1鈴鹿医療科学大学院医療科学研究科，2鈴鹿医療科学大学保健衛生学部医療栄養学科
○石神　彩 1　　中東真紀 2　　長太のどか 2　　棚橋伸行 2　　長村洋一 1,2
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 内臓脂肪（VFA）は，心血管疾患の独立した危険因子であるが，皮下脂肪はリスクでないことが報
告されている．肥満やインスリン抵抗性を呈するメタボリックシンドロームでは，コレステロール
合成が増加し，吸収が低下している．また，コレステロール合成の指標として血中ラソステロール，
吸収の指標としてカンペステロールが有用である．一般的に，低高比重リポ蛋白コレステロール血
症や高低比重リポ蛋白コレステロール血症などの脂質異常症は，冠動脈疾患（CAD）の危険因子と
なることが知られているが，CAD患者の中にはこれらの脂質異常を認めない症例も散見され，他
の脂質因子の異常を有している可能性がある．今回，マルチスライスCTによる非侵襲的な冠動脈
造影を行い，CADの有無と詳細な脂質パラメータとの関連性を検討した．その結果，CADと合成・
吸収パラメータとの関連性はなかったが，血中ラソステロール /総コレステロール，尿酸，アディ
ポネクチンは，VFAの独立した寄与因子であった．本研究は，ラソステロールと動脈硬化リスクと
なるVFAとの関連を示した初の報告であり，ラソステロールが高値の患者では，CADを含めた動
脈硬化予防へ早期から介入する必要がある．

一般演題　O-4

コレステロール合成・吸収パラメータと肥満の関連性

○上田容子　　志賀悠平　　井手元良彰　　宮瀬祐依子
則松賢次　　中村　歩　　三浦伸一郎　　朔　啓二郎

福岡大学病院循環器内科

メタボリックシンドローム
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【目的】日本人の死因の４分の 1を占める動脈硬化性疾患には生活習慣病が深く関与している．中で
も食後高脂血症により血中のLDLコレステロールや中性脂肪が増加することが動脈硬化の発症進展
に繋がる．ゴボウは食物繊維を豊富に含むことに加え，クロロゲン酸類等のポリフェノールを多く
含むことが報告されており，食後高脂血症予防への効果が期待できる．そこで本研究ではゴボウの
食後血中脂質動態に及ぼす影響について検討した．

【方法】健常成人 10 名を対象に脂肪（マヨネーズ 30 g）単独摂取と，蒸しゴボウ 100 g（生重量）
同時摂取の 2回試験をクロスオーバー法にて実施した．試験食摂取前と摂取後 2，3，4，6, 時間後
に採血を行った．空腹時，食後の血清脂質とリポタンパク分画を測定した．血清脂質濃度は酵素法，
リポ蛋白脂質濃度はアガロース電気泳動法にて測定した．また，血清中のMMP-9 活性を gelatin 
zymography により測定した．さらに，血漿から分取した PBMCs の炎症性サイトカイン (TNF α , 
MCP1) の mRNA発現をリアルタイム PCRにより測定した．

【結果】脂肪負荷により，食後血清 TG濃度，VLDL-TG，カイロミクロン ‐TG濃度に有意な上昇が見
られた．一方，ゴボウ摂取による血清脂質濃度上昇に対する抑制は見られなかった．脂肪負荷 3時
間後のレムナントリポ蛋白コレステロール (RLP-C) 濃度，4時間後の血清Apo-B48 濃度は脂肪負
荷のみと比べ，ゴボウ同時摂取時において有意に高かった．また，脂肪負荷による血清中の白血球
数や，高感度 CRP などの炎症マーカーの上昇は見られなかったが，MMP-9 活性に上昇がみられ，
PBMCs の炎症性サイトカインのmRNA発現に上昇が見られた．

【結論】本研究においてはゴボウの食後血中脂質濃度の抑制は見られなかったが，食後血中脂質動態
を調べるにあたり，MMP9 や PBMCs のmRNA発現を測定することは有意であると考える．

一般演題　O-5

脂質摂取による食後血中脂質動態と
それに対するゴボウの及ぼす影響の検討

○竹中沙織 1　　岸本良美 2　　才田恵美 2  　　田口千恵 2

　鈴木 ( 杉原 ) 規恵 1　　　田中未央里 1　　近藤和雄 2,3

1 お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，
3東洋大学食環境科学部

メタボリックシンドローム
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【目的】近年わが国の食生活は欧米スタイルが主流となり大きく様変わりした．その結果食生活が変
化し，多くの疾患発症のリスクに肥満やメタボリックシンドロームが関与する様になり，その若年
化が言われる様になった．今回我々は肥満大学生を対象として現代の若成年の特徴を検討した．

【方法】2014 年度に施行した１年時定期健康診断の結果，肥満 (BMI>25) と診断した学生のうち採血
検査の同意を得られた学生（合計：84名　男性：60名，女性：24名）で検討した．

【結果】平均年齢 19 ±2 歳，平均 BMI 30.0 ± 3.6，平均体脂肪率 31.1 ± 7.3%だった．脂質パラメー
ターの平均値は総コレステロール (TC): 182 ± 30, 中性脂肪 (TG): 94 ± 57, LDL コレステロール
(LDLc):112 ± 27, HDL コレステロール (HDLc):52 ± 10mg/dl といずれも正常範囲であった．脂肪
酸分画は EPA: 27±15, アラキドン酸 (AA):189 ± 41, EPA/AA比 : 0.14 ± 0.07 と著明な EPA/AA
比の低値をしめした．また 84 名中メタボリック症候群 (Met) と診断できた学生は 12 名で男性 11
名女性 1名と 90%が男性であった．Met 群と非Met 群の 2群間で検討すると，Met 群は有意に肝
障害，インスリン抵抗性，高尿酸血症を呈した．EPA/AA比は２群間で有意差は認められなかった．
EPA/AA 比との相関は特に女性において，血清Cr 値は正常範囲内ではあるが，負の相関を呈して
いた．

【結論】対象が肥満学生と限られてはいるが，今回の結果では若年層の EPA/AA 比の低値を認めた．
近年 EPA/AA比の低下は近年心血管疾患発症のリスクと言われており，年齢の伴う増加を踏まえて
も，今後心血管疾患の発症リスクと考えられ，若年層からの食生活の介入の必要性が示唆された．

一般演題　O-6

近年の肥満学生における脂質パラメーターの動向

  ○森戸夏美 1　　花井美佐枝 1　　能美加代子 1

　　 井上ますみ 1　　三浦伸一郎 2 　　朔　啓二郎 2

1 福岡大学健康管理センター，2福岡大学医学部心臓・血管内科学

メタボリックシンドローム
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【背景・目的】近年，肥満患者は増加の一途をたどり，男性の約 30.5％，女性の 20.8％が肥満（BMI
＞ 25）となっている．また，BMI ＞ 35 の高度肥満症も増加しており，治療として薬物療法および
スリーブ状胃切除術などが行われている．我々はヒト脂肪組織由来幹細胞によりアディポネクチン
促進効果のある食品等をスクリーニングしてきた．現在までに 1404 サンプルの中から明日葉を含
む数種類の食品をスクリーニングしており，明日葉は抗肥満効果のエビデンスのあるサプリメント
として報告されている．今回，脂肪幹細胞より得られた結果に基づき，実際にヒトが摂取した際の
有用性について検討する．

【方法】大阪大学付属病院にてスリーブ状胃切除術を施行された症例より余剰脂肪組織をいただく．
脂肪組織から幹細胞を単離培養後に分化させ，明日葉抽出物を添加する．脂肪細胞情報に基づくス
クリーニングによって抽出された症例に対して，6か月間明日葉サプリメントを摂取いただき，ア
ディポネクチン促進効果および抗肥満効果について検討を行う．サプリメントは明日葉青汁®（タ
カラバイオ株式会社）を用いて介入を行う．

【結果】試験実施中のため，本研究の途中経過を報告する．
【結論】この研究からアディポネクチンに着目した高度肥満症に対するオーダーメイド型補完代替医
療の新たな介入として，サプリメントの有効性を示し，新たなアプローチができることを期待する．

一般演題　O-7

高度肥満に対する脂肪組織由来幹細胞スクリーニングに基づいた
明日葉サプリメントの介入

1 大阪大学医学系研究科統合医療学講座，2大阪大学大学院医学系研究科消化器外科学，
3北千里 前田クリニック

○阪上未紀 1　　安枝明日香 1　　宮崎安弘 2

　　　  瀧口修司 2　　 前田和久 3　　　 伊藤壽記 1

動脈硬化
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【目的】アロニアベリーは，北アメリカ原産バラ科の植物の果実である．我々は現在までにアロニア
ベリー抽出物が LDL の酸化を抑制することを明らかにした．LDL の酸化に加え，血管内皮細胞に
おける炎症，内皮機能低下は動脈硬化を進展させる．そこで本研究では，アロニアベリー抽出物の
酸化 LDL刺激による単球の内皮への接着に対する影響および，血管内皮機能への影響を検討した．

【方法】アロニアベリー抽出物の粉末を RO水で溶解し，サンプルとして用いた．ヒト臍帯静脈内皮
細胞 (HUVEC) を用いて実験を行った．酸化 LDLによる単球の内皮細胞への接着に対する影響を検
討するため，単球接着実験を行った．さらに接着分子のタンパク質発現をウエスタンブロット法に
て測定した．また，アロニアベリー抽出物のみの血管内皮細胞への影響を検討するため，HUVEC
にアロニアベリー抽出物を添加し，炎症性サイトカイン，抗酸化酵素のmRNA発現を real-time 
RT-PCR 法にて検討した．

【結果】接着実験の結果，酸化 LDL 刺激により 2.01 倍に亢進した単球の内皮細胞への接着はアロニ
アベリー抽出物添加により 1.46 倍まで有意に抑制された（p＜ 0.01）．さらに，酸化 LDL により
亢進した接着分子 ICAM-1のタンパク質発現がアロニアベリー抽出物添加により抑制された．また，
アロニアベリー抽出物のみ作用させたところ，コントロールに比べ，IL-1 β，IL-6 の mRNA発現
が抑制され，HO-1 のmRNA発現を亢進させた．

【結論】アロニアベリー抽出物は，酸化 LDLにより亢進した単球の接着を抑制し，単独では炎症性サ
イトカイン発現を抑制し，HO-1 発現を増加させたことから，血管内皮機能を改善させる可能性が
示唆された．

一般演題　O-8

アロニアベリー抽出物が血管内皮炎症に及ぼす影響

○久留悠希 1　　才田恵美 2　　鈴木 ( 杉原 ) 規恵 1　　新井英里 1

　　 田口千恵 2 　　岸本良美 2　　近藤和雄 2,3      

1 お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，
3東洋大学食環境科学部

動脈硬化
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【目的】食事由来脂質は血中の脂質異常を介して様々な生活習慣病のリスクを上昇させる．特に，加
工度の高い食品に多く含まれる酸化コレステロールは炎症惹起性が強いと考えられている．本研究
では，食事由来酸化コレステロールの一つである 7-ketocholesterol（7K）の血管炎症惹起作用に
ついて白血球接着現象に着目して検討した．

【方法】ヒト臍帯静脈内皮細胞（HUVEC) に 0.1 ng/mL TNF αと 7K あるいは対照としてのコレ
ステロール（Chol）を添加し，24 時間培養後，細胞表面に発現する細胞接着分子（ICAM-1，
VCAM-1，E-selectin）の発現レベルをウェスタンブロット法で測定した．また，ヒト骨髄単球性
白血病細胞株（THP-1）を用いて，定常琉存在下における生理的細胞接着実験を行った．

【結果】HUVEC における細胞接着分子の発現（ICAM-1，VCAM-1，E-selectin）は，Chol 添加で
は変化が認められなかったが，7K 添加によって増加した．，また，THP-1 の接着は，Chol 添加
（TNFα:1.00 ± 0.05; TNFα＋50μM Chol:1.17 ± 0.17, p＜0.05）に対し，7K添加（TNFα:1.00 
± 0.05; TNF α＋ 50μM 7K:1.69 ± 0.20, p ＜ 0.001）では有意に亢進した（p＜ 0.001）．さら
に，層流下でも接着実験を行ったところ，HUVECへの THP-1 の接着は，Chol 添加（13.1 ± 0.54 
cells/CPF）に対し，7K添加（18.9 ± 0.35 cells/CPF）において有意に増加した（p＜ 0.01）．細
胞接着分子の発現上昇機序を検討するため，MAPキナーゼの活性化をウエスタンブロット法で確
認すると，p38MAPKのリン酸化が 7K添加によって亢進していた．

【考察】7K は，p38MAPKのリン酸化を介して ICAM-1，VCAM-1，E-selectin の発現を増加し，単
球の血管内皮に対する接着を亢進することが示唆された．この知見より，小腸から吸収された酸化
コレステロールは血管炎症を介して動脈硬化の進展リスクを高める可能性が考えられた．

一般演題　O-9

7-ketocholesterol が白血球の血管内皮細胞接着に及ぼす影響

○谷　真理子 1　　鎌田悠子 2　　出牛三千代 2　　大坂瑞子 2　　吉田雅幸 2 
1 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科血管代謝探索講座，
2京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科先進倫理医科学分野

動脈硬化
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【目的】日本人において主要なポリフェノール摂取源の一つである緑茶は，カテキン類を豊富に含み，
動脈硬化予防に寄与することが期待されている．我々はこれまでに，カテキン類の中でも緑茶に多
いガレート型カテキンの有効性に注目し，健常者を対象とした緑茶抽出物の摂取試験において，血
漿中のカテキン濃度の上昇と LDL酸化抑制作用を見出してきた．本研究では，緑茶抽出物摂取後の
血漿ならびに LDL におけるカテキンの濃度と，LDL 酸化抑制作用との関連について検討すること
を目的とした．

【方法】健常成人女性 5名を対象に緑茶抽出物を総カテキン量として 1,000 mg 摂取させ，摂取前と
摂取 1時間後に採血を行った．超遠心法にて LDL を分取し，血漿中および LDL 中の各カテキン濃
度はLC/MS/MSによって測定した．また，LDL被酸化能の指標であるLDL lag timeの測定を行った．

【結果】緑茶抽出物摂取時の血漿中のガレート型カテキン濃度は，摂取前に比べ顕著に増加し（EGCG: 
1551.1±379.2 ng/ml，ECG: 393.5±104.6 ng/ml），全体の61.7%は未抱合の遊離体であった．また，
LDL分画においても顕著な増加が認められ（EGCG: 135.3±24.6 ng/mg-LDL protein, ECG: 46.2
±11 ng/mg-LDL protein），全体の 56.6%は未抱合の遊離体であった．この時，LDL lag time の有
意な延長が認められた．

【結論】緑茶抽出物摂取により血漿中のガレート型カテキン濃度の上昇とともに，LDL中のガレート
型カテキン濃度が上昇することが明らかとなり，LDL酸化抑制作用に寄与していることが示唆され
た．

一般演題　O-10

緑茶抽出物摂取時のLDL中カテキン濃度及び LDL酸化抑制能

○鈴木 ( 杉原 ) 規恵 1　　岸本良美 2　　才田恵美 2　　田口千恵 2

　小林　誠 3　　一谷正己 3　　卯川裕一 3　　提坂裕子 3　　近藤和雄 2,4  
1 お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，
 	3（株 ) 伊藤園中央研究所，4 東洋大学食環境科学部

動脈硬化
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【目的】日本人の死因の上位を占める心疾患，脳血管疾患を招く動脈硬化症の危険因子として脂質代
謝異常があげられる．ライチは別名レイシともよばれるムクロジ科の常緑高木の果樹で，中国南部
原産の果物である．昨年度の本学会において我々は，ライチ果実由来ポリフェノールが肝細胞にお
ける脂質蓄積を抑制する事を報告した．そこで本研究では脂質代謝に及ぼすさらなる作用を検討す
ることとした．

【方法】 ヒト肝がん由来細胞HepG2 細胞をライチ果実由来ポリフェノール（1, 5, 10 µg/ml）で処
理し，AMP活性化プロテインキナーゼ（AMPK）についてwestern blot 法にて測定した．また，
アセチル -CoA カルボキシラーゼ（ACC），脂肪酸合成酵素（FAS）のタンパク質発現についても
western blot 法にて測定した．また，PPARα発現についても検討し，同条件における活性酸素種
（ROS）産生を蛍光強度測定法にて測定した．
【結果】  HepG2 細胞において，ライチ果実由来ポリフェノール添加によりAMPKのリン酸化が亢進
し，活性化されることが明らかとなった．ACCにおいてもライチ果実由来ポリフェノールを作用さ
せることでリン酸化が亢進し，不活性化することが示され，FAS のタンパク質発現についても減少
が見られた．また PPAR αについては発現の増加が認められた．さらに ROS 産生は，ライチ果実
由来ポリフェノール添加により，未添加の細胞の 52 ± 1 %と有意な低下が認められた（p<0.001）．

【結論】ライチ果実由来ポリフェノールは，HepG2 細胞において脂質代謝を調節することが示唆され，
動脈硬化進展に予防的に働く可能性が示された．

一般演題　O-11

ライチ果実由来ポリフェノールが
HepG2 細胞における脂質代謝に及ぼす影響

○才田恵美 1　　藤澤朋加 2　　鈴木 ( 杉原 ) 規恵 2　　北舘健太郎 3

 　田口千恵 1　　岸本良美 1　　近藤和雄 1,4

1 お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，2お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻， 
 3（株 ) アミノアップ化学，4東洋大学食環境科学部

動脈硬化
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【目的】アロニアの効能については古くから知られており，抗ガン作用，脂質低下作用，降圧作用，
抗糖尿病作用など，病気の改善効果が数多く報告されている．しかしそのメカニズムについてはほ
とんど明らかになっていない．最近，我々はインクレチンのN末端を分解し，不活化するジペプ
チジルペプチダーゼ IV（DPP IV）を阻害する物質をアロニア果汁中に見出し，報告した（BBRC 
2015）．この結果から，アロニア果汁による抗糖尿病効果はDPP IV の阻害を介して起こるのでは
ないかと考え，マウスを用いて検討を行った．

【方法】糖尿病モデルマウスであるKK-Ay マウスにアロニアを摂取させ，3～４日おきに血糖値と体
重を測定した．28 日後に肝臓，小腸，脂肪組織などを採取しました．血清や肝臓のDPP IV 活性
を測定した．また，アロニア果汁や小腸におけるα - グルコシダーゼ阻害活性を測定した．インス
リンについても測定を行った．コントロールにはアロニアを摂取していない KK-Ay マウスおよび
C57BL/6JmsSlc マウスを用いた．

【結果】 体重および血糖はアロニア果汁を摂取したKK-Ayマウスで摂取1週間後から有意に減少した．
また，DPP IV 活性にはアロニア果汁を摂取した C57BL/6JmsSlc マウスの血清，肝臓において増
加したのにも関わらず，アロニア果汁を摂取したKK-Ay マウスでは有意な変化は認められなかった．
さらにアロニア果汁にはα - グルコシダーゼ阻害活性があり，アロニア果汁を摂取したKK-Ay マウ
ス小腸上部においてα - グルコシダーゼ阻害が起こっていた．また，アロニア果汁を摂取したKK-
Ay マウスのインスリンレベルは減少していた．

【結論】本研究で得られた結果から，アロニア果汁の抗糖尿病効果はDPP IV とα - グルコシダーゼ
阻害の両方を介して起こっていることが示唆された．

一般演題　O-12

アロニア果汁による血糖値改善効果とそのメカニズム

○山根拓也 1　　小塚美由記 2　　山本好男 3

     中野長久 4 　中垣剛典 5　　大久保岩男 6

  1 北海道大学大学院薬学研究院，2北海道文教大学健康栄養学科，3三重大学伊賀研究拠点，
 4 大阪府立大学生物資源開発センター，5中垣技術士事務所食品科学研究所，6天使大学栄養学科

動脈硬化
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【目的】褐藻類のぬめり成分として知られるフコイダンは免疫賦活作用や抗腫瘍効果などを有する機
能性素材として注目されている．一方で，代表的な抗がん剤副作用として，白血球細胞数の低下に
伴う免疫低下が挙げられる．本研究において我々は，抗がん剤誘発性の免疫低下におけるガゴメ昆
布由来フコイダンの保護効果を検討した．

【方法】雄性C57BL6 マウスを用いて，5-fluorouracil（5-FU）を 100 mg/kg body weight となるよ
うに腹腔内投与を行い，抗がん剤誘発性免疫低下モデルを作成した．また，ガゴメ昆布由来フコイ
ダンの投与は，1%混合餌の自由摂取により行い，投与期間は 5-FU 投与の 7日前から試験終了時ま
でとした．実験は①コントロール群，②5-FU群，③5-FU＋ガゴメ昆布由来フコイダン群の3群で行っ
た．5-FU 投与から 4日後，7日後，11 日後に尾静脈から末梢血を採取し，フローサイトメーター
を用いて白血球数，好中球数を評価した．また，5-FU 投与から 12日後に解剖を行い，各種臓器重
量を測定した．

【結果】全ての群において，体重変動に有意な差は認められなかった．5-FU 投与から 4日後の末梢
血中において，ガゴメ昆布由来フコイダンの摂取は5-FU投与による白血球数減少を抑制した．また，
5-FU 投与から 12 日後の解剖時において，ガゴメ昆布由来フコイダンの摂取は 5-FU 投与に伴う脾
臓組織の肥大やヘモグロビン濃度の減少を抑制した．

【結論】ガゴメ昆布由来フコイダンの摂取は抗がん剤治療に伴う免疫低下を軽減するうえで有用であ
ると考えられる．

一般演題　O-13

マウス抗がん剤誘発免疫低下モデルにおける
ガゴメ昆布由来フコイダンの保護作用

○東村泰希 1,2　　内藤裕二 2　　大野木宏 1,3　　工藤庸子 3

     安井まどか 3　　乾 　星菜 3　　吉川敏一 1　

 1 京都府立医科大学大学院医学研究科生体食品機能学講座，
 2 京都府立医科大学大学院医学研究科消化器内科学，3カラバイオ株式会社 CDMセンター 

各種疾患
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【目的】グルコサミン (GlcN) は，変形性関節症 (OA) の症状を緩和することが知られ，それには
GlcN の滑膜炎症抑制作用が関与していると考えられている．しかし，その詳細なメカニズムは明
らかではない．これまでに我々は，GlcNが滑膜細胞からの炎症性サイトカインIL-8の産生を抑制し， 
それには転写因子 Sp1 のO-N- アセチルグルコサミン (O-GlcNAc) 修飾が関与していることを報告
している．本研究では，GlcN によるO-GlcNAc 修飾を介した Sp1 の制御メカニズムについて検討
した．

【方法】ヒト関節滑膜細胞株MH7Aを，5 mM GlcN で 2.5 時間処理した後，IL-1 β (15 pg/ml) で
13 時間刺激した．また，アロキサン (O-GlcNAc 転移酵素阻害剤 ) の効果は，グルコサミン処理の
30分前に添加することで検討した．そして，① Sp1 の検出と定量は SDS-PAGE/Western blot 法で，
② Sp1 の転写活性の測定はルシフェラーゼ法で，それぞれ行った．

【結果】まず Sp1 の細胞内分布を調べると，その多くは核画分に存在していた．そして， GlcN 処理
により核画分の Sp1 量が減少し，O-GlcNAc 修飾を阻害するアロキサンは，GlcN による核画分
Sp1 の減少を回復した．つぎに Sp1 の転写活性を調べると，GlcN は Sp1 の転写活性を低下させ，
この活性の低下はアロキサンにより回復した．

【結論】グルコサミンは，Sp1 のO-GlcNAc 修飾を増加させることで，その核内量を減少させ，転写
活性化能を低下させることで，IL-8 遺伝子の転写を低下させ，その結果 IL-8 産生を抑制させると
いうことが推測された．

一般演題　O-14

グルコサミンによるO -GlcNAc 修飾を介した Sp1 の調節機構

○染谷明正 1　　坂本廣司 2　　長岡　功 1

1 順天堂大学医学部生化学・生体防御学，2甲陽ケミカル ( 株 )

各種疾患
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【目的】アミノ糖であるグルコサミン（GlcN）は，グリコサミノグリカンの構成成分として，生体内
での軟骨グリコサミノグリカン合成に使われている．そのため，加齢とともに関節の変形や運動障
害を伴う変形性関節症（OA）の予防・治療を目的にGlcNが服用されている．このような背景から，
軟骨代謝に及ぼす作用を中心にGlcN の研究がなされてきたが，GlcN が軟骨細胞のある特定の標
的遺伝子に作用することによって，その効果を発揮する可能性も考えられる．そこで今回我々は，
GlcNの軟骨代謝関連遺伝子の発現におよぼす効果について検討した．

【方法】ヒト軟骨肉腫培養細胞株に対してGlcNを添加し，24時間後に細胞を回収し，Ⅱ型コラーゲ
ン（COL2A1）やマトリックスメタロプロテアーゼ（MMP）遺伝子などの発現量を検討した．

【結果】GlcN 添加により，軟骨基質タンパク質であるCOL2A1 遺伝子の発現量が顕著に増加した．
また，MMP 遺伝子の発現量も検討したところ，MMP-1 およびMMP-9 遺伝子の発現がGlcN 添
加により増加したが，その割合はCOL2A1 遺伝子の割合と比較すると低いものであった．そこで
COL2A1 遺伝子の上流遺伝子を検討したところ，サーチュイン（SIRT）1 遺伝子の発現が，GlcN
添加により増加することが明らかとなった．

【結論】軟骨細胞において SIRT1 がCOL2A1 遺伝子のプロモーター部位に結合しその転写を活性化
するという報告と考えあわせると，今回の結果はGlcNが軟骨細胞においてSIRT1 遺伝子の発現亢
進を介してCOL2A1 遺伝子の発現を増加することにより，軟骨保護作用を発揮する可能性を示唆
するものと思われる．

一般演題　O-15

グルコサミンは軟骨細胞においてⅡ型コラーゲンの発現を亢進する

○五十嵐　庸 1　　坂本廣司 2　　長岡　功 1

1 順天堂大学大学院医学研究科，2甲陽ケミカル ( 株 )

各種疾患
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【目的】我々は小脳失調を示す B6-Wob/t マウス（Wob/t）を系統維持している．小脳失調は生後 10
目ごろから病理組織学的に観察されるプルキンエ細胞の変性に関わっている．表現型は，転倒，酩
酊歩行，協調運動失調を伴なう運動失調（ataxia）であり生涯観察される．我々は，Wob/t の脳内
遊離アミノ酸濃度の測定を行ったところ，小脳内 Serine は，生後 6か月齢まで，野生型に比べ有
意に高い濃度であることが判明した．一方，大脳，橋・延髄では変化が見られなかった．よって，
Wob/t の小脳変性は Serine 濃度と何らかの関わりが考えられた．今回，L型，D型 Serine を腹腔
内 (i.p.) に投与し，Rota-rod 試験による協調運動に与える影響を検討した．

【方法】D-Serine Ethylester の i.p. 投与の脳内濃度経時的変化おいて 40 分後を頂値とする Saigoh
らの報告 * に準じた．生後 17 ～ 32 週齢のWob/t のそれぞれに，50~250 mg/kg の L-Serine，
D-Serine，D-Cycloserine（DCS），D-Serine Ethylester（DSE）を i.p. 投与した．ついで投与後
20分から 8時間後まで経時的に 3～ 7 rpmで回転するRota-rod 試験を行い，rod 滞在時間を投与
前と比較した．

【結果】200 mg/kg b.w. の L-Serine は投与前に対し有意な滞在時間延長が見られなかった．
D-Serine は 200 mg/kg で 5，7 rpmともに有意（p<0.05 ～ 0.01）に投与前に比べ延長が見られた．
また，DCSは 100 mg/kg（p<0.05），DSE は 250 mg/kg（p<0.05）で有意に抗 ataxia が見られた．

【結論】D-Serine の i.p. 投与で，Wob/t の Rota-rod 試験による協調歩行の評価が向上した．最近
の報告で，幼若マウスにおいて，小脳バーグマングリアからプルキンエ細胞の栄養因子として
D-Serine の供給が確認された．もし，Wob/t の D-serine 生合成に異常があれば，D-Serine の i.p. 投
与は末梢血液経路から脳 - 小脳内 D-Serine 濃度を高めたことになる．現在，D-Serine を脳栄養
機能性成分としてとらえ，経口投与でも同様な抗 ataxia 作用を示すか試みている．一方，我々が
測定したWob/t の脳内 Serine が L 型か D型であるか精査中である．今後，小脳失調症における
D-Serine の発現や機能が，Wob/t に類似点があれば抗 ataxia モデル動物として利用が期待される．

  * Saigoh K, et al., Brain Res, 808 /1, 42-7, 1998　

一般演題　O-16

運動失調マウス B6-wob/t へのセリン腹腔内投与が
Rota-rod 試験に及ぼす影響（2）

○別府秀彦 1　　　水谷謙明 1　　新里昌功 2　　玉井育子 1

千原　猛 1　　　新保　寛 1　　高橋久英 3　　園田　茂 4     

1 藤田保健衛生大学藤田記念七栗研究所，2藤田保健衛生大学医療科学部病理学，
3 前藤田保健衛生大学疾患モデル科学，4藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学 II 講座

各種疾患
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【目的】脱水症の前段階状態として，脱水症を疑う所見はないにもかかわらず，身体の血清浸透圧値
が 292 以上 300mOsm/kg・H2O未満の状態を「かくれ脱水」と定義した．先行研究では，高齢者
介護施設における「かくれ脱水」の有病率は 21.4％ (n=391) であった（Geriat.Med.52）．本研究
では在宅で，かつ，「かくれ脱水」を有している高齢者を抽出し，経口補水液 (ORS) を用いた介入
研究を実施し，高齢者の体液希釈効果を検討することを目的とした．

【方法】研究デザインは，前向き介入前後比較研究．研究対象者は，Z市老人クラブに自立して通う
65 歳以上の健康な在宅高齢者 228 名の中で「かくれ脱水」と診断された 49 名 (21.5% ) のうち本
研究の主旨を理解し，ORS を 5日間自宅にて 1日 500-1,000ml の範囲内で摂取できた 38名とし，
ORS 摂取前後の血清浸透圧の変化を比較した．主評価項目は血清浸透圧値とし，「かくれ脱水」の
診断およびORS の介入効果の指標とした．ORS は，株式会社大塚製薬工場（徳島）製のオーエス
ワン (OS-1，個別評価型病者用食品 )，プラスチックボトル 500ml タイプを使用した．日常生活お
よび他の飲食物の摂取に制限は加えなかった．

【結果】38 名の対象者の背景は，男性 21名，女性 17名，平均年齢 80.5 歳．5日間のOS-1 摂取量は，
平均 879ml/ 日であった．摂取前後で，体重，脈拍，血圧に差異は認められなかった．血清浸透圧
値がORS 摂取前に比べ摂取後で有意に低下していた (294.4±2.4 vs. 291.7±2.8 mOsm/kg・H2O 
; P<0.001)．血清尿素窒素値も同様に低下していた (21±5.18 vs. 18.9±4.0 mg/dl ; P=0.003)．

【結論】65 歳以上の健康な在宅高齢者の日常の食生活に 5日間のORS を取り入れて摂取させること
で血清浸透圧値を低下させることができた．脱水症の前段階で，ORSを食生活に取り入れることで，
脱水症への進行を防げる可能性が示唆された．

一般演題　O-17

脱水症の前段階に対する経口補水液OS－１の体液希釈効果
―脱水症への進行を防ぐために，その前段階で経口補水液を摂取させる試み―　

○牛込恵子　　谷口英喜　　松山紗奈江　　岩根泰蔵　　成瀬朋夏　　市村美樹
　山下優花　　高谷美咲都　　片桐芽生　　岩崎理麻　　佐藤ありさ

神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科

各種疾患
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【目的】オキナモズクは全国シェアの 95％以上を占める沖縄県の主力水産物のひとつである．オキナ
ワモズクに含まれる機能性多糖フコイダンは，これまでに胃潰瘍の予防効果や整腸作用，H.Pylori
定着阻害作用，胃時排出機能改善効果，免疫賦活作用など様々な効能が報告されている．FD患者
に対し食品であるモズクフコイダンの機能性を確認することが目的である．

【方法】2015 年３月より腹部症状を有するが，内視鏡検査や各種画像診断等で異常がなく，FDと
診断され，通院している患者のなかで，当試験の同意を得られた患者に対し腹部症状アンケート
(F-scale（FSSG：Frequency Scale for  the Symptome of GERD）)，精神症状アンケート（POMS）
を行なった．F-scale はさらに FSSGの 12 項目の質問を酸逆流関連症状 (Q1,4,6,7,9,10,12) と運動
不全症 状 (Q2,3,5,8,11) に分け検討を行った．サンプル飲用 4週間後，また後観察期 4週間後にも
同様に，上記検査を行いサンプル飲用前後および後観察後との比較を行った．

【結果】フコイダンの投与により F-Scale の点数の低下を多くの症例で認めた．また運動不全症状，
酸逆流症状についての検討でも F-scale の低下傾向を認めた．POMSでは T-A（不安-緊張），D( 抑
うつ )，A（怒り），F（疲労），C（混乱）などの低下を，V（活気）の上昇を認めた．

【結論】制酸剤や消化管機能改善剤，アコチアミドなどの治療下での FD症例に対しても，フコイダ
ン投与は有用である可能性が示唆された．

一般演題　O-18

機能性ディスペプシア患者に対する
オキナワモズクフコイダンの有用性について

○渡邉利泰　　河越尚幸　　貴島　祥　　佐々木陽典　　前田　正　　石井孝政
　宮崎泰斗　　原　規子　　財　裕明　　中嶋　均　　瓜田純久  

東邦大学医療センター大森病院総合診療・急病センター

各種疾患
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【目的】動脈硬化の進展には，マクロファージにおける炎症反応や泡沫化が大きく関与している．我々
は昨年度の大会において，シクンシ科の落葉樹であるターミナリアベリリカの果実抽出物がポリ
フェノールを含み，LDL酸化変性を抑制することを報告した．そこで本研究では，ターミナリアベ
リリカ抽出物がリポポリサッカライド (LPS) 刺激によるマクロファージの炎症反応に及ぼす影響を
検討した．

【方法】初めに，ターミナリアベリリカ抽出物の 15- リポキシゲナーゼ阻害活性を測定した．また，
マウスマクロファージ様細胞 (RAW 264) に LPS 及びターミナリアベリリカ抽出物を作用させ，炎
症性サイトカイン (TNF- α , IL-1 β )，iNOS，SR-A の発現量を real-time PCR 法及び western 
blot法にて，NO産生量を蛍光強度測定法にて測定した．更にこれらの発現に関わる上流因子である，
MAPK及びNF- κ B活性化に対するターミナリアベリリカ抽出物の影響をwestern blot 法にて検
討した．

【結果】15- リポキシゲナーゼ阻害活性測定においては，コントロールと比べて，ターミナリアベリ
リカ抽出物 400 µg/mL 添加で 58％と有意な阻害活性が認められた (p ＜ 0.001)．更に RAW 264
細胞において，炎症性サイトカイン，iNOS，SR-A の mRNA及びタンパク質発現量，NO産生量
は LPS 刺激により有意に増加したが，ターミナリアベリリカ抽出物添加によって有意に抑制された．
MAPK及びNF- κ Bに関しても，LPS 刺激により活性化の亢進が見られたが，ターミナリアベリ
リカ抽出物添加により抑制された．

【結論】ターミナリアベリリカ抽出物は LPS によるマクロファージの炎症反応を抑制する可能性が示
唆された．

一般演題　O-19

ターミナリアベリリカ抽出物が LPS による
マクロファージの炎症反応に及ぼす影響

○田中未央里 1　　才田恵美 2　　鈴木（杉原）規恵 1　　竹中沙織 1

　　神谷智康 3　　田口千恵 2　　岸本良美 2　　近藤和雄 2,4

1 お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学　寄附研究部門「食と健康」，
3（株）東洋新薬，4東洋大学食環境科学部

炎症・免疫・アレルギー
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【目的】重症患者において骨格筋の維持は重要であるが，エンドトキシンショックによる筋萎縮が報
告され，E3 ユビキチンリガーゼである atrogin-1，MuRF1 やオートファジーに起因すると考えら
れている．我々は，酪酸の prodrug である tributyrin を経口投与することにより，エンドトキシン
血症ラットの血中 TNF- α濃度を低下させ，肝障害を抑制することを明らかにしている (Miyoshi 
Clin Nutr 2011)．今回は lipopolysaccharide (LPS) による筋萎縮に対する影響と，tributyrin の効
果について検討した．

【方法】Wistar 系雄性ラットを用い，LPS 投与 1時間前に tributyrin もしくは脂肪乳剤を経口投与し，
LPS もしくは生理食塩水を腹腔内投与した．投与後 0，6，24 時間に犠死せしめ，ヒラメ筋，長
指伸筋を採取した．体重，筋重量，筋横断面積を測定し，TNF- α，atrogin-1，MuRF1，Bnip3，
Foxo1 mRNAを real-time PCR 法により測定した．

【結果】どちらの筋肉においても LPS 投与により筋横断面積が減少し ( ヒラメ筋 : p < 0.01，長指伸
筋 : p < 0.05 vs. コントロール群 )，tributyrin によりその減少が抑制された．長指伸筋において
TNF- α，Bnip3 (p < 0.05 vs. コントロール群 )，atrogin-1，MuRF1，Foxo1 (p < 0.01 vs. コントロー
ル群) mRNA発現が増加した．LPS投与により増加したmRNA発現はtributyrinにより抑制された．
ヒラメ筋においては tributyrin による抑制効果は認められなかった．

【結論】エンドトキシンショックにより筋萎縮が誘発され，その筋委縮は tributyrin 経口投与により
抑制された．

一般演題　O-20

エンドトキシン血症における筋萎縮に対する
tributyrin による抑制効果

○西山雄也 1　　三好真琴 1　　甲斐元規 1　　梶田　歩 1　　石川 ( 青山 ) 倫子 1

　前重伯壮 1　　山下勇人 1　　井上岳人 1　　植村実希子 1 　古賀由華 1  　宇佐美　眞 1,2

1 神戸大学大学院保健学研究科病態代謝学，2神戸大学医学部附属病院栄養管理部

炎症・免疫・アレルギー
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【目的】ウコンに含まれるクルクミンの炎症性腸疾患に対する有用性は多数報告されているが、クル
クミンは経口摂取しても水に溶けにくく吸収されにくい性質である．今回我々は、デキストラン硫
酸ナトリウム (DSS) 誘発腸炎に対する高吸収クルクミン製剤の効果の検討した．

【方法】高吸収クルクミンは THERAVALUES 社より分与されたセラクルミン®を使用した．雌性 7
週齢の Balb/c マウスにDSS を自由飲水させて腸炎モデルを作製した．セラクルミンの投与は通常
飼料に配合して摂取させた．体重変化、disease activity score、histological score を比較検討し、
大腸組織内における炎症性サイトカインのmRNA発現を real-time PCR 法を用いて比較検討した．
また in vitroの検討として、ヒト大腸上皮細胞株であるHT-29 を TNF- α、あるいは TNF- αとセ
ラクルミンで刺激し、NF- κ B およびMitogen-activated protein kinase (MAPK) の蛋白発現を
Western blot 法を用いて比較検討した．

【結果】in vivoで、セラクルミンはDSS 誘発腸炎を有意に抑制した．大腸組織における炎症性サイ
トカインのmRNAは、セラクルミン投与により IL-6、Keratinocyte-derived chemokine (KC)、お
よびmacrophage inflammatory protein 2 (MIP2) が低い傾向であった．In vitroでは、セラクルミ
ンによってTNF-α刺激によるp38MAPKおよびNF-κBの活性化が抑制されることが確認された．

【結論】セラクルミン投与によりDSS 誘発腸炎に対して腸炎の抑制効果を認めた．腸炎の抑制機序と
しては、大腸上皮においてMAPKおよびNF- κ Bを抑制することにより炎症性サイトカインの産
生低下が起こったためと考えられた．セラクルミンは炎症性腸疾患に対する治療薬として有効な可
能性が示唆された．

一般演題　O-21

デキストラン硫酸ナトリウム(DSS)誘発腸炎マウスモデルにおける
高吸収クルクミン製剤の効果の検討

○大野将司　　西田淳史　　藤井　誠　　森田幸弘　　神田暁博
　　浅田歩美　　日高健太郎　　今枝広丞　　安藤　朗　

滋賀医科大学消化器内科

炎症・免疫・アレルギー
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【目的】近年アレルギー患者数は増加の一途をたどっており，国民の 2人に 1人は何らかのアレルギー
疾患を抱えていると言われている．また，重篤な症状で死に至る場合があることや，根本治療の難
しさから，国をあげた対策が必要とされている．このような背景から，医療・医薬に頼るだけでな
く日常的に摂取できる食品からもアレルギー症状を軽減することが求められている．古来より日本
人に親しまれてきた海藻は，低カロリーで豊富なミネラルを含むことから，現代人の健康に適した
食材である．さらに，近年では海藻由来ペプチドの高い機能性に注目が集まっており，医薬品や機
能性食品としての利用が期待されている．本研究では，海藻を加工することで抗アレルギー作用を
高めた新規食材の開発を目的とした．

【方法】日本で食用とされている海藻 6種（アカモク，ヒダカコンブ，マコンブ，ワカメ，メカブ，
フノリ）の熱水抽出物について，ヒト骨髄腫細胞株U266B1 を用いて IgE 産生阻害活性の測定を行っ
た．IgE 産生阻害活性の見られた海藻に関し，クエン酸，酢酸，塩酸で海藻を 121℃，15 分加熱処
理した．また，酸加熱処理温度の検討をし，IgE 産生阻害活性の上昇に適切な処理を検討した．

【結果】アカモクを除く 5種の海藻の熱水抽出物は，U266B1 に対して細胞毒性を示さず IgE 産生阻
害活性が見られた．また，ヒダカコンブ，メカブ，フノリに関し酸加熱処理を行ったところ，すべ
ての海藻でU266B1 の IgE 産生阻害活性が上昇した．なかでも 0.1％塩酸加熱処理フノリは，他の
酸濃度での酸処理や低い温度での酸処理に比べ高い IgE 産生阻害活性を示した．

【結論】以上の結果から，フノリは酸分解されることにより高い IgE 産生抑制活性を示すことが認め
られた．Ⅰ型アレルギー発症に IgE は深く関わっており，IgE 量を減少させる 0.1％塩酸加熱加圧
処理フノリは，抗アレルギー作用を持つ新規食材として期待できる．

一般演題　O-22

フノリの IgE産生阻害作用
炎症・免疫・アレルギー

○梅　千晶 1　　西本壮吾 2　　三沢　宏 3　　濱田奈保子 1

1 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科食品流通安全管理専攻，
2石川県立大学生物資源環境学部食品科学科，3日本・バイオ（株）
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【目的】 乳酸菌には様々な生理機能が報告されており，特に免疫調節作用には期待が高い．本研究では，
乳酸菌のアレルギー抑制効果を期待し，マウスパイエル板細胞およびマウスアレルギー性気管支喘
息モデルを用いて，免疫調節作用の高い菌株をスクリーニングすることを目的とした．

【方法】① BALB/c マウス ( 雌性 9 週齢 ) のパイエル板細胞と乳酸菌 79 株の凍結乾燥菌体とを
RPMI-1640 培地にて 37℃，5% CO2 条件下で 24 時間共培養し，培養上清中のインターロイキン
(IL)-12 p70（以下 IL-12）産生量を測定した．② BALB/c マウス ( 雌性 6 週齢 ) に卵白アルブミン 
(OVA) および水酸化アルミニウムゲルを腹腔内投与後，噴霧器を用いて気道経由でOVA吸入を実
施し，アレルギー性気管支喘息を誘発させた．IL-12 産生促進能の高かった菌株の凍結乾燥菌体を 
0.3 mg/ 匹 / 日の用量で感作初日より 17日間経口投与した後，肺胞洗浄液 (BALF) 中の総細胞数を
測定した．なお，上記の乳酸菌は，東京農業大学から分譲を受けた．

【結果】① パイエル板細胞からの IL-12 産生量を比較したところ，菌株間で差が認められ，IL-12 産
生促進能の高い上位 7株を選抜した．② OVA吸入により，対照群では BALF 中総細胞数が 8倍以
上に有意に増加した．一方，乳酸菌投与群では，7株中 2株で BALF 中総細胞数が有意に減少した．
最も効果の高かったのは，クランベリー由来のLactococcus lactis  T21 株であった（280,800 個→
125,500 個，p < 0.05）．上位 4株について実施した再試験においても，T21 株が最も高い活性を
示した (220,000 個→ 88,000 個， p < 0.05)．

【結論】Lactococcus lactis T21 株には，高い免疫調節作用が認められた．

一般演題　O-23

免疫調節作用を有する乳酸菌のスクリーニング

○砂田洋介 1　　上原和也 1　　大木篤史 1　　中山俊憲 2　　青木玲二 3

　 鈴木チセ 3　　田中　充 1　　松尾伸二 1　　田辺創一 1   
1 日清食品ホールディングス（株）グローバルイノベーション研究センター，
2千葉大学大学院医学研究院，3農研機構畜産草地研究所

炎症・免疫・アレルギー
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【目的】前報において、Lactococcus lactis  T21 株の免疫調節作用を確認した。そこで、本研究では
卵白アルブミン (OVA) で誘導したマウス花粉症モデルを用い、本菌株の花粉症に対する効果を評価
することを目的とした。

【方法】BALB/c マウス ( 雌性　6週齢　各群 8匹 ) に OVA、水酸化アルミニウムゲルおよび百日咳
毒素を初回感作として腹腔内投与し、その 5日後に追加感作としてOVAを背部皮下投与した。さ
らに、初回感作 18 日後から 7日間OVAを点鼻してマウス花粉症モデルを作製した。本マウスに、
乳酸菌 (Lactococcus lactis  T21 株あるいはLactobacillus rhamnosus GG 株 ) の凍結乾燥死菌体
を 1 mg/ 匹 / 日の用量で点鼻 7日後より 4週間連続経口投与した。経口投与前および投与期間中、
OVA点鼻により誘発されるくしゃみ反応および鼻掻き行動回数を 1週毎に 30分間測定した。さら
に、投与 4週後、血清中OVA特異的 IgE 値を評価した。なお、本菌株は、東京農業大学から分譲
を受けた。

【結果】コントロール群では、OVA点鼻によってくしゃみ反応および鼻掻き行動回数が顕著となった
が、T21 株の経口投与は、投与開始１週目以降有意に鼻掻き行動を抑制し、また 3週目以降くしゃ
み反応を有意に抑制した。一方、LGG株投与群では、T21 株よりも遅れて 4週目に症状抑制効果
があらわれた。さらに、T21 株投与 4週目に、血清中OVA特異的 IgE 値は有意に低下したが（p < 
0.01）、LGG株には著明な効果が認められなかった。

【結論】Lactococcus lactis  T21 株は、マウス花粉症モデルにおいて、著明な症状の緩和効果が認め
られた。

一般演題　O-24

マウス花粉症モデルに対するLactococcus lactis  T21株の症状緩和効果
炎症・免疫・アレルギー

1日清食品ホールディングス（株）グローバルイノベーション研究センター，
  2 農研機構畜産草地研究所

○上原和也 1　　砂田洋介 1　　大木篤史 1　　青木玲二 2

　鈴木チセ 2　　田中　充 1　　松尾伸二 1　　田辺創一 1   
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【目的】ニンニク由来硫黄有機化合物であるアリシンの抗酸化機構を解明する目的で，アリシンから
生成される 2-propenesulfenic acid (2-PSA) の抗酸化効果への関与について検討を行った．

【方法】アリシンから生成される 2-PSA の存在を確認するため，各種溶媒中でアリシンの減少と，
2-PSA からさらに生成されるアホエンおよびジチインの生成をHPLC で分析した．また，フリー
ラジカルに対するアリシンと 2-PSA の反応性を検討するために，2,2-di-phenyl-1-picrylhydrazyl 
(DPPH) との反応性を分光光度計とHPLCで分析した．

【結果】アリシンからアホエンとジチインが生成する際，中間体として 2-PSA が生成する事が報告さ
れている．そこで，HPLCでアホエンとジチインの生成を分析する事により 2-PSA の存在を確認し
た．その結果，アリシン存在下におけるアホエンとジチインの生成速度の順序は，n- ヘキサン＞ア
セトニトリル＞エタノール＞エタノール /水で，n- ヘキサン中で 2-PSA が最も生成していることが
示唆された．次に，各種溶媒中，アリシン存在下DPPHの還元速度を測定した結果，DPPH還元速
度の順序はn- ヘキサン >> アセトニトリル >エタノール / 水だった．2-PSA の生成速度が速くなる
とDPPH還元速度も速くなることから，アリシンから生成した 2-PSA が DPPHと素速く反応して
いる事が示唆された．なお，アホエンとジチイン，および構造上 2-PSA を生成しないアリシン類似
物質にはDPPH還元能を有していなかった．

【結論】アリシンから生成する 2-PSA の方が，アリシン自体の抗酸化効果よりも多大な貢献をしてい
ることが示唆された．

一般演題　O-25

アリシンから生成される
2-propenesulfenic acid の抗酸化効果への関与

○渡辺篤志　　木暮英輝　　瀬野晋一郎　　関　健介
　 坂本岳士　　岡田洋二　　嶋津秀昭

杏林大学保健学部

抗酸化・ストレス
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【目的】好気性生物のミトコンドリアでは，エネルギーを産生する代償として活性酸素（reactive 
oxygen species: ROS）が生成される．このROSに起因する酸化ストレスが，酸素を最も必要とす
る “脳 ” で起こるとアルツハイマー病などの多くの脳疾患が発症することとなる．酸化ストレスの
亢進に伴うROSの検出や病態変化の検出は電子スピン共鳴法（ESR）により行われてきた．私達は
従来の in vitro 計測を in vivo 系で達成することを目標として，磁気共鳴画像法を用いた酸化スト
レス状態の可視化研究を進めている．本研究は，脳機能を改善する素材のスクリーニング研究への
応用をめざしている．

【方法】装置：750MHz in vivo EPR (Electron Paramagnetic Resonance) 装置を製作し，高速磁
場掃引を用いた３次元画像化を試みた．酸化ストレス評価：ニトロキシド化合物の還元速度から
生体内酸化還元状態の変化を評価した．脳内での酸化ストレスを評価するため，血液脳関門を透
過するニトロキシド化合物を imaging probe として用いた．脳疾患モデル動物における評価では，
3-Methoxycarbonyl-2,2,5,5-tetramethylpyrrolidine-1-yloxy: MCP) を用いた．脳疾患モデル動物：
5～ 7週齢の C57BL/6 マウスを使用した．中大動脈閉塞による脳梗塞モデル，リポポリサッカリ
ドによる脳炎症モデル動物を作製して用いた．

【結果】高速 EPRイメージング計測を可能とするため，ハードウエア，制御ソフトウエア両者の改良
により磁場掃引を高速化し，マウス頭部の３次元画像を 15 秒間隔で撮像した．経時画像から脳内
酸化還元状態のレドックス状態をマップとして画像表示した．脳疾患モデルマウス脳においてもレ
ドックスマップを作製できた．以上の結果は，脳機能に対する抗酸化物質の投与効果の評価に本手
法が有用である事を示唆している．

【結論】高速 EPRイメージングシステムの活用により，脳内レドックス状態の変化を画像評価するこ
とが可能となった．本手法の利用により，脳機能改善に役立つ素材の探索研究が可能となると思わ
れる．

一般演題　O-26

脳内酸化ストレス画像評価法を用いた脳機能活性化素材の探索法

○藤井博匡 1　　江本美穂 1　　赤羽英夫 2 
1 札幌医科大学医療人育成センター，2大阪大学大学院基礎工学研究科

抗酸化・ストレス
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【目的】抗酸化効果を謳う食品は多いが，そのエビデンスは十分とは言い難い．コエンザイムQ10，
ビタミンＣ，ビタミン B2，ナイアシン，L- シスチン，コハク酸，フマル酸，L- グルタミンで構成
される Twendee X の抗酸化効果を複数の方法で測定し，他の食品と比較した．

【方法】In vitro 試験では 1) 放射線照射 (1,000Gy) による Lysozyme 酵素活性測定，2) H2O2 スト
レス下におけるHepG2 細胞（C）とミトコンドリア（M）の活性酸素種 (ROS)・SOD・GSHtot の
測定を ICDD (France) に依頼，3) 直接的H2O2 消去能を d-ROMs test( 液体中のヒドロペルオキシ
ド定量試験 ) で測定した．In vivo 試験では Twendee X をマウスに 3日間投与後，4日目に放射線
6Gy を照射し，7日目に血清中の酸化ストレスを d-ROMs test にて測定した．In vivo 試験ではレ
スベラトロール，ピクノジェノール，プロタンディム，アスタキサンチン，ビタミンC，ゴマ油抽
出物と比較した．

【結果】In vitro  試験 1) Twendee X は 7 倍濃度のビタミン Cと同等の抗酸化活性が認められた．
2) Twendee X は C-ROS，M-ROS，GSHtot を 45%，63%，40%低下させ，C-SOD，M-SOD を
60%，147%上昇させた．3) Twendee X の H2O2 に対する直接的抗酸化効果が認められた．In vivo  
試験では Twendee X の抗酸化効果の至適濃度は 20mg/kg であった．他の食品では d-ROMs 値の
有意な低下は認められなかった．

【結論】Twendee X は In vitro  ，In vivo の全ての試験で強力な抗酸化効果が確認された．外部機関
（ICDD）に委託した細胞試験では，ヒトへの副作用がなく，これ以上の抗酸化物質は存在しないと
証明された（測定時点）．他の食品ではIn vivo 実験で有意な抗酸化効果は認められず，Twendee 
X は酸化ストレスが関連する疾患への有効な抗酸化治療となる可能性が示された．

一般演題　O-27

Twendee X の抗酸化活性測定

○犬房春彦 
岐阜大学生命科学総合研究支援センター抗酸化研究部門

抗酸化・ストレス
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【目的】現代社会に生きる人間にとって，ストレスは不可避なものであると同時に，鬱や生活習慣病
との関連も報告されている．アスパラガス茎熱水抽出物（ETAS）はアスパラガスの茎部分から熱
水抽出された抗ストレス効果を示す新規機能性食品である．ETAS の機能としては，自律神経のバ
ランス調整，ストレスマーカーの発現抑制作用，睡眠の質改善作用などが知られている．そこでわ
れわれは ETAS を用い，投与安全性とその効果について検討した．試験デザインは，試験のクオリ
ティーを担保した Phase Ⅰ , Ⅱの無作為化二重盲検試験とした．

【方法】一般公募した被験者92名から，適応基準に該当する健康な被験者50名をスクリーニングした．
50名を無作為にETAS摂取群，プラセボ群に割付，28日間 ETASもしくはプラセボを750mg/ 日（通
常推奨量の 5倍量）摂取頂き，摂取前後で，体組成，血圧，血液検査（肝機能・腎機能を主にその
他基本血液評価項目），尿検査，アンケートを用いて安全性を評価した．また，ストレス緩和効果
を評価する目的で血液中のHSP70 及びコルチゾールの値の変化を観察した．

【結果及び展望】登録された健常被験者 50 名のうち，試験開始前個人的事由により離脱した 4名を
除き，46名が試験を完遂した．因果関係を否定できない有害事象及び主観的な副作用調査関して両
群間に差はなかった．
  ETAS の投与は概ね安全に実施できた．解析中のため詳細は発表内で呈示することとするが，期待
する結果としては各種安全性検討を目的とした血液検査値，アンケート，体組成において両群間に
有意差がないこと，ストレス緩和効果検討を目的として評価した，HSP70 の上昇，コルチゾール値
の減少，主観的評価の改善などである．以上の結果をもって，機能性食品を用いたストレス緩和，
睡眠の質緩和を目指した投与による安全性・有効性検討について成果を報告する．

一般演題　O-28

アスパラガス茎熱水抽出物 (ETAS) の安全性・有効性について
− Phase Ⅰ , Ⅱ試験による検討−

○安枝明日香 1　　阪上未紀 1　　林　紀行 1　　前田和久 2　　伊藤壽記 1 
1 大阪大学大学院医学系研究科統合医療学寄附講座，2北千里前田クリニック

抗酸化・ストレス
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【目的】高齢者の転倒・骨折予防のためには骨格筋の減少を抑制する必要があり，運動と十分な食事
性たんぱく質の摂取が重要である．そこで，本研究では中高年女性が卵白たんぱく質を毎日摂取し，
かつ定期的な運動を実施することで，骨格筋量および筋力にどのような影響が見られるかを検討し
た．

【方法】  運動習慣の無い，50歳以上の閉経後女性14名（平均年齢58.9歳）を対象とした．卵白群（n=7）
には乳酸発酵卵白（キユーピータマゴ株式会社）をたんぱく質量として 1日 8g，8週間摂取，対照
群（n=7）にはプラセボとして殺菌水を摂取させ，両群とも期間中は運動施設で週 2回，30分程度，
マシンを用いて大筋群中心の筋力トレーニングを実施させた．その 8週間の前後で InBody730（イ
ンピーダンス法）を用いて体組成測定，また下肢筋力測定を実施した．同時に酸化ストレス，炎症マー
カーを測定した．

【結果】体重は卵白群，対照群ともに介入前後で有意な変化を示さなかったが，体脂肪率は卵白群の
み有意な低下が認められた（p＜ 0.05）．骨格筋量は両群ともわずかに増加したが，55歳以上の対
象者に限定して検討すると，卵白群にのみ四肢骨格筋量の増加傾向が見られ，卵白群と対照群の変
化には有意な差が認められた（p＜ 0.05）．等尺性膝伸展力は，卵白群において介入前後で有意な
増加が認められた（p＜ 0.05）．尿中 8-OHdG，血清 TNF- αは，卵白群にのみ有意な低下が認め
られた（p＜ 0.05）．

【結論】卵白たんぱく質の継続的な摂取と同時に筋力トレーニングを実施することにより，特に高年
齢の女性で骨格筋量，筋力の増加効果が明らかに認められた．また卵白たんぱく質の摂取は，酸化
ストレス，慢性炎症を改善する可能性があり，その有用性が示唆された． 

一般演題　O-29

乳酸発酵卵白の摂取と筋力トレーニングの併用が
中高年女性の骨格筋量および筋力に及ぼす影響

○髙波嘉一 1　　川合ゆかり 2　　中田 千聡 3　　西山　博 4　　松岡亮輔 4

1 大妻女子大学家政学部食物学科，2( 公財 ) ルイ・パストゥール医学研究センター，
3大妻女子大学大学院人間文化研究科，4キユーピー ( 株 )

抗酸化・ストレス
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【目的】小豆には、クロロゲン酸、カテキン、プロアントシアニジンなどのポリフェノールが豊富
に含まれている（畑井ら , 日本調理科学会誌 , 1996）。これまでに、小豆そのものや、小豆ジュー
スの機能性は研究されており、ヒトにおける LDL コレステロールの低下作用 ( 相馬ら , 豆類時報 , 
2007) などが報告されている。
　一方、小豆関連の食品で最も利用されている ｢餡（あん）｣ については、生化学的な機能性まで調
査された報告は少ない。小豆餡を使った食品は、スーパーやコンビニエンスストアでも購入するこ
とができ、また、軽食やおやつにも取り入れやすいことから、機能性を活用できる機会は多いと考
えられる。
　そこで、我々は小豆餡の機能性について検討を行う。これまでの検討で、小豆餡のポリフェノール
量、SOD様活性、及び外因性 ( 酸化剤 ) の活性酸素に対する抑制効果について報告してきた ( 神谷
ら , 日本食品科学工学会誌 , 2015)。本発表では、培養細胞がもつ内因性の活性酸素に対する、小
豆餡の効果について報告する。

【方法】小豆餡 ( つぶ餡・こし餡 ) から 70%メタノール、または超純水で抽出したサンプルを添加し、
Jurkat 細胞株培養下における活性酸素の抑制効果を、蛍光試薬Dichlorofluorescein diacetate で定
量した。

【結果】つぶ餡・こし餡ともに、細胞株の内因性の活性酸素を抑制する効果が観察された。一方で、
外因性活性酸素に対してあった、つぶ餡とこし餡との抑制効果の有意差は、内因性活性酸素に対し
ては見られなかった。

【結論】小豆餡の抽出物には、外因性だけでなく、Jurkat 細胞株の内因性活性酸素も抑制する効果が
ある。

 　参考文献 : 神谷育 , 藤岡宏樹 , 鎌田美乃里 , 池田惠一 , 馬目佳信 . 日本食品科学工学会誌 62(7),349-353,2015

一般演題　ポスター　P-1

小豆餡がもつ内因性活性酸素の抑制効果

○藤岡宏樹 1　　神谷　育 2　　鎌田美乃里 1　　池田惠一 1　　馬目佳信 1

1 東京慈恵会医科大学基盤研究施設，2東京慈恵会医科大学医学部医学科
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【目的】玄米麹菌発酵食品は無農薬玄米を原料として特殊麹菌にて発酵した後，乾燥させた食品である．
玄米麹菌発酵食品は，麹菌による発酵により，100g 中に 4g の核酸成分が含有されているのが特徴
である．玄米麹菌発酵食品は，血糖値の上昇抑制効果，小腸粘膜の保護効果を認めているが，その
機序は明らかではない．本研究では，玄米発酵食品による肝障害軽減効果について，四塩化炭素肝
障害マウスを用いて検討を行った．

【方法】6 週齢の Balb/c 雄性マウスを，通常飼料 (AIN76A) を与えたNormal 群，Control 群と 10%
玄米麹菌発酵食品 ( ルナ　株式会社核酸 ) 含有 AIN76A を与えた Extract 群の 3群に分類し，7日
間飼育後，Control 群，Extract 群に 10％ (v/v) 四塩化炭素オリーブ油液を 5ml/kg 体重を腹腔内に
投与し，肝障害を誘発させた．投与 48 時間後に，下大静脈より採血，肝臓摘出を行い，血清トラ
ンスアミナーゼ活性，SOD活性の測定，肝組織はHE染色し顕鏡を行った．

【結果】体重当たりの肝重量は，Control 群に比べ，Extract 群の方が有意に低かった．トランスアミ
ナーゼ活性については，Control 群と Extract 群に有意な差は見られなかったが，Control 群に比べ
Extract 群の方が低い傾向が見られた．SOD阻害率については Control 群に比べ，Extract 群の方
が有意に低かった．肝臓の組織写真を比較した結果，Control 群では血管周辺の炎症が多く見られ
たが，Extract 群では Control 群に比べるとそれらの炎症が抑えられていた．

【結論】玄米麹菌発酵食品摂取により体重 1g 当たりの肝重量，SOD阻害率では有意な差が見られた．
またGOT・GPT活性値では有意な差は見られなかったが，Control 群に比べ Extract 群の方が低い
傾向が見られたことから，玄米麹菌発酵食品には肝保護効果があることが示唆される．この保護効
果は，今回の SOD活性の測定により抗酸化作用があると推測され，また玄米麹菌発酵食品に含ま
れる核酸の細胞増殖効果によって肝臓の再生・修復力がより高まったことで，肝障害が軽減された
と推測される．

一般演題　ポスター　P-2

玄米麹菌発酵食品が四塩化炭素肝障害マウスに及ぼす影響

○多賀昌樹 1　　佐藤かおり 2　　稲井玲子 3

1 和洋女子大学家政学群健康栄養学類，2つくば国際大学医療保健学部保健栄養学科，
 3 徳島文理大学人間生活学部食物栄養学科  　  　　　　　　　　　　　　  
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【目的】日本では高齢社会に伴い，介護が必要な高齢者が急速に増加している．介護要因の上位に位
置する骨折・転倒は，骨粗鬆症に起因することが報告されている．したがって，医療費や介護負担
の軽減を目的とした骨粗鬆症に対する予防・改善策の開発が要求される．本研究では，日本に多く
生息するツバキの葉に含まれる成分の機能性について，骨代謝調節機能の解明することを目的とし
た．

【方法】ツバキ葉抽出物を調製し，マウス骨芽細胞前駆細胞株MC3T3-E1 細胞に添加し以下の実験を
行った．様々な濃度でサンプル添加を行った後，骨芽細胞分化マーカーであるアルカリフォスファ
ターゼ (ALP) 染色を行い，染色後のALP 陽性細胞数を観察した．次に骨芽細胞分化マーカーの遺
伝子発現をRT-PCR 法によって確認した．骨芽細胞分化マーカーによって発現ステージが異なるこ
とから，20日間の継続培養を行った．

【結果】ツバキ葉抽出物の添加培養によって，ALP 陽性細胞数の増加が確認された．画像解析によっ
てALP陽性細胞数を示す染色面積の染色占有率を評価した結果，コントロールと比較して約 1.7 倍
の増加が確認された．骨芽細胞分化マーカーの遺伝子発現では，骨芽細胞分化マーカーのステージ
後期であるオステオカルシン (OCN) が，コントロールと比較して有意に発現促進することが明らか
となった．

【考察】ツバキ葉抽出物は，MC3T3-E1 細胞に対して骨芽細胞分化マーカーであるALPや OCNの発
現を促進し，骨代謝改善効果を有することが確認された．つまり，ツバキ葉抽出物は，骨芽細胞の
分化ステージの初期から後期まで持続しうることが示唆された．ツバキ葉抽出物の骨代謝調節機能
について，詳細に解析を進めている．

一般演題　ポスター　P-3

ツバキ葉抽出物の骨代謝調節機能に関する研究

○山瀬理恵 1　　富澤真美 1　　平野里枝 1　　小西康子 2　　西本壮吾 2

1 石川県立大学大学院食品科学専攻，2石川県立大学生物資源環境学部食品科学科
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【目的】多くの報告により，魚油に多く含まれている eicosapentaenoic acid（EPA）などの n3系多
価不飽和脂肪酸を多く摂取することが心血管イベントを抑制することが証明されている．このよう
な背景から，冠動脈疾患患者において，n3 系多価不飽和脂肪酸の血中濃度と冠動脈プラークとの
関連性を検討した．

【方法】安定した冠動脈疾患患者 82 名を対象とし，血管内超音波により非責任病変の冠動脈プラー
ク量やプラーク組織性状を評価した．さらに EPAなどの血中脂肪酸分画を測定し，プラークとの関
連性を検討した．

【結果】血中EPA濃度とプラーク体積の間に有意な負の相関を認めた（r=-0.326, p=0.0028）．さらに，
血中 EPA濃度と脂質性プラーク体積（r=0.366, p=0.0007）および繊維性プラーク体積（r=-0.364, 
p=0.0008）との間に有意な相関を認めた．

【結論】魚油に多く含まれる EPAは冠動脈プラークの増大・不安定化のバイオマーカーとなる可能性
が示唆された．

一般演題　ポスター　P-4

血中EPA濃度と冠動脈プラークの関連性
−血管内超音波による検討−

○加藤悠太　　岩田　敦　　三浦伸一郎　　朔　啓二郎
福岡大学病院循環器内科
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【目的】日本沿岸海域の浅海で栽培されているスサビノリ（P. yezoensis）は，板海苔に加工されて食
用として広く利用されている．一昨年の本大会で，我々は海苔微粉末とナタネ油を加熱したものを
ラットに経口投与した結果，コントロール群に比べて血中トリグリセライド（TG）濃度ならびにリ
ンパ液中の TG濃度が高い値を示すことを報告した．そこで本研究では，どのようなメカニズムで
海苔由来成分が脂質吸収を促進しているか明らかにする目的で研究を行った．

【方法】海苔は加熱することにより水溶性食物繊維含量が増加することが報告されていることから，
本研究で脂質吸収を促進した試料の水溶性食物繊維比率を測定した．さらに，この画分の脂質吸収
への影響を検討するために，ラットに脂質負荷試験を行い，海苔から抽出した水溶性食物繊維画分
を投与してその影響を検討した．また，海苔由来成分の膵リパーゼ活性に及ぼす影響についても検
討を行った．

【結果】本研究で脂質吸収を促進した試料の食物繊維組成を比較したところ，水溶性食物繊維比率が
高い値を示した．つまり，加熱により水溶性食物繊維比率が高くなった．次に，この水溶性食物繊
維画分の脂質吸収への影響を検討した結果，血中 TG濃度は有意に低い値を示した．この結果を確
認するために，海苔から抽出した画分を用いて膵リパーゼ活性に与える影響を検討したところ，活
性を促進する画分はなかった．

【結論】本研究で，海苔は加熱することで，水溶性食物繊維比率が増加することが確認できた．また，
海苔から抽出した水溶性食物繊維画分は，脂質吸収を抑制することが示唆された．しかし，海苔に
含まれる脂質吸収を促進する成分を明らかにすることはできなかったため，今後，さらに検討を進
めていく予定である．

一般演題　ポスター　P-5

海苔由来水溶性食物繊維が食事脂質吸収に及ぼす影響

○友寄博子 1　　大田黒香織 1　　近藤昌次 2　　淺川牧夫 3

1 熊本県立大学環境共生学部食健康科学科，2( 特非）熊本県産業促進協会，3（特非）物資源の力



274 Vol.9, No.4J・JSMUFF

【目的】乳酸菌は，整腸作用や免疫賦活作用といった効果が報告されているが，乳酸菌摂取と疲労，
抗酸化能に関連した研究報告は数少ない．乳酸菌 FK-23 は，Enterococcus Faecalis FK-23 菌を加
熱処理したものである．本研究では，FK-23 摂取がゴルフパフォーマンスにおける疲労回復および
抗酸化能に及ぼす影響をヒト試験において検討した．

【方法】ゴルフ部員 7名は，FK-23 または乳糖 (Placebo) を 1 週間飲用した．飲用 1週間後のトレー
ニング直後の血液および唾液を採取し，サイトカイン，マイオカイン，筋損傷および筋疲労マーカー
など 10 種の物質を測定した．また，電子スピン共鳴（ESR）スピントラッピング法による血清お
よび唾液の 6種の活性酸素・フリーラジカル消去活性を測定した．

【結果】血清 SPARC，血清および唾液コルチゾールにおいて，FK-23 群は Placebo 群に比べて増加
傾向にあり，血清 L‐ 乳酸，唾液アミラーゼでは，FK-23 群は減少傾向にあった．また，ラジカル消
去活性の測定において，血清の消去活性は一重項酸素を除いて FK-23 群の方が，Placebo 群よりも
有意に高い傾向が見られた．唾液では，Placebo 群と FK-23 群との間では，ラジカル種の消去活性
に差は認めなかった．

【結論】FK-23 は，ゴルフパフォーマンスによる筋損傷に影響を示さず，筋疲労に効果がある可能性
が示唆された．また，FK-23 摂取により生体における抗酸化能増強作用が確認された．

一般演題　ポスター　P-6

ゴルフパフォーマンスにおける
乳酸菌 FK-23の疲労回復，抗酸化能に与える影響

　○市川　寛 1　　西川真里江 1　　青井　渉 2　　　南山幸子 2

　                                                 岡　真優子 2　　内藤裕二 3　　吉川敏一 4

1 同志社大学大学院生命医科学研究科，2京都府立大学大学院生命環境科学研究科，
	 　　　  3 京都府立医科大学大学院医学研究科，4京都府立医科大学
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【目的】多くの発酵食品は，果物や野菜等を微生物によって発酵させており，いわゆる健康食品とさ
れている．本試験で用いた植物発酵食品は，腸内環境の改善に効果的な食品と考えられるが，有用
な研究データは少ない．そこで本試験は，植物発酵食品の継続摂取が健常な日本人成人男女の腸内
環境に及ぼす影響を検証した．

【方法】本試験は，ランダム化プラセボ対照二重盲検並行群間比較試験で実施した．排便回数が７日
あたり２回～５回である 20 歳以上 60 歳未満の日本人男女を募集し，Bifidobacterium の占有率が
相対的に少ない者を 22名選抜した．22名は，ランダム割付によって植物発酵食品群とプラセボ群
に均等に割り振った．試験食品は，夕食の直後に１日１包（1.2 ｇ）摂取させ，４週間継続させた．
摂取前と摂取４週間後に T-RFLP 法による腸内細菌叢の評価を行った．加えて，体重や BMI，体脂
肪率を測定した．

【結果】解析対象者は植物発酵食品群では 40.3±9.5 歳（男性１名 / 女性 10 名），プラセボ群
では 40.5±9.5 歳（男性２名，女性９名）であった．摂取期間を通して，植物発酵食品群の
Bifidobacterium は低い変動率であったのに対して，プラセボ群は摂取前と比較して有意に低下し
た（p＝ 0.038）．また，植物発酵食品群の体重（P＝ 0.022）と BMI（p ＝ 0.027）はプラセボ群
と比較して有意に低値を示した．

【結論】本試験の結果から，植物発酵食品の継続摂取が Bifidobacterium の低下を抑制し，腸内環境
を適切に保つことで排便の状態を改善する可能性が示唆された．また，体重や BMI の低下から抗メ
タボリックシンドローム効果が期待できる．

一般演題　ポスター　P-7

植物発酵食品がヒトの腸内環境に及ぼす影響
: 二重盲検・並行群間比較試験

○山下慎一郎 1　　本藤和彦 2　　鈴木直子 1　　髙良　毅 3

1（株）オルトメディコ，2八雲香産（株），3医療法人社団盛心会タカラクリニック
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【目的】乳酸発酵製品による体調改善については多く研究がなされ，効果が認められている．乳酸菌
（EC-12）における研究では，マウスにおける接触過敏症の抑制，健常成人男性に対する EC-12 の
摂取による腸内細菌叢の増加，便量と便水分量の増加などが認められ，便通に対する効果が期待さ
れている．
  本研究では，EC-12 を含む機能性食品の摂取による便通状況に対する効果を検討することを目的と
した．

【方法】とっぴんぐサプリ株式会社製の「れいそう」を EC-12 含有の摂取食品として用いた．摂取量
は 2包 / 日とした．被験者は，慢性的に 3日以上便通のない状態が継続している成人女性（35-59
歳）とした．試験期間は 4週間とし，第 1週目は観察期間（コントロール），第 2週から 4週目ま
では摂取期間として毎日便通状況に関する項目を調査した．調査項目は排便の有無，Bristol Stool 
Scale による便の性状，便の匂い，残便感とした．すべての調査は被験者自身による評価とした．

【結果】コントロールと比較して，Bristol Stool Scale による便の性状を除く 3つの調査項目で有意
な改善が認められた．特に排便の有無では摂取 2週目以降において p<0.01 の有意差が確認された．
他方，便の匂いと残便感はそれぞれ，摂取 2週目，摂取 3週目に p<0.01 の有意な改善がみられた．

【結論】便通状況の調査については，排便の有無，残便感，便の匂いの各項目においてコントロール
と比較して，摂取 2週目および摂取 3週目で有意に改善した．したがって EC-12 を含有した「れ
いそう」は摂取後 2週間ほどで便通状況の改善に効果を示すものと考える．ただし，本研究は性別
や年齢の制限，主観的な評価，無機能食品がない状況の結果である．そのため，今後は客観性を考
慮した調査を行うことにより，便通に対する効果が一層明らかになるものと考える．

一般演題　ポスター　P-8

EC-12 含有食品を用いた便通改善に関する効果の検討

○郷間宏史 1　　中尾　誠 2　　杉浦伸一 1

1 名古屋大学大学院医学系研究科附属医学教育研究支援センター，2金城学院大学薬学部医療薬学
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【目的】心疾患患者における食事管理は心疾患再発予防に重要である．様々な栄養素をバランスよく
摂取することは有効である．当院では心疾患患者を対象に継続的な栄養指導を実施している．今回，
心大血管リハビリテーションを実施した心疾患患者を対象に食事記録から栄養摂取過不足状況を把
握し，栄養機能食品等の有効活用から食事摂取量の改善が期待できる栄養素を明らかにすることを
目的とした．

【方法】対象者は外来心リハ実施患者 44名（男：25，女：19，年齢：70±13 歳，BMI：24.1±3.3㎏
/㎡）とした．3日間の食事記録を元に栄養計算ソフトにて各栄養素の平均摂取量を算出し，日本人
の食事摂取基準に対する摂取量の過不足を調査した．

【結果】炭水化物（-25.4±42.2g，P<0.001），食物繊維（-4.8±4.4g，P<0.001），EPA+DHA（-0.17
±0.53g，P=0.017），飽和脂肪酸％エネルギー比（-6.05±0.21%，P<0.001）は有意な不足が認めら
れた．総エネルギー摂取量（109±326kcal，P=0.041），脂質（12.2±15.1g，P<0.001），食塩相当
量（1.3±1.95g，P<0.001）は有意な過剰摂取であった．たんぱく質（2.5±14.2g，P=0.378），n-3
系多価不飽和脂肪酸（0.10±0.09g，P=0.912），n-6 系多価不飽和脂肪酸（0.73±4.00g，P=0.583）
は基準と同等の摂取であった．

【結論】継続的な栄養指導を実施しているにも関わらず，心血管保護作用の高いとされる食物繊維と
EPA+DHAは多くの人が摂取不足であることが明らかとなった．摂取不足解消の為に元素材からの
摂取指導のみならず栄養機能食品等の活用も視野に入れた栄養指導を実施する必要が考えられた．

一般演題　ポスター　P-9

心臓リハビリテーション実施患者の栄養摂取状況の把握

○堀田朋恵 1　　三浦伸一郎 2　　藤見幹太 2　　松田拓朗 3　　戒能宏治 3　　上田隆士 2

            石田紀久 2　　浦　善之 3　　藤田政臣 3　　朔　啓二郎 2　　喜久田利弘 1

1 福岡大学病院栄養部，2福岡大学病院循環器内科，3福岡大学病院リハビリテーション部
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【目的】睡眠不満は，日本人の５人に１人が抱える問題であり，生活の質を低下させる一因である．
睡眠不満の解決に向け，①睡眠の質を向上させるアデノシンＡ２Ａ受容体の活性化能を示す食品素材
を探索し，②候補素材として選定された清酒酵母がヒトの睡眠の質向上作用を示すかを検証した．

【方法】①約 80種の食品素材をアデノシンＡ２Ａ受容体発現HEK細胞に作用させ，受容体活性化能を
評価した．②ヒト臨床試験は，睡眠不満を抱える健康な成人を対象に二重盲検法にて行った．具体
的には，被験者に清酒酵母を含有するタブレットおよびプラセボを摂取させ，深睡眠の指標である
脳波（デルタパワー値）と成長ホルモン分泌量の測定，およびOSA睡眠調査票による評価を実施した．

【結果】 ①評価した食品素材 80種中，清酒酵母が最も高いアデノシンＡ２Ａ受容体活性化能を示した．
②清酒酵母摂取により，デルタパワー値および成長ホルモン分泌量が有意に上昇し，深睡眠が誘導
されていることが示された．先行研究からデルタパワー値および成長ホルモン分泌量は年齢に逆相
関することが知られており，これらの相関から算出すると，清酒酵母摂取により被験者年齢（平均
38歳）から４～ 10歳分の改善が示唆された．また，睡眠調査票の結果から，清酒酵母摂取により
起床時の眠気および疲労感の改善が認められた．なお，試験期間中に清酒酵母摂取に起因する有害
事象は発生しなかった．

【結論】清酒酵母は，in vitro において高いアデノシンＡ２Ａ受容体の活性化作用を示し，ヒト試験に
おいて深睡眠の増大と睡眠の主観評価の改善作用を示した．清酒酵母は睡眠の質を向上させる有効
な手段と考えられる．

一般演題　ポスター　P-10

清酒酵母摂取による睡眠の質向上

○永盛友樹 1　　物井則幸 1　　内山　章 1　　杉山圭吉 1,2　　西野輔翼 3　　裏出良博 4

1 ライオン ( 株 )，2立命館大学，3京都府立医科大学，4筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構
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【目的】最近，日本では，緑茶やコーヒーと脳梗塞や心血管疾患との関連性が指摘されており注目を
集めている．海外では炭酸飲料と脳梗塞や心疾患との関連性が指摘されており，今回，我々は日本
における院外心停止と炭酸飲料と共に各種の飲料消費量との関連性について検討した．

【方法】日本で救急搬送されたすべての院外心停止症例を集積しているウツタインレジストリーを使
用した．同レジストリーは，2005 年から開始され 2011 年までの 7年間で 785,591 件が集積され
ており，日本全体での院外心停止の分布を調べる事ができる．炭酸飲料など各種飲料消費量は，政
府統計局の総務省家計調査を使用した．47都道府県毎に年齢調整心原性院外心停止罹患率，年間一
人あたりの炭酸飲料消費金額を算出し，その関連性について検討した．

【結果】院外心停止罹患率は，2005 年から年々増加傾向にあった．47都道府県の分布では，年齢調
整心原性院外心停止罹患率と炭酸飲料消費金額は，東日本に多く，西日本には少ない傾向を認めた
が，年齢調整非心原性院外心停止罹患率は，地域による偏りを認めなかった．飲料は，炭酸飲料以
外に緑茶，紅茶，コーヒー，ココア，ジュース，乳酸菌飲料，ミルク，ミネラルウォーターを検討
した．乳酸菌飲料は，心原性院外心停止罹患率と正相関の傾向を認め，炭酸飲料と心原性院外心停
止罹患率のみに有意な正相関を認めた．

【結論】炭酸飲料消費量が心原性院外心停止に関与している可能性が示唆された．

一般演題　ポスター　P-11

日本における院外心停止と炭酸飲料消費量との関連性

○末松保憲 1　　徳永昌樹 2　　三浦伸一郎 1　　Bo Zhang3　　米本直裕 4

	            野乃木宏 5　　長尾　建 6　　 木村　剛 7　　朔　啓二郎 1

	          1 福岡大学心臓・血管内科学講座，2とくながクリニック，3福岡大学生化学，
4国立精神・神経医療センター情報管理解析部生物統計解析室，5静岡県立総合病院，

	          6 駿河台日本大学病院循環器科蘇生救急心血管治療，7京都大学循環器内科	
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【目的】私達は廃棄される果皮の機能性評価を進め有効利用することを目的とし，モデルケースとし
てバナナ果皮について機能性研究を実施した．日本の果物年間消費量１位はバナナであり，最も消費
される果物であると同時に多くの果皮が廃棄される．バナナ果皮にはいくつかの生理作用及び機能性
が報告されているが，免疫調節機能における報告例はない．本研究では，バナナ果皮の免疫調節機能
について検討した．
【方法】有機栽培バナナの果皮を 100％エタノールで抽出し（ Crude extract ），更にヘキサン，ヘ
キサン：酢酸エチル＝ 1：1，酢酸エチル，メタノール，水の画分を実験に用いた．ヒト IgM産生細
胞株であるHB4C5 細胞を無血清培養条件下で各画分サンプルを添加した．24 時間培養後上清を回
収し，ヒト IgM 産生量を ELISA 法で定量した．併せて細胞生存率についても測定した．
【結果】HB4C5 細胞に Crude extract を添加したところ，ヒト IgM 産生量増加が示された．また，
水画分を除く 4画分に Crude extract 添加培養時以上のヒト IgM産生量増加が認められた．細胞生
存率は抗体産生量に依存的に増加した．加えて各画分の TLC評価から，複数の脂溶性成分が存在す
ることが明らかとなった．
【考察】水画分を除く画分に抗体産生量増加が確認されたことから，バナナ果皮中の脂溶性成分が抗
体産生活性を促進することが示唆された．また，複数の画分に抗体産生促進因子の存在が示唆され，
活性成分が複数存在すると考えられた．今後抗体産生メカニズムに関わる遺伝子解析に加え，生体で
機能を示す Bリンパ球の抗体産生能について，マウス ex vivo 評価を行う．

一般演題　ポスター　P-12

バナナ果皮抽出物による免疫賦活作用

○富澤真美 1　　平野里枝 1　　山瀬理恵 1　　野坂浩資 2

			   　　　 神藤宏昭 2　　菅原卓也 3　 　西本壮吾 4　　

1 石川県立大学大学院食品科学専攻，2 （株）ヒロインターナショナル，
 3 愛媛大学農学部，4石川県立大学生物資源環境学部食品科学科　　　
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【目的】かつお節熱水抽出残渣の酵素分解，精製しアンジオテンシン変換酵素阻害力価の高い組成物
（かつお節ペプチドKBP）を得，14種のペプチドを同定した．動物実験等により既に見つけられて
いる降圧ペプチドよりも高いACE阻害活性であった．in vitro，in vivo 試験により作用機序の解明
と，ヒト試験におけるKBP摂取の影響を検証した．

【方法】KBP125,250 及び 375 ｍｇ含有 250 ｍｇ重量の錠剤 3粒摂取各 3群 1日 1回，1包（3粒）
を噛まずに，水またはお湯で摂取，ポジティブ群も同様に摂取した．スケジュールは前観察 3Ｗ，
摂取期間 6Ｗ，後観察 2Ｗの血圧を測定した．機序の解明はKBP の腸管吸収動態をラット反転膜
腸管試験で試み，ラットを用いた KBP の単回投与試験において降圧効果が認められた量 1mg/kg
から個体 (333g) 相当の KBP0.3mg/30mL を反転膜に負荷し，透過前後の成分を質量分析に供した．
【結果と考察】KBP 及び単離した配列を有するペプチドの 3～ 5％量が腸管反転膜透過しており，
この結果は機能性成分としては高い吸収率を示した．SHRおよびヒト摂取 SHRの単回投与試験で
KBP1.0mg/kg 摂取で有意差 (p ＜ 0.05 対照群 )，SHR 反復 (28 日 ) 試験で KBP 0.3mg/kg で有意
差 (p ＜ 0.05 対照群 ) が認められ，ヒト正常高値者およびＩ度高血圧者各 20名の 4群（プラセボ，
各用量KBP摂取 / ヒト一日あたり）においても 125mg 摂取で有意差が認められたことから，これ
らの降圧作用は，腸管吸収により透過して発現の可能性を示唆した．

【結論】KBP の高い腸管吸収率が示されたことから，ヒト試験においても，腸管吸収によって効果の
発現が示唆された．KBP含有錠剤は，機作特有の空咳はなく，血液検査においても安全性に問題は
ないと判断され機能性素材として活用できると推定した．今回の臨床試験から一日錠剤 1粒（錠剤
1粒 250 ｍｇ中 50％の KBP125mg 含量）の商品設計が可能と思われる．現在，ヒト細胞・動物を
用いた腸管吸収試験，局所部位到達試験および臨床試験（長期・過剰）を行っている．

一般演題　ポスター　P-13

かつお節ペプチド（KBP）の降圧作用

○関　英治 1　　藤原佳史 1　　朝田　仁 1　　山根拓也 2

			   　　　 大久保岩男 3　　山本晃久 4　 　薩　秀夫 4

1 ヤマキ ( 株 )，2北海道大学大学院薬学研究院，3天使大学，4前橋工科大学
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【目的】動脈硬化は日本人の死因の上位を占める疾病の原因であり，その進行には LDLの酸化と血管
内皮炎症が重要である．インド原産の高木であるインドキノは古来より健康改善を目的として用い
られてきたが，その心材はレスベラトロールの類縁体であるプテロスチルベンを含有する．本研究
では，インドキノ抽出物に含まれるプテロスチルベンの役割を明らかにするために，インドキノ抽
出物の血管内皮細胞を介した LDL酸化及び血管内皮炎症に対する影響について，インドキノ抽出物
の主成分であるプテロスチルベンとその類縁体であるレスベラトロールを用いて比較検討した．

【方法及び結果】サンプルとしてインドキノ抽出物，プテロスチルベン，レスベラトロールのエタ
ノール溶液を用いた．LDL の被酸化能の指標である LDL lag time 測定において，プテロスチルベ
ンの方がレスベラトロールよりも強い延長能を示した（p＜ 0.001）．またヒト臍帯静脈内皮細胞
（HUVEC）を介した LDL 酸化において，TBARS 生成量及びアガロース電気泳動法による LDL 移
動度の測定を行ったところ，全てのサンプルにおいて有意な抑制が認められた．さらに血管内皮炎
症に対する影響を検討するため，炎症関連遺伝子のmRNA発現量を，リアルタイム PCRを用いて
測定した．結果，TNFα刺激により上昇した IL-1 βおよびVCAM-1 発現量はインドキノ抽出物と
プテロスチルベンにより有意に低下した．レスベラトロールにはVCAM-1 発現量に対する抑制作
用は認められなかった．

【結論】本研究より，インドキノ抽出物は LDL 酸化ならびに血管内皮細胞における炎症性サイトカ
イン，接着分子のmRNA発現を抑制したことから，動脈硬化の進展を予防する可能性が示唆され，
この作用には，主成分であるプテロスチルベンの関与が大きいと考えられた．

一般演題　ポスター　P-14

インドキノ抽出物のLDL酸化ならびに血管内皮機能に対する影響

○新井英里 1　　才田恵美 2　　鈴木 ( 杉原 ) 規恵 1　　久留悠希 1

　　　		  　　　田口千恵 2　　岸本良美 2　　近藤和雄 2,3　　 　　　　　　　　 

1 お茶の水女子大学大学院ライフサイエンス専攻，2お茶の水女子大学寄附研究部門「食と健康」，
     3 東洋大学食環境科学部
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演者・共同演者
人名索引

第 13 回日本機能性食品医用学会総会におけるすべての
演題について，演者および共同演者の 50音順索引です．

＜略記の説明＞
・会　会長講演
・特　特別講演
・教　教育講演
・ト　トピックス
・シ　シンボジウム
・ラ　ランチョンセミナー
・Ｏ　一般演題（口演）
・Ｐ　一飯演題（ポスター）

　　○は発表演者を示します

　　【】内の数字は抄録の掲載ページを示します

人
名
索
引



284 Vol.9, No.4J・JSMUFF

犬房春彦 O-27 ○【266】

井上岳人 O-20 【259】

井上ますみ O-6 【245】

今枝広丞 O-21 【260】

岩崎理麻 O-17 【256】

岩瀬正典 ラ１ ○【234】

岩田　敦 P-4 【272】

シ 4 ○【220】

岩根泰蔵 O-17 【256】

う

上田容子 O-4 ○【243】

上田隆士 P-9 【277】

上原和也 O-23 【262】

O-24 ○【263】

上原佳織 O-1 ○【240】

植村実希子 O-20 【259】

卯川裕一 O-10 【249】

宇佐美　眞 O-20 【259】

牛込恵子 O-17 ○【256】

内山博允 O-1 【240】

内山　章 P-10 【278】

梅　千晶 O-22 ○【261】

浦　善之 P-9 【277】

浦田秀則 ト ○【194】

裏出良博 P-10 【278】

瓜田純久 O-18 【257】

え

江本美穂 O-26 【265】

お
大木篤史 O-23 【262】

O-24 【263】

大久保岩男 O-12 【251】

P-13 【281】

大坂瑞子 O-9 【248】

大田黒香織 P-5 【273】

大野将司 O-21 ○【260】

大野木宏 O-13 【252】

岡　真優子 P-6 【274】

岡田洋二 O-25 【264】

か

甲斐元規 O-20 【259】

海江田佳子 O-2 【241】

戒能宏治 P-9 【277】

梶田　歩 O-20 【259】

片桐芽生 O-17 【256】

片倉賢紀 シ 5 【228】

加藤節司 シ 5 【228】

加藤悠太 P-4 ○【272】

鎌田悠子 O-9 【248】

鎌田美乃里 P-1 【269】

神谷　育 P-1 【269】

神谷智康 O-19 【258】

川合ゆかり O-29 【268】

河越尚幸 O-18 【257】

神田暁博 O-21 【260】

き

喜久田利弘 P-9 【277】

貴島　祥 O-18 【257】

岸本良美 O-5 【244】

O-8 【247】

O-10 【249】

O-11 【250】

O-19 【258】

あ

青井　渉 P-6 【274】

青木玲二 O-23 【262】

青木玲二 O-24 【263】

赤羽英夫 O-26 【265】

淺川牧夫 P-5 【273】

朝田　仁 P-13 【281】

浅田歩美 O-21 【260】

阿部征次 ト 【194】

新井英里 O-8 【247】

P-14 ○【282】

安藤　朗 O-21 【260】

安東克之 シ２ ○【206】

い

五十嵐　庸 O-15 ○【254】

池田秀子 シ１ ○【200】

池田惠一 P-1 【269】

池田久雄 ラ 2 ○【236】

池田郁男 シ３ ○【214】

石井孝政 O-18 【257】

石神　彩 O-3 ○【242】

石川 ( 青山 ) 倫子 O-20 【259】

石田紀久 P-9 【277】

磯　博康 シ 4 ○【218】

一谷正己 O-10 【249】

市川　寛 P-6 ○【274】

市村美樹 O-17 【256】

井手元良彰 O-4 【243】

伊藤壽記 O-7 【246】

O-28 【267】

稲井玲子 P-2 【270】

井上奈穂 シ 3 【214】

乾　星菜 O-13 【252】
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岸本良美 P-14 【282】

北舘健太郎 O-11 【250】

木村　剛 P-11 【279】

く

工藤庸子 O-13 【252】

久留悠希 O-8 ○【247】

P-14 【282】

久保　明 教 1 ○【190】

黒田理恵子 ト 【194】

こ

郷間宏史 P-8 ○【276】

古賀良彦 シ 5 ○【230】

古賀由華 O-20 【259】

木暮英輝 O-25 【264】

小塚美由記 O-12 【251】

小西康子 P-3 【271】

小林　誠 シ 3 【214】

小林　誠 O-10 【249】

小松健一 O-1 【240】

近藤和雄 O-5 【244】

O-8 【247】

O-10 【249】

O-11 【250】

O-19 【258】

P-14 【282】

近藤昌次 P-5 【273】

さ

財　裕明 O-18 【257】

才田恵美 O-5 【244】

O-8 【247】

O-10 【249】

才田恵美 O-11 ○【250】

O-19 【258】

P-14 【282】

坂入正記 O-2 【241】

阪上未紀 O-7 ○【246】

O-28 【267】

坂本廣司 O-14 【253】

O-15 【254】

坂本岳士 O-25 【264】

朔　啓二郎 会 ○【186】

ト 【194】

シ 4 【220】

O-4 【243】

O-6 【245】

P-4 【272】

P-9 【277】

P-11 【279】

佐々木陽典 O-18 【257】

薩　秀夫 P-13 【281】

佐藤かおり P-2 【270】

佐藤ありさ O-17 【256】

し

志賀悠平 O-4 【243】

嶋津秀昭 O-25 【264】

新里昌功 O-16 【255】

神藤宏昭 P-12 【280】

新保　寛 O-16 【255】

す

末松保憲 シ 4 【220】

P-11 ○【279】

菅原卓也 P-12 【280】

杉浦伸一 P-8 【276】

杉山圭吉 P-10 【278】

鈴木チセ O-23 【262】

鈴木チセ O-24 【263】

鈴木直子 P-7 【275】

鈴木 ( 杉原 ) 規恵 O-5 【244】

O-8 【247】

O-10 ○【249】

O-11 【250】

0-19 【258】

P-14 【282】

砂田洋介 O-23 ○【262】

O-24 【263】

せ
関　英治 P-13 ○【281】

関　健介 O-25 【264】

瀬野晋一郎 O-25 【264】

そ

園田　茂 O-16 【255】

染谷明正 O-14 ○【253】

た

代田浩之 シ 4 ○【222】

多賀昌樹 P-2 ○【270】

高谷美咲都 O-17 【256】

髙波嘉一 O-29 ○【268】

高橋久英 O-16 【255】

髙良　毅 P-7 【275】

瀧口修司 O-7 【246】

田口　茂 O-2 ○【241】

田口千恵 O-5 【244】

O-8 【247】

O-10 【249】


